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Ｉ総括



１

昭和１６年４月 滑川市高月の富山県水産講習所（明治３３年２月創立）を改組し、

試験部が独立して富山県水産試験場となる

滑川市高塚に本館が完成昭和４６年４月の用地買収後､栽培漁業施設等を新設し移転

漁業指導調査船立山知１５６．３８トン,ディーゼル１，０００PS)が竣工

昭和５９年４月から滑川漁港が定蕊港となる

食品研究所が設立され､利用増殖課を水産増殖課に改める(庶務課､漁業資源課水産増殖課）

昭和５１年４月

昭和５５年 ３月

昭和５８年１０月

昭和６２年２月

昭和６３年３月

平成２年１１月

平成３年８月

平成４年４月

平成４年９月

平成６年１０月

平成７年３月

平成１０年３月

平成１０年１０月

平成１１年３月

平成１１年４月

食品研究所が設立され

魚類隔離飼育棟を増築

２．

漁場環 栽培漁業調査船はやつき(１９トン,ディーゼル６００PS)が竣工

富山県水産試験場創立５０年記念式典を挙行

淡水取水施設完成(地下水取水能力９０，３／崎

庶務課を総務課に改める

海水取水施設を漁港ルートで更新（表層海水取水能力１５０，３／時）

水産増殖課を栽培.深層水課と内水面課に分ける

深層水利用研究施設完成（海洋深層水取水能力３，０００，３／日）

サクラマス卵管理棟を増築

漁業調査船立山知１６０トン,ディーゼル１，５００PS)が竣工

ＵＲＬ

沿革

船員室を増築

深層水氷実験室を新設（食品研究所より所属替え）

位置･交通

（２）交通◇ＪＲ滑川駅から徒歩１５分タクシー５分

北陸高速自動車道滑川インターチェンジから車１０分

富山空港から北陸高速自動車道経由３０分

〒９３６－８５３６滑川市高塚３６４ＴＥＬＯ７６－４７５－００３６

ＦＡＸＯ７６－４７５－８１１６

（１）位置
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3．土地･建造物･調査船等

（１）土地２８，２０８．３９㎡

（２）建造物

本館(鉄筋コンクリート造２階)延べ面積１，

船員室（鉄骨造）

漁具倉庫(コンクリートブロック）

漁具器材倉庫(鉄骨造）

車庫･一般倉庫（コンクリートブロック）

その他
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深層水氷実験室（鉄骨造）



（３）認笹船

〔漁業調査船立山知

建造：平成１０年１０月船体:総トン数１６０トン全長40.51,幅7.0ｍ深さ3.0ｍ

速力・航続R鴎&：最大速力14.55ノット航海速力13ノット航続f匪佳約3,700海里

定員：１９人（乗組員13人調査員６人）

主機関：４サイクルディーゼルエンジン1,500ＰＳ／750ｒｐｍ，４翼可変ピツチプロペラ

主な業務:海洋観測、プランクトン・卵稚仔採集､採水･採泥調査、ホタルイカ・ベニズワイ採集認喧

スルメイカ釣り試験操業､厩t生物分布調査

〔栽培漁業調査船はやつき〕

建造：昭和６３年３月船体:総トン数１９トン全長20.45,幅4.08ｍ深さ1.44ｍ

速力・航続:鴎佳：最大速力14.4ノット航海速力13.1ノット航続距離約350海里

定員：１０人（乗組員４人認笹員６人）

主機関：高速ディーゼルエンジン600ＰＳ／1,850ｒｐｍ、３翼可変ピツチプロペラ

主な業務:海洋観測、プランクトン・卵稚仔採集､採水･採泥調査､種苗放流調査

（４）主要研究備品

品目

低温飼育水槽

調温装置付き

活魚輸送タンク

生物顕微鏡

落射式蛍光顕微鏡

落射式蛍光顕微鏡

生物顕微鏡

実体顕微鏡

実体顕微鏡

ハイスコープシステム

流向

流向

海中係留式

流速連続記録計

海中係留式

流速連続記録計

深海用ビデオカメラ

装置

型式

ＦＲＰ製、１０トン

ＦＲＰ製

ヤンマーディーゼル

ニコン製

オリンパス製

オリンパス製

オリンパス製

ニコン製

ハイロックス製

アレック電子製

ｾﾝｻー ｿ゙ ﾝAST-500

船上ﾕﾆｯﾄP-1000

アレック電子製

ア

キューアイ製

耐圧1,000ｍ

画像解析装置付き

数量

２

１

１

１

１

１

１

１

１

４

１

１

１

４

単価 金額(円） 購入年月日

1,596,500 3,193,000 平成５年３月３１日

1,328,700 1,328,700 平成８年２月２９日

1,270,000 1,270,000 昭和51年10月１５日

1,012,000 1,012,000 昭和54年３月１０日

2,673,880 2,673,880 平成２年３月２３日

2,814,000 2,814,000 平成11年３月３１日

1,499,000 1,499,000 昭和63年３月１６日

1,234,970 1,234,970 平成５年３月３１日

1,993,050 1,993,050 平成５年３月３１日

1,863,750 7,455,000 平成10年７月３１日

1,951,850 1,951,850 平成９年３月３日

1,995,000 1,995,000 平成９年７月８日

1,649,970 1,649,970 平成10年３月１２日

19,677,000 19,677,000 平成10年９月３０日

－２－

備考

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替

管理替



浅海用水中テレビ

カメラ装置

水中垂下式ｸﾛﾛﾌｨﾙ

自動測定装置

サリノメーター

超低温フリーザー

高速冷却遠心分離機

フレンチプレス

水中切離し装置

水中切離し装置

自動イカ釣り漁労装置

（立山丸機付き）

自動曳網装置付き

ワープネット式

トロールウインチ

(立山丸機付き）

高速冷却遠心機

自動分光光度計

分光蛍光光度計

原子吸光分析装置

マイクロプレート

ﾘーダー

窒素炭素自動分析装置

誘導起電式塩分計

毎洋構造観測解析装置

（立山丸機付き）

全自動回転式

ミクロトーム

ホタルイカ採集試験用

表中層トロール網漁具

栄養塩分析装置

分析部

栄養塩分析装置

解析部

耐圧100ｍ

ﾓ目チ･ｵｯｷ付き

発電機付き

ギルドライン社

オートサル840OＢ

三洋電機製

クボタKR-180B

由圧ﾚｽ、ﾌ゚ ﾚｯｻー ｾﾙ

キューアイ製

キューアイ製

切離し部５台

制御装置等１式

自動釣り機12台

ニチモウ製

日立製

島津製ＵＶ右260

5300ＰＣ

装置付き

日本ｬー ﾚﾙｱｯｼｭ製

ＡＡ－８９０

テカン社製

コールマン29Ｂ型

YEOKAL社製

ⅥOＤＥＬ６０１ＭＫＩｌｌ

矛ﾊ゚ ﾄー'社製

SBE911Plus

ライカ社ＲＭ２１５５

サヌキエ業製

ＦＩ－５０００

サヌキエ業製

ＦＩ－５０００

１ 3,129,000 3,129,000 平成10年９月３０日 管理替

１ 2,721,600 2,721,600 平成10年７月３１日 管理替

１ 5,565,000 5,565,000 平成10年９月３０日 管理替

１ 1,190,000 1,190,000 昭和62年２月７日 管理替

１ 1,260,000 1,260,000 昭和53年６月５日 管理替

１ 1,480,000 1,480,000 昭和60年７月２５日 管理替

１ 1,967,000 1,967,000 平成９年３月２１日

１ 8,190,000 8,190,000 平成10年９月３０日 管理替

１ 9,817,500 9,817,500 平成10年８月３１日 管理替

１ 37,000,000 37,000,000 平成10年７月２９日 管理替

１ 2,360,000 2,360,000 昭和62年２月７日 管理替

１ 2,330,000 2,330,000 昭和60年３月３０日 管理替

１ 1,987,900 1,987,900 平成８年３月２９日 管理替

１ 4,944,000 4,944,000 平成３年11月２日 管理替

１ 2,410,200 2,410,200 平成７年12月２２日 管理替

１ 2,700,000 2,700,000 昭和52年６月３０日 管理替

１ 1,800,000 1,800,000 昭和63年３月４日 管理替

１ 20,464,500 20,464,500 平成10年８月３１日 管理替

１ 2,464,000 2,464,000 斗械10年ｎ月２７日 管理替

１ 9,187,500 9.187,500 平成１０年９月３０日 管理替

１ 6,331,500 6,331,500 平成13年３月２３日 管理替

１ 6,898,500 6,898,500 平成13年11月２８日

－３－



4.組織と業務内容

露~霧~調予算･出納会計･庁舎管理･物品購入等庶務一般

画一画一r歴雪駕繍報の鵬資源管塵技術聯資源生態研＊

霜吾課J曹繍栽培資源培養技術開発･深層水水産利用研究･漁場環境調査
一栽培漁業調査船はやつき

内水面課内水面漁業資源増養殖技術開発･資源生態研究･魚病研究

5.職員の現員数

(平成１４年３月３１日現在）

Ｆ

■ー一一一

ご-」
一画一 |－
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職名

組織

場
長
次
長
課
長

副
主
幹

副
主
幹
研
究
員

係
長
主
任

主
任
研
究
員

主
事
技
師

研
究
員

技
術
員

嘱
託

計 摘要

総務課 １ １ １ １ ４

漁業資源課

立山丸

１

２

１

１ ８

１ ２

２

５

1３

》

卿

濁音･深層淵Ｉ

Iまやつき

１

１

１

１

４

１

１ ７

３

内水面課 １ １ １ １ ４

計 １ １ ３ ３ ３ ２ ８ ６ １ １ ４ ２ １ 3６



6．職員一覧と担当業務

職名 氏名

場長 中村弘

次長 高松賢 郎

総務課長 笹倉国男

主事 吉森尚美

嘱託 中島信一

漁業資源課長 高松賢 郎

副主幹研究員 岡本勇次

主任研究員 内山勇

研究員 井野慎吾

研究員 前田経雄

立山丸

副主幹 田中孝世

副主幹 西浦正

係長石浦光英

主任 島倉清弘

主任 高 田弘基

主任幅寿悦

主任森田満

分担業務

水産試験場の総括

関係機関並びに各課の連絡調整

総務課の総括

職員の人事･予算･出納事務･庁舎管理等

会計･決算･物品購入・給与事務

職員の諸届･福利厚生等

自動車の操車･管理

漁業資原課の総括

クロマグロ調査研究・

スルメイカ漁場調査研究･立山丸の運航管理

ホタルイカの資源生態研究

魚卵稚仔分布調査等

漁業資原評価調査等

新漁業蔀里制度推遇胃調是供事業

水産情報ネットワークシステムの運用管理

ベニズワイ･パイ類の資源管理調査研究

深層水利用によるベニズワイ資源生態研究

船長業務･船舶保守管理(総括）

機関長業務･機関設備の保守翫里

通信長の業務､無線設備の保守翫里等

一等航海士の業務・船内の安全衛生管理

一等桧鰯士の業務･機関系統の管理

甲板員の業務

機関員の業務

－５－

摘要

農学博士

漁議議長

農学博士

船長事務取扱

機関長事務取扱



職名 氏名

主任 日又伸夫

主任 山本三千男

主任 関口裕市

主任 西島直樹

技術員 谷内正尚

技術員 水林伸夫

栽培・深層水課長 林清志

副主幹研究員 堀田和夫

主任研究員 野沢理哉

主任研究員 藤田大介

主任研究員 渡辺孝之

主任研究員 渡辺健

研究員 小善圭一

Iまやつき

副主幹 漬本八次郎

主任 西浦冨幸

技師金谷文樹

分担業務

機関員の業務

甲板長の業務

甲板員の業務

甲板員の業務

甲板員の業務

甲板員鮪い)の業務

画

ー『〆〃、ン刃ｦL凋就亜唖"甥Ｅ‐Ｔ墨国エ歴邑』尾川ⅧﾌT1プロＷ1コＬ

マダラ･ハタハタ親魚養成と種苗生産樹術開

発研究等

浅海域複数種(アワビ･サザエ)放流技術開

発研究造成漁場･藻場の生物調査研究

深層水多段利用開発研究(藻類･アワビ等ｳ等
トヤマエビの量産技術開発、

パイ類の生態学的研究微細藻類培養研究

表層海水取水施設の管理

深層水多段利用開発研究(こう
資踊罰里型漁業促進吋濡ﾖ業（
深層水利用研究施設の管理

船長業務

機関長業務

甲板員の業務

－６－

ﾒ)と調整

ヒラメ）

摘要

水産学博士

船長事務取扱



－７－

職名 氏名 分担業務 摘要

内水面課長 角祐 内水面課の総括
韻園

》

副主幹研究員 小谷口正樹

主任研究員 田子泰彦
アユの資源生態研究

河川内有効利用調査研究 農学博士

研究員 村木誠
さけます増殖調査

魚病対策業務・内水面増勢湧支術指導



－８－

7．決算

（１）歳入

科目｜決算額(千円） 摘要

国庫支出金

国庫補助金

農林水産業国庫補助金

水産試験場費

漁業資源評価調査費 Ｉ

委託金

栽培漁業開発試験費

魚病対策費

深層水有効利用研究費

新漁業管理制度推進

内水面増殖調査

刑
耐
匡
Ⅷ
Ｊ
Ⅷ
｜
Ⅷ
一
Ⅲ

農林水産費委託金 1,000

水産試験場費 1，０００

富山湾漁場環境調査費 1，０００
卿
一
基

金
一
鍬 入金

1６．２７５

1６，２７５

雇用創出基金繰入金 1６．２７５

雇用創出基金繰入金

富山湾漁場環境調査費

諸収入

受託事業収入

1６．２７５

1６，２７５

’２７， 849

27.564

水産試験場受託事業 ’ ２７
１ ， 564

水産試験場受託事業 ’27,564
漁業資源評価調査費’13,1311
栽培漁業開発試験費

深層水有効利用研究費

内水面増殖調査 に
1，３５０

｣i淵---
雑入 Ｉ２８５
雑入 ’２８５
納付金 ’２２
水産試験場’２２ 嘱託雇用保険料

雑 入’ ２６３１
水産試験場

使用料及び手数料

使用料

その他使用料

その他使用料

水産試験場

１
２６３ |行政財産使用許可分電気料
2７１

票下‐
行政財産使用料

合計５７，４８４



(2)歳出

科．目 ｜決算額(千円）
農林水産業費

水産業費

水産試験場費

水産試験場費

漁業調査船経常費

沖合漁場開発調査費

－－－+－

一１

１

－’

178,865

178,865

178,865

9,943

3７

３

， 295

013

漁業資源評価調査委託事業費’１５，４１７
栽培漁業調査船経常費 5,968

栽培漁業開発試験調査研究費
－-1

7,006

富山湾漁場環境調査費 ’２４， 957

魚病対策費 1，５３３

深層水有効利用研究費 ４９，７７６

新漁業管理制度推進情報提供事業費 3,802

水産情報ネットワーク管理運営費 6,679

内水面増殖調査研究費

経常経費計

総務費

総務管理費

人事管理費

人事事務

財産管理費

費

庁舎維持管理費

企画費

計画調査費

海洋総合利用調査費

科学技術振興対策費

非水産深層水研究費

客員研究員招へい費

民生費

社会福祉費

社会福祉総務費

福祉のまちづくり事業

衛生費

公害防止費

公害防止対策費

公共用水域水質調査費

農林水産業費

1３，４７６

１７８，８６５

1０，６６１

4,774

4,354

4,354

420

420

5,887

5.887

2,831

1５７

2,714

1８５

2,480

2,480

2,480

2,480

1３２

一一一一Ｌｌ３２

－－－－トー+器_－－－－'－－
５，５９２

－一一．－－－－－－－＝‐－雫一一一一一一

水 産業費５，５９２

水産業振興費一一一一一一一一一'－－５７５９７
－－－－－－．‐．‐一－－－－－－－－-一一↓一一.一一.一一一_－一一

漁 場水質保全対策費１，６１９

資源管理体制強化実施推進事業費 3,973

本庁配当経費計 1８，８６５

合 計 197,7301

－９－

摘要

嘱託賃金、共済費

建物等指定修繕

夏休み子供科学研究室等



Ⅱ調査研究事業実績の概要

1．漁業資源課

1.1新漁業管理制度推進情報提供事業

（１）沿岸定線海洋観測

（２）沿岸漁況観測

（３）漁況海況情報提供

①ブリの漁況予報及び情報提供

②ホタルイカの漁況予報及び情報提供

１．２沖合漁場開発調査

（１）日本海スルメイカ漁場調査

１．３資源評価調査事業

（１）資源評価基礎調査

（２）魚卵稚仔分布調査

（３）スルメイカ漁場一斉調査

（４）新規加入量調査

①ブリ

②スルメイカ

（５）日本周辺クロマグロ調査

1.4複合的資源管理型漁業促進対策事業

（１）ベニズワイ調査

（２）パイ類調査

（３）ヒラメ調査（栽培。深層水課）

１．５ブリ回遊生態調査



1. 1新漁業管理制度推進情報提供事業

( 1 )沿岸定線海洋観測

【目的】

沿岸定線(二一7線)の海洋観測調査を行い.海況の

実態を詳細に把撞し海況変動の規則性を探求するため

に必要な資料を得る。

【方法】

沿岸定線海洋観測調査は，調査船立山丸を用いて.

魚卵稚仔分布調査などの他事業と共同で沿岸定線(二

一7線)において毎月実施した(表1)。調査は26定点

において.水温.塩分.水色，透明度及び海象を観測

項目として行った。水温及び塩分の測定はCTOを用

い.原則として水深500mまで実施した。表面水温は棒

状温度計で測定し，塩分は同時に採水した試水を持ち

帰り.サリノメーターで塩分検定を行った。

2. 6 

2j 

宅t
1. 7 

宅2
1. 5 

8 • 2. 0 

TOYA聞A

1~t>>E 

沿岸定線(二一7線)

井野慎吾

【調査結果の取りまとめと報告】

調査結果は観測終了後速やかに日本海区水産研究所

及び関係機関に通報した。また沿岸漁況観測事業で発

行した「富山湾漁況海況概報Jに観測結果の概要を記

載した。観測結果は磁気媒体に累積記録した。当調査

結果による平成13年度の湾内平均水温を図lに示した。

【調査・研究結果登載印刷物等】

日本海漁況海況速報(日水研).海洋観測結果表.

富山湾漁況海況概報

SADOISL. 
3ltN 

2. 9 

2. 8 
3~ 

2. 7 

3. 1 

3. 2 

3. 3 

3. 4 

，〆' ト'3~N

13"8宅

-10-



釦
溺

一■-200ｍ

備考調査項目調査点数調査月日

釦
幅
旧

（
ｐ
）
唄
筈

４月期:卵稚仔調査と共同

５月期：〃

６月期：〃

７月期：

８月期：

９月期：

１０月期：

11月期：

12月期：

１月期：

２月期：

３月期:卵稚仔調査と共同

水温･塩分・ＰＬ

〃

〃

水温･塩分

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

水温･塩分・ＰＬ

妬
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

H13.4/9～10

５/8～９

６/4～５

７/4～５

７/30～3１

９/4～５

９/25～2６

１１/7～８

１２/3～４

H14.1/7～８

２/4～５

２/26～2７

図１富山湾内17定点の平均水温及び平年差(平成13年４月～平成14年３月）

※平年値は1999年以前過去30年間の平均値

ＰＬ：卵稚仔プランクトン採集

卵稚仔調査：資源評価調査委託事業による調査

４５６７８９１０１１１２１２３月

－１１－

富山湾の水温変化

表１平成13年度の沿岸定線海洋観測調査実施状況
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０
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富山湾の水温の平年差

基封 詐室琴三ｉｆ王
■
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（２）沿岸漁況観測

【目的】

富山県内の漁獲量情報の分析を行い，「漁況旬報」

及び「富山湾漁況海況概報」を発行し、漁業者や関係

機関への情報提供を行う。また，漁海況資料を磁気媒

体に蓄積し，漁海況予報の研究や資源研究の基礎資料

として整備する。

【方法】

県下の主要9産地市場（氷見，新湊．四方．岩瀬，水

橋.滑川，魚津，経田．黒部）の協力を得て水産情報

システムによって収集した漁獲量情報を分析した。

【結果】

１漁海況情報の提供

調査した漁況情報を旬毎に集計し，「漁況旬報」を

旬１回，「富山湾漁海況概報」を月１回発行し，関係機

関に送付した（表l）。なお、主要魚種の魚種別漁獲量

Iま表2のとおりである。

－１２－

表ｌ旬報・概報の配布状況

配布先

地方自治体等

漁業団体等

研究機関等

その他

合計

旬報

９

4４

１８

１０

8１

概報

９

4４

１８

１０

8１

井野慎吾

【調査・研究結果登載印刷物等】

漁況旬報：平成13年４月上旬～平成14年３月下旬（合

計36報）．富山県水産試験場．

富山湾漁況海況概報：平成13年４月～平成14年3月

(合計12報）．富山県水産試験場．



－

〔』．

表２主要魚種の漁獲量（水産試験場調べ，漁獲量ｔ,平年値は過去10年の平均）
魚種 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 １０年 平成11年平成12年 平年値 平成13年 平年比

ソウダカツオ 599 1.243 506 774 693 1，１４１ 1.263 1.436 3,084 2,778 1,352 4.261 ３5％

アジ 940 ２ ZZY 1,6ﾗ９ 2,996 4,080 877 2.646 ３０ １ i,４４９ 4,904 ２889
ｒ
ｄ
巳1.261 １3％

カワハギ類 1,036 470 ’９ 002 435 653 ’０ 762 1,521 1．２２ ’０ 0２ 664 ７９ ’０ 546 1３ ％

フクラギ ’９ 487 1８ 580 1.202 ２０ i8７ 2,4９ 1．３０ ｒ 1.066 871） he470 il8 1,296 8１i％

沖合スルメイカ 、０ 916
１
Ｊ ４０ 2.601 、０ 697 1.2

－

コ ,０４141） 8８ 924 783 796 151 789 54％

§
己クイラ 359 1１1９ 3７ 2０ 371Ｉ ５ 152 390 292 280 242 727 300％

３》岸スルメイカ 886 2.186 、０ 647 １０ 1９ 2,010 ３０ 8４ ００ 4３ ､０ 603 ,、 241 680 1,599 726 45％
毎

〃 ミタルイカ 1,246 3,888 ｂＯ 699 2,563 Ｚ.Ｚ3１ 1,394 805 Ｄｇ 986 ’０ 284 1,423 、、 ８5２ 720 39％

ペニズヮィ ８９ 725 635 643 666 729 682 595 634 644 677 715 06％

シラエビ 5１１６ 605 571 446 497 ﾗ2６ 603 641 609 696 572 654 １４％

カマス 312 166 2０ 180 254 449 1．１８４ 683 6７
一
Ｊ

'９ DZ3 545 629 5％

サバ ５７ 264 643 ｃ』180 964 757 496 ’、 2５ ９４ ｂ● 155 788 330 1２％

カタクチイワシ １ i２ ’９ 724 550 4４ ’０ ０８２ ,、 4７ ｒ 3,458 794 2，３１)７ 2,020 ,、 517 317 11％

アオリイカ lＺＵ 7２ 5１ 323 312 1「 288 295 349 439 2１1７ 274 1２ ％

ブリ 6４ ZZ7 495 386 402 3０ 456 784 3４Ｉ 241 ３７０ 269 73％

フグ類 5０ 4６ 1４ 200 Ｚ７ ５６ 342 531 611
、

〕 1.025 ３０ 250 ８％

メジロシピコ 471 112 4１） 8６ １６ 146 6８ 8７ １４０ 303 1１i７ 205 １３ ％

マダイ 2３ １１３ 191
５
１ 6５ 4７ 9０ ５） １１４ 137 8６ 1２ ６４ ４６％

サワラ ２ ２ ２ ０ 0 ０ ２ 4９ 282 3４ 145 127％

ウルメイワシ 231 616 199 1５１ １１７ 9６ 6６ 9０ 249 9５ 2（） ２５ 62％

サケ 2７ 7８ 133 186 ３ 101 6６ 6２ 8２ 9８ 1１Ｉ 106 90％

ﾋラメ 4０ 4７ 4８ 3９
と
棚５ 3５ 3５ 2１ 6３ 6８ 4４ 1０５ 239％

メジナ 2８ 4０ 3４ 9９ 2９ ％

メダイ 2９ 6３ 4２ 4０ 9９ 5５ 8５ 5１i％

ニヨ言ス 0３ 105 276 262 9２ １３ 7３ １２０ ６５ 0３ 1４１ 7９ 56％

ヤ0‘lイカ 1３１ 7９ 4４ 4０ 5９ 8４ 4９ 7２ 5８ 7０ 6９ 7８ １４％

ホッコクアカエビ ２ 2４ 2９ 3６ 3３ 3３ 2７ 3８ 6２ 7６ 3８ 7５ 98％

ハチメ類 ３ 3４ 3３ 3０ 4４ 3３ ７ 2４ 6０ 7８ 3８ 6９ 80％

クロダイ 4６ 3４ 2７ 3６ 4７ 1８ 1７ 2３ 5９ 5４ 3６ 5８ ６１％

スズキ ４ ５ ２ ７ １５ ６ ２ 1３ 3２ 4２ ６ 5２ 329％

ガンド 2０ 254 2４ ８ 8９ 6０ ９ ６ ９ 2４ 6８ 5０ 74％

スケソウタラ 367 ２5０ 441 402 355 285 238 181Ｉ 129 6６ Z７Ｚ 4０ 5％

ﾋラマサ ４ ０ ２ 2２ ３ ２ 123 9０ 2３ 2２ 3０ 3９ ３％

ﾀチウオ 9０ 0５ 3５ 2８ ６ 4５ 3４ 2９ 6４ ７ 5２ 3８ 73％



（３）漁況海況情報の提供

①ブリの漁況予報及び情報提供

【目的】

富山県で漁獲されるブリ（フクラギ、プリ）の漁況

予報を行うとともに．その技術向上を図り．漁業生産

の安定及び効率的操業に資する。また，必要な情報提

供を行う。

【方法】

県下の主要9産地市場（氷見．新湊，四方，岩瀬，水

橋．滑川，魚津，経田．黒部）の協力を得て水産情報

システムによって収集した漁獲量情報を分析した。市

場調査によって得られた魚体測定データを分析した。

日本海沿岸府県の漁獲且データ及び、九州～山陰沖で

行われているモジャコ採捕の状況を分析した。海洋観

測調査によって得られた水温データを分析した。

【結果】

１．平成13年秋期（9～12月）のフクラギ漁況予報

（１）予報文

水試収集の平年漁獲量（過去10年平均：1.122トン）

を上回る豊漁となることが予想される。

（２）根拠となった情報

①：モジャコ情報（全国かん水養魚協会）

モジャコの漁模様は全般的に好調。採捕目標充足

率は全国で69％・

山口県：採捕目標充足率66％（堅調な漁模様）

鳥取県：採捕目標充足率100％（堅調な漁模様）

島根県：採捕目標充足率50％（堅調な漁模様）

②：８月の近県のツバイソ、フクラギの漁況

新潟県：漁獲量35トン。過去5ヶ年平均を上回った。

石川県：漁獲量303トン。平年を大きく上回った。

福井県：漁獲量262トン。平年を大きく上回った。

京都府：８月20までの集計で既に平年を上回る。

③：８月の富山県のツバイソ、フクラギの漁獲量

８月のツバイソ、フクラギの漁獲且が多いと9～１２

月のフクラギの漁獲量が多い関係がある。今年の８月

の漁獲堂は470トン(平年133トン)で、予想漁獲量は

2.108トンと計算され、平年を上回る。

④：８月及び９月の富山湾内の水温

８月及び９月の富山湾内の表層から50ｍ層までの平

均水温が高いと、９～12月のフクラギの漁獲量が多い

関係がある。今年８月の表面から50ｍ層までの平均水

温は25.22℃で、水温と漁獲盆との相関から予想漁獲

－１４－

井野慎吾

量は2.411トンと計算され平年漁獲量を上回る。９月

の平均水温は24.50℃で予想漁獲量は平年を上回る

1,220トンと計算される。水温から考えると漁獲量は

平年を上回ると思われる。

⑤：８月に漁獲されたツバイソの魚体サイズ

８月に漁獲されたツバイソの魚体サイズ(体長)が大

きい場合には、豊漁となる可能性が低い。また、小

さい場合には豊漁となる可能性がある。今年のモー

ドは27.5cmで平年並みであった。

⑥：フクラギのまとめ

九州や山陰でのモジャコの漁模様が良く、稚魚の

発生状況は良好であったと思われる。また、富山湾

周辺の7～８月の漁獲量を勘案すると富山湾周辺に加

入しているフクラギの盆は平年を上回ると思われる。

平成13年秋期のフクラギ漁獲盆は、４年振りに平年

（1,241トン)を上回るレベルであろうと予想した。ま

た、６年振りに2.000トンほどの漁獲量を記録する可

能性もある。

（３）実際のフクラギ漁況

平成13年秋期（9～12月）のフクラギの漁獲量は

８８１トンで平年（過去10年平均：1.122トン）を下回

った。

2．平成13年漁期（11月～翌年４月）のプリ漁況予報

（１）予報文

平年漁獲量（過去10年平均：286トン）を下回るこ

とが予想される。

（２）根拠となった情報

①：日本海北部の漁況

新潟県粟島や秋田県、青森県で春から夏にかけて

ブリが漁獲された。今年も日本海北部に大型ブリが

回遊する傾向は続いていると思われる。漁獲された

ブリは満2歳魚（秋までに6kg前後に成長するもの）

が主体であった。

②：５～７月の新潟県粟島の漁況

新潟県粟島の漁獲量が多いと富山県の漁獲量が多

い関係があり、今年の粟島の漁獲量は約２４トンと不

振であった。この値から計算すると富山県の予想漁

獲量は約160トンと計算される。漁獲されたブリは満

２歳魚（秋までに6kg前後に成長するもの）が主体で、

満3歳魚（秋までに10kg前後に成長するもの）は非常



フクラギの漁期(8～翌年４月)別漁穫魁推移

に少なかった。

③：ブリの資源レベル

国と県が行っている資源評価調査の結果から、今

シーズン「ブリ」として漁獲される見込みの魚のう

ち、1999年産まれの満2歳魚（6kg前後）の資源レベ

ルは比較的良好だが、1998年産まれの満3歳魚（10ｋｇ

前後）の資源レベルはここ１０年で最も低いレベルに

あると考えられる。

④：魚体測定データの分析結果

過去の魚体測定データの分析結果から、ガンド(満

1歳魚)が多いと翌年に6kg前後(満2歳魚)が多く漁獲

され、６kg前後(満2歳魚)が多いと翌年に１０kg前後(満

3歳)が多く獲れる関係がある。昨年漁期の測定デー

タを基に計算される今年漁期の予想漁獲尾数は、６ｋｇ

前後(満2歳魚)が約10,700尾(６４トン)で、１０kg前後

(満3歳魚)が約16,600尾(166トン)。漁獲重量は合計

230トンとなる。

⑤：ブリのまとめ

日本海北部にブリが回遊する傾向は今年も継続し

ているが、lokg前後（大ブリ）で漁獲される見込み

である満3歳魚の資源レベルが低いと考えられ、この

１８１トンで平年（過去10年平均：２８６トン）を下回

った。

【調査・研究結果登載印刷物等】

富山湾漁況海況概報：平成12年４月～平成13年3月

(合計12報）．富山県水産試験場．

年

ブリの漁期(10～翌年４月)別漁渡霞推移
1,200

1,000

８００

６００

４００

２００

トン０

年齢の豊漁を見込める状況ではない。一方、６kg前後

（小ブリ）で漁獲される見込みである満2歳魚の資源

レベルが高いので、この年齢の漁獲は、ある程度期

待できる。しかし、この年齢の魚は冬季の水温が高

めに推移した場合に北方海域（新潟沖、山形沖など）

で越冬してしまう可能性がある（富山湾まで南下し

ない可能性がある）ので、現時点では豊漁を予想で

きる状況ではない。

今漁期の大ブリは期待できないが、小ブリはある

程度期待できると考えられ、漁獲量は合計で約230ト

ンと予想される。平年値である286トン(1997年を除

く過去10年平均：１１月～４月に286トン)を下回るレベ

ルとなるであろう。

（８）実際のブリ漁況

平成13年漁期（11月～翌年４月）のブリの漁獲量は
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②ホタルイカの漁況予報および情報提供

【目的】

富山湾のホタルイカ漁況予報の技術向上を図り，的

確な漁況予報を行う。また必要な情報提供を行う。

【方法】

(1)富山県内の９産地市場（氷見，新湊，四方，岩瀬，

水橋町，滑川，魚津，経田及び黒部）の，日別のホタ

ルイカ漁獲量を調査した。

(2)2001年漁期中に漁獲されたホタルイカの外套背長，

体重及び生殖腺重量を，毎旬１回100個体づつ測定した。

(3)当場所属調査船立山丸を用い，2002年２月２０～２１

日に富山湾内の３地点において延べ４回曳網の中層ト

ロール網によるホタルイカの採集調査を実施した。調

査は夜間に行い，網を海面から水深約85ｍまで斜めに

曳網した。曳網速度は２～３ノットで，曳網時間は３５

分前後であった。

(4)日本海側の府県の関係機関から，ホタルイカ漁況

に関する情報の収集を行った。

【結果の概要】

(1)富山県の漁況（図１）

平成13年の富山湾のホタルイカ漁獲量は720トンで，

平年（1953～2000年平均1,885トン）の38％に留まり，

平成年代では最も少なかった。漁況経過を見ると，漁

期当初は順調な滑り出しであったが，３月下旬～４月

下旬は旬当たり１００トン程度しか獲れず低調に推移した。

５月上旬には200トン近く獲れ漁獲の峰がみられたが，

中旬以降急減し，下旬以降極めて低調に推移した。地

区別にみると，魚津・滑川・新湊地区では５月上旬に

最も多く獲れたが，富山市（水橋，岩瀬，四方）合計

では３月下旬～４月中旬に多く獲れた。

(2)漁獲されたホタルイカの大きさ（図２）

滑川地区で測定したホタルイカの平均外套長は，４

月上旬までは例年より２～３mm小さかったが，時間経

過に従い例年の大きさに近づき，５月中・下旬には例

年並みとなった。例年と同様，時間経過とともに大き

くなる傾向が見られた。

(3)中層トロール網による採集結果（表１）

ホタルイカは，２つの調査点で１点当たり２～３個

体採集され，特に前年採集されなかった湾奥の地点で

も採集があった。ホタルイカ以外では，ホタルイカモ

内山勇

ドキが３つの調査点で４～29個体採集され前年（１～

191個体）を最大採集数で下回った。ツノナシオキアミ

が全ての調査点で０．１～2.1kgされたが，前年普通に見

られたキュウリエソは１個体も採集されなかった。こ

れらの他，ハタハタ，ビクニン，カタクチイワシ，ス

ルメイカなどがそれぞれ少数採集された。ホタルイカ

とホタルイカモドキの合計採集数は，７および52個体

で，ホタルイカモドキが多い点が過去の結果と一致し

ていた。

(4)日本海におけるホタルイカの漁獲量（表２）

各府県水産試験場（センター）に照会した2001年の

日本海のホタルイカ漁獲量は4,370.1ンであった。

2000年に比べ鳥取，兵庫および新潟で多く，京都～富

山で少なかった。1996年以降兵庫の漁獲量が最も多い。

ただし，富山，新潟以外の漁獲のほとんどは底曳網に

よるので，来遊水準をそのまま反映しているものでは

ない。2001年の漁況を月別にみると，漁獲が最も多い

月は，石川が２月，鳥取が３．４月，兵庫，京都，福

井，富山が４月，新潟が５月であった。

(5)漁況予報の発表

2002年３月１日付けで2002年漁期の富山湾のホタルイ

カの漁況予報を次のとおり発表した。①本年のホタル

イカの総漁獲量は，平年（昭和28年～平成13年の平均

漁獲量1,861トン）並みかこれをを下回り，1,500～

2,000トン程度と予測される。②漁獲盛期は４月下旬に

なると予測される。

根拠は以下のとおりである。

①２月の漁獲量が多ければその年の漁獲量も多い傾向

にあるが，2002年２月の漁獲量は約４トンで，平年並

み程度の総漁獲量となる可能性がある。②漁獲量の長

期変化は，1994年以降減少傾向にあり，本年も少ない

可能性がある。③２月下旬に岩瀬沖で実施した立山丸

の中層トロール網による採集調査では，ホタルイカが

１曳網で２個体採集された。1988年以降の実績による

と，採集数０では1,00ｏトン以下の総漁獲量であったが，

１個体でも採集された年は１，０００トン台の漁獲があった。

④富山湾の水温と年計漁獲量の関係について重回帰分

析を行った。求められた回帰式によると，漁獲量は

2,093トンと予測される。⑤ある年の５月の山陰沖の水

温と翌年の富山湾漁獲量の変動には共通したパターン

が認められる1984年以降の水温指標（14℃）と翌年

－１６－



５下

が４月27日であることから，漁獲盛期は４月下旬になる

可能性がある。

【調査結果登載印刷物等】
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図12001年漁期の富山県の旬別漁獲量推移
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富山湾漁獲量には有意な相関があり，回帰式から漁獲

量は2,048トンと予測される。⑥漁況は４．６月の湾内

水温（100～200m深）が高いほど早く経過する傾向があ

り，2002年の４．６月水温は高いことが予想される。

また，満月および新月に漁獲が多い傾向があり，満月

鳥取兵庫 京都

図22001年漁期における平均外套背長変化

表１中層トロール調査実施状況
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点名月日時刻曳始位霞採集物
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表２・日本海におけるホタルイカ漁獲量（単位トン）
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(2.6～88.9）

岡本勇次

【目的】

富山県の沖合漁業の主体である沖合スルメイカ釣り

漁業者に対して，的確な漁況及び海況情報を提供し，

漁業経営の安定と向上に寄与する。

【調査結果の概要】

(1)調査実施概要

調査の実施概要は表１のとおりであった。得られた

調査結果を，本県のスルメイカ釣り漁業者並びに関係

機関に提供した。
【方法】

日本海スルメイカの漁期前調査（４月）及び盛漁期

調査（８月）において；釣痩試験及び水温塩分等の

海洋観測を実施した。

表１スルメイカ調査の実施概要

立山丸

調査名調査年月日調査項目使用船名海洋観測点数釣獲個体数標識個体数
（釣獲点数）（ＣＰＵＥ）

０

漁期前調査13.4.17～2６釣獲試験，水温，塩分立山丸 ７
１
６
１

３
侭
３
⑰

1．２沖合漁場開発調査

（１）日本海スルメイカ漁場調査

盛漁期調査13.8.23～3０

①漁期前調査結果

・調査期間

平成13年４月17～26日

・調査海域

北緯37度40分以南，北緯35度40分以北，東経

131度30分以東，東経136度30分以西の海域

・調査定点数

釣獲試験８点

海洋観測３７点（St,１３，１５，１６は欠測）

・調査結果

ア海況

調査点及び表面と水深50ｍ層の水温分布をそれぞ

れ図１～３に示した。

表面水温の範囲は11.6～15.8℃であった。最も水

温が低かった海域は能登半島猿山岬南西15～30ﾏｲﾙ

付近の海域で，１２℃台であった。最も水温が高かっ

た海域は隠岐諸島北40ﾏｲﾙ付近から同諸島西70ﾏｲﾙ

付近にかけての海域で，１５℃台であった。調査海域

全体としては前年同期より1～2℃高めであった（図

２）。

水深50ｍ層水温の範囲は6.5～15.3℃であった。

最も水温が低かった海域は隠岐諸島北西70ﾏｲﾙ付近

の海域で7℃台であった。最も水温が高かった海域

は同諸島西20ﾏｲﾙ及び65ﾏｲﾙ付近の海域で，１５℃台

であった。それ以外に比較的水温が低かった海域は

〃

能登半島猿山岬南西15～25ﾏｲﾙ付近、隠岐諸島北東

５５ﾏｲﾙ付近及び経ケ岬北70ﾏｲﾙ付近の海域で，１１℃

台であった。

また、比較的水温が高かった海域は隠岐諸島北20マ

イル付近から同諸島西35ﾏｲﾙ付近と網代北30ﾏｲﾙ付近

の海域で；１４℃台であった。調査海域全体としては，

前年同期より1～2℃高めであったが，一部海域（隠

岐諸島北西70ﾏｲﾙ付近）では3℃程度低めであった

（図３）。

イ漁況

試験操業結果を図４及び付表１に示した。

調査海域（8点）における釣機１台１時間当りの

釣獲個体数（CPUE）憾､､3～24.4であった図４）。

CPUEが最も高かったのは隠岐諸島西30ﾏｲﾙ付近

(St､20）で，最も低かったのは隠岐諸島北西60ﾏｲﾙ

付近（St､12）であった。調査海域全体としては，

前年同期よりも高かった。

釣獲されたスルメイカの外套背長は，隠岐諸島北

25ﾏｲﾙ付近（St､6）で14.0～20.4cｍ（ﾓー ﾄ゙18.5qn），

隠岐諸島北西60ﾏｲﾙ付近（St、12）で9.4～15.7cｍ（ﾓー

ﾄ゙ 12.5cm），浜田北西50ﾏｲﾙ付近（St､18）で12.8～

21.4cｍ（ﾓー ﾄ゙ 14.0及び19.0cm），隠岐諸島西25ﾏｲﾙ

付近（St､20）で12.7～20.4cｍ（ﾓー ﾄ゙ 15.5ｍ），隠

岐諸島東30ﾏｲﾙ付近（St､23）で13.8～18.4〔、（ﾓー ﾄ゙

16.5ｃｍ），経ケ岬北35ﾏｲﾙ付近（St､29）で11.4～

15.6cｍ（ﾓー ﾄ゙ 14.5cm），能登半島猿山岬南西40ﾏｲﾙ

ＣＰＵＥ：釣り機１台１時間当たりの漁獲個体数

－１８－



付近 (St.35)で12.4--16.2an(t-ド13.5国)，能

登半島猿山岬北251イh付近 (St.4O)で12.6--20.伽B

(モード 16.5)であった(付表1)。

ウ スルメイカの来遊状況

調査海域内での平均CPUEは11.7(前年同期2.7)
と前年同期を上回り、分布量は前年同期よりも多い

と考えられた。

また，平均外套背長モードは15.6an(前年同期17.4

an)と前年同期よりも小型であった。

測定結果でスルメイカの成繋姻体がみられたのは，

St.6 (雄1個体・雌2個体)， St.18 (雄5個体・雌8

個体)， St.20 (雄2個体・雌1個体)， St.4O (雄3個

体〉の4調査点であった。成熟寧は雄0--21.7%，雌

0-29.6%で，前年同期のように高い成熟率が認めら

れた調査点はなかったものの ほぼ前年同様に調査

海域の西側海域で成熟個体が積認された。

今期の調査でも前年同期と同様に成熟状態により，

北上群と南下群の混獲がみられた。この時期のスル

メイカは秋生まれの北上群が主体と考えられており，

今期の結果で北上群については，前年同期より小型

で分布量は多く，今年は前年を上回る漁が期待でき

るものと考えられた。また，産卵のための南下途上

群については，当分の閑，隠岐島周辺に議場が形成

されるものと考えられた。

工業者船の状況

隠岐諸島西25マイル付近 (St.20)で， 日:御碕方向に

イカ釣り議船が1隻視認された。

②盛漁期調査結果

調査期間

平成13年8月23-8月30日

. 調査海域

北緯40度30分以南，北緯38度00分以北，東経135

度00分以東.東経138度∞分以西の海域

・調査定点数
鈎獲試験 7点

海洋観測 36点

調査結果

ア海況

調査点及び表面と水深50m層の水温分布をそれぞ

れ図5-7に示した。

表面水温の範囲は25.0--27.3'Cであった。水温幅

は小さく26'C台が大部分であったが，調査海域の北

西側で低く，南東側で高かった(図6)。

水深50m層水温の範囲は2.7-18.9tであった。

調査海域の北側で3-14t台の極前線とみられる等

温線の間隔が密集した水温分布がみられた。調査梅

域全般では3-18'Cの等温線の密集した水温分布で，

北側で低く.南側で高かった(図7)。

イ漁況

試験操業結果を図8及び付表2に示した。

調査海域 (7点)における釣獲試験では，釣機1

台1時間当りの釣麓個体数 (CPUE)は， 2.6-88.9 
の範囲であった(図8)0 CPUEが最も高かったの
は極前線付近とみられた大和堆北京55マイル付近St.13.

次いで同95マイル付近の5t.8.同10マイル付近のSt.18の

l頓であった。
釣獲されたスルメイカの外套背長はSt.8，St.13 

及び5t.18で18.5-30.1an(モード22.5佃〉とほぼ同

サイズの個体がみられたのに対し，それ以外の

CPUEが低かったSt.2，5t.24， S1.29及び5t.35では
12.4-28.8αn (モード15.5cm-25cm)とサイズの

バラツキが大きかった(付表2)。

ウ スルメイカの来遊状況

今調査海域内での平均CPUEは，極前線付近とみ
られたSt.8.St.13及び'5t.18では67.6，それ以外の

5t.2， 5t.24， 5t.29及ttst.35では6.6，全調査点で

は， 32.7であったe

成熟率では，極前線付近とみられたS凶.St13及

び5t18では雄38.5-69.2%(平均58.6%)，鍵0-

25.096 (平均13.9%)であったのに対し，それ以外

の5t.2，St.24， St.29及びSt.35では，雄18.2-76.5

% (平均51.496).雌14.3-51.9%(平均38.5%)

であった。

今年6月下旬-7月上旬に日本海各道県が実施し

た日本海スルメイカ漁場一斉調査結果では， CPUE 
は平均21.9で前年の95%，過去5年平均の127%で

高い水準位あることが示され，日本海では好調が予

想された。今期の本県関査船による調査でも，期待

どおり一斉調査時における平均CPUEの1.5倍弱の
CPUEが得られ，今調査海域の特に北側(極前線と
みられる付近)での漁場形成が強かったことが示さ

れた。今後は，極前線が徐々日本給停寄りに移動す

るとともに漁場も沿岸よりに形成され，釣獲個体の

成熟率からみてそろそろ南下期に移行することが考

えられる。

エ業者船の状況

調査中に視認されたイカ釣り漁船は.10隻(S1.2，

St.13， St.18及'dS1.24)であった。

【調査結果のとりまとめ】

平成13年度日本海スルメイカ論期前調査結果速報

2001年 4月 富山県水産紙験場.

平成13年度日本海スルメイカ盛漁期調査結果速報

2001年 8月 富山県水産試験場.

【調査結果掲載印刷物等】

平成13年度富山県水産試験場年報資料

2002年 6月 富山県水産試験場.
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魚種

井野慎吾

【結果】

調査結果は日本海区水産研究所に報告したほか，

「富山湾漁況海況概報」で随時発表した。魚体測定結

果は磁気媒体に記録した。魚種毎の体長組成表をデー

タ集に示した。

【目的】

我が国周辺水域における漁業資源の状況把握及び評

価を行い．その適切な保全と合理的かつ永続的な利用

を図るために必要な関係資料を整備する。

【方法】

水産庁が定める平成13年度資源評価調査実施計画に

基づき，アジ，サバ，イワシ類，プリ類などの魚体測

定等を行った。調査対象魚種毎の測定回数及び尾数は

表lのとおりであった。

【調査・研究結果登載印刷物等】

富山湾漁況海況概報：平成13年４月～平成14年３月

(合計12報），富山県水産試験場．

平成14年度資源評価票，2002年．日本海区水産研究

所．

表１平成13年度の魚体測定回数及び尾数

４月～３月

〃

〃

〃

〃

〃

調査港調査期間測定回数測定尾数測定項目

１．３資源評価調査委託事業

（１）資源評価調査委託事業

３
２
５
４
６
１
５１

氷見・魚津

〃

〃

〃

〃

滑ハＩ

BL,ＢＷ

ＢＬ,ＢＷ

ＦＬ,ＢＷ

ＦＬ､ＢＷ

ＦＬ,ＢＷ（ﾋﾗﾏｻを含む）

BW,甲幅ほか

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

ｳﾙﾒｲﾜｼ

ﾏｱｼﾞ

ﾏｻﾊﾞ

ﾌﾟリ

ベニズワイ

３００

１３２

４４４

１９２

１２，７６６

３３６

－２２－
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卵稚仔卵稚仔卵稚仔卵稚仔

内山勇

【目的】

多獲性浮魚類であるマアジ，マサバ，イワシ類，ス

ルメイカ等の日本海における卵・稚仔の分布状況や出

現量を把握し，経年的な情報の蓄積から，これら浮魚

類の資源変動を予測するための基礎資料を得る。

科，カタクチイワシ，キュウリエソ，ニギスの順に採

集数が多く，稚仔ではスルメイカ，カタクチイワシお

よびホタルイカモドキ科，キュウリエソ，マアジの順

であった。

採集個体数が一般に多い６月の，1982年以降のマイ

ワシおよびカタクチイワシの卵および稚仔採集数(曳網

点当たり，1995,1996年は調査せず）を図１に示した。

2001年は，マイワシは卵・稚仔ともに採集されず，カ

タクチイワシも，卵・稚仔とも採集数が少なく，とも

に1982年以降では最も低い水準に留まった。

【方法】

水産庁の定める「海洋観測・卵稚仔・スルメイカ漁

場一斉調査指針ｊに基づき実施した。使用船舶，調査

時期および項目等を表１に示した。

【調査・研究結果搭載印刷物等】

調査結果は日本海区水産研究所に報告し，該当魚種

の資源評価の基礎資料として活用されている。

３４７

【実施結果】

採集された卵稚仔の個体数を表２に示した。２００１年

４～６月は，その他を除くと卵ではホタルイカモドキ

改良ﾉﾙﾊ゙ ﾌｸﾈｯﾄ
〃

〃

〃

（２）魚卵稚仔分布調査

6０

立山丸

160ﾄン

1９８２１９８６１９９０１９９４１９９８

年

図１マイワシおよびカタクチイワシの卵・稚仔曳網点当たり採集数(1995,1996年は調査せず）

表１魚卵稚仔量調査 表２月別魚種別の卵稚仔の採集個体数

２
３
４
２

３０

１２

４

１６２

船名ﾄﾝ数調査時期調査項目調査点数備考 魚種

－２３－

０
０
０
０
０

ﾏｱｼﾞ０

ｻﾊﾞ属０

ﾏｲﾜシ０

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ０

ｳﾙﾒｲﾜｼ０

ｽﾙﾒｲｶ

ﾎﾀﾙｲｶﾓﾄ゙ｷ科２８

ｷｭｳﾘｴｿ７

ﾆｷﾞｽ６

その他１

'０１．４．９－１０卵稚仔ﾌ゚ ﾗﾝ

'０１．５．８－９ｸﾄﾝ採集及び

'０１．６．４－５海洋観測
'０２．２．２６－２７

１７

５

２

１６０

９
９
９
３

１
１
１
１

０
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０
０
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０
０
０
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４

０
０
０
６
０
１

０
０
０
０
０
０
０
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０
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０
０
０
０
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０
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(3)スルメイカ漁場一斉調査

次

【調査結果のとりまとめ】

海洋観測結果及ぴスルメイカ鈎獲調査結果は，日本

海区水産研究所へ送付した。

調査海域及び各釣獲調査点における釣機1台1時間

当たりの漁獲個体数 (CPUE)を図1に示した。

勇本岡
【目的】

日本海におけるスルメイカ資源状況の評価を行うた

めの基礎資料を収集する。

【調査結果登厳印刷物等】

平成13年度対馬暖流系スルメイカ資源評価に関する資

料.2001年7月，日本海区水産研究所.

【方法】

独立行政法人水産総合研究センター日本海区水産研

究所の定める「スルメイカ漁場一斉調査指針j により

実施した。

【実...結果】

スルメイカ漁場一斉調査を以下のとおり実施した。

措置内はCPUE

40" 

39" 

却.

鈎痩個体数

9，153 

調査定点

す-6線

使用船舶

立山丸

観樹事項

水温

塩分

釣彊鼠験

13.6.お-30

調査年月日

平成13年度スルメイカ漁喝一斉調査調査点
{調査期間:6月25-30日)

13T 

図1

』
且
官。，u
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井野慎吾

よって，流れ藻に付随しているブリ類の稚魚を採集し

た。

【結果】

平成13年６月12～13日，７月10～１１日，８月7～8日の計

3回調査を実施した。６月と８月の調査ではブリ類の稚魚

及び幼魚は採捕されなかった。７月の調査ではブリ147

尾とヒラマサ64尾が採捕された。採捕状況の詳細は表

【目的】

日本海北部海域に加入するブリ当歳魚（稚魚）の加

入状況を把握し，ブリの資源評価に資するため，平成

14年度資源評価調査の一環として独立行政法人水産総

合研究センターの委託を受けて，流れ藻に付随しなが

ら日本海を北上するブリ類の稚魚の分布調査を行うも

のである。

【方法】

調査船立山丸を用いて，流れ藻を探しながら調査海

域を航行し，流れ藻を見つけた場合には小型まき網に

表１ブリ類の採捕状況

l及び図lのとおりである。

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし

、

調査日採捕位置採捕魚種尾数魚体サイズ(F､Ｌ）

４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０

Ｆ．Ｌ(C､）

H1３．７．１０３７．３９N，ｌ３７ｏ３６Ｅブリ

ヒラマサ

1４４

６３

7.5～１７．２ｃｍ

６．４～１５．４cｍ

弧０

ブリ

ヒラマサ

H1３．７．１１３７．０７N，１３７．３７Ｅ ３

１

１９．２～３８．０cｍ

３７．５cm
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岡本勇次・内山勇

【目的】

日本海におけるスルメイカ資源評価のための基礎資

料を収集するため，表層トロールにより採集試験を行

い，漁獲加入前の発育段階別の分布量を把握する。

表１新規加入量調査実施状況

調査

年月日

調査

項目
使用調査採集外套長(､､）
船舶定線個体数範囲

平均

【方法】

日本海区水産研究所の定める「平成１３年度スルメ

イカ新規加入盆調査要領」に基づき実施した。調査定

点を図ｌに示した。

2001.海洋観測立山丸Ｌｉｎｅ5211.1-94.1
5.21-25採集調査一Ｂ５２．０

2002.同上同上同上４８２０．７－７８．５

３．４－８３３．９

【調査結果】

調査結果は表ｌの通りで，2001年５月の調査では合

計52個体，2002年３月の調査では合計48個体のスルメ

【調査・研究結果搭載印刷物等】

調査結果は調査終了後日本海区水産研究所に報告し，

スルメイカ資源評価の基礎資料として活用されている。
イカ幼体が採集された。

l34El３５Ｅｌ３６Ｅｌ３７ＥＩ３８Ｅ

②スルメイカ

1Ｎ

田Ｉ

37Ｎ

36Ｎ

図１平成１３年度スルメイカ新規加入量調査調査点
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氷
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氷
魚
氷
氷
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氷
氷

岡本勇次

(2)生物測定調査

月別，調査対象市場別の測定回数，測定尾数は表２

のとおりであった。

【目的】

富山湾で漁獲されるマグロ類等の漁獲データ・生物

学的情報等の収集・解析を行い，北太平洋のマグロ類

等の資源評価に必要な基礎資料を整備することを目的

とする。 表２生物測定結果

2001.4

市場名測定回数測定尾数体長モー．位）
【方法】

水産庁の定める「平成13年度日本周辺高度回遊性魚

類資源調査委託事業実施要領」に基づき次の３項目に

ついて調査を実施した。

（１）漁獲状況調査

（２）生物測定調査

（３）標本収集

2001.１０氷見

魚津

魚津

ｌｌ氷見

氷見

魚津

１２氷見

魚津

ジ
ジ
籾
ジ
ガ
ジ
ジ
ジ

シ
劫

メ
メ
コ
メ
コ
メ
メ
メ

１
３
１
４
１
１
２
１

７６

５９

８

１０６

１

５

５６５

８２

30,47

２６

2９

３２

35,56

３３

１

【調査結果】

（１）漁獲状況調査

月別・調査対象市場別のクロマグロの漁獲状況は表

１のとおりであった。

(3)標本収集

魚津漁業協同組合市場における生物測定調査時に標

本を収集し，クロマグロ幼魚4尾分の筋肉，硬組織標本

を遠洋水産研究所へ送付した。なお，卵巣標本は未採

集であった。

表１市場別クロマグロ漁獲状況

【調査結果掲戦印刷物等】

平成13年度日本周辺高度回遊性魚類資源調査委託事

業報告書，2002年３月，独立行政法人水産総合研究セン

ター．

７

月日市椙名水蝿状態理函盛尾数

(6)日本周辺クロマグロ調査委託事業

ラウンド

セミドレス

ラウンド

ラウンド

セミドレス

ラウンド

ラウンド

セミドレス

ラウンド

セミドレス

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

ラウンド

セミドレス

ラウンド

ラウンド

セミドレス

８

メジ

マグロ

メジ

メジ

マグロ

メジ

メジ

マグロ

メジ

マグロ

メジ

メジ

メジ

メジ

メジ

メジ

メジ

メジ

メジ

メジ

メジ

マグロ

メジ

メジ

マグロ

３９３

９１

２１

８９５

９９

１８５

２０１

２７７

８３８

１２５

２０３

４２

1,260

１２６

6,523

７３４

3,529

570

26,420

3,966

２０，２１８

２４０

1,997

３６５

５６

１

５

1１

６

６

12

2002.1

１

３

９

1０

－２７－

２

２
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前田経雄

(1)ベニズワイ調査 富山湾とその周辺海域における漁期はじめの資源状

態を把握するために，富山県かにかご漁業保護組合の

漁業者に３０かごで漁獲されるかにの個体数，操業位

置，水深，かごの浸漬日数等の記帳を依頼した。本調

査は禁漁開けの初回操業時に行った。

【目的】

富山県におけるベニズワイの漁獲量は減少傾向にあ

り，以前と比較して漁獲物のサイズも小型化してきて

いる。さらには近年，漁獲金額も減少していることか

ら，ベニズワイについて資源管理型漁業を推進する必

要がある。富山県かにかご漁業保護組合では，平成１１

漁期年（平成１１年９月～平成１２年５月）から漁獲限

度量を定め，自主的な資源管理に取り組んでいる。今

後，適正な漁獲限度量を設定するためには，ベニズワ

イの資源状態および漁獲実態等について調べておく必

要がある。そこで以下の３項目について，昨年度に引

き続き調査を実施した。

【結果の概要】

(1)漁獲統計調査

ベニズワイの漁獲量と漁獲金額の推移を図ｌに示し

た｡平成１２年の漁獲量は675トン,漁獲金額は３億966

万円であった。平成１１年の漁獲量（652トン）および

漁獲金額(3億6,623万円)と比較すると,漁獲量は3.5％

増加したが，漁獲金額は15.4％減少した。
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【方法】

(1)漁獲統計調査

ベニズワイの漁獲量および漁獲金額（属地統計）を，

昭和３０年～平成１２年の「富山県水産業の動き」（北

陸農政局富山統計事務所編）によって調べた。

(2)曳航式深海ビデオカメラによる生息密度

調査

富山湾におけるベニズワイ資源の動向を判断する上

で必要となる生息密度を明らかにするために，曳航式

深海ビデオカメラ（渡部・山崎，1999）による調査を

実施した。平成１３年７月１６～１８日に富山湾中央部(図

2）において，長さ2.5ｍ，高さ１．５，，幅1.6ｍの楕円

形の曳航体に，深海用ビデオカメラ（水深1,000ｍの

耐圧ハウジングにビデオカメラが内蔵されたもの）を

取り付け，タイマーにより海底で約１時間の撮影を行

った。曳航距離はＧＰＳによって測定された調査船の位

通から求めた。ビデオカメラに映ったベニズワイの個

体数を計数し，観察面積（曳航距離×視野幅1.6ｍ）で

除することにより，生息密度（個体数/1,000㎡）を求

めた。

(3)資源評価調査

÷通護金額
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図１富山県におけるベニズワイの漁獲量およ
び浬獲令額の推移（属地統計）

(2)曳航式深海ビデオカメラによる生息密度

調査

６回のビデオカメラの曳航により，合計14,791㎡の

面積を撮影し，１５７個体のベニズワイを確認した（表

l)。調査ライン毎の生息密度は6.9～15.4個体ﾉ１０００㎡

と推定され，平均では１０．５個体/１０００㎡であった。平

成１２年に同一海域で行った調査では，平均の生息密

度は１２．６個体/１０００㎡であった。したがって当海域に

おいては，生息密度は年によってそれほど大きく変動

していないと推測される。また，富山湾における生息

密度は，依然として日本海における他海域（隠岐諸島

周辺，奥尻海嶺）よりも低く，資源の状態は低水準の

ままであると考えられる。
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(3)資源評価調査

富山県のかにかご漁業者により３０かごで漁獲された

甲幅９ｃｍを越える雄の個体数，かご揚げ位置，水深，

浸演日数等の結果を表２に示した。また，富山湾内で

の操業については，かご揚げ位置とｌかごあたりに甲

幅９cmを越える雄の漁猿個体数を図３に示した。かご

の浸演日数は，２０日間の一例を除き，１週間以内であ

ったことから，本調査では浸演日数の違いによる漁獲

個体数の差を補正していない。ｌかごあたりの甲幅９
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図２富山湾における調査海域と曳航式深海
ビデオカメラの軌跡

表１２００１年７月に富山湾中央部において曳航

式深海用ピデオカメラにより推定されたベニズ

ワイの生息密度

【調査・研究結果登載印刷物等】
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c､を越える雄の漁獲個体数は，2.0～37.0個体の範囲に

あり，平均値は１２．７個体/lかごであった。平成１１年

漁期（9.5個体ﾉｌかご）や平成１２年漁期（8.7個体/ｌ

かご）と比較して，平成１３年度にはやや漁獲個体数

が多かったが，操業位置がこれらの年と完全に同じで

はないことから，来漁期の結果も踏まえた上で資源の

動向を評価して行きたい。富山湾内（No.ｌ～11）と湾

外（No.１２～16）における漁獲個体数を比較したとこ

ろ，富山湾内では平均で９．７個体ﾉlかご（範囲：２．０～

16.7）であったのに対し，湾外では平均で１９．３個体/ｌ

かご（範囲：13.4～37.0）と約２倍の値であり，これ

までの年と同様に湾外における漁獲個体数の方がが多

かった。したがって，本調査からも富山湾内における

資源状態は低水準であると推測される。

国査日観察距離観察面積観察個体数生息密度
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表２平成１３漁期年のベニズヮイ資源評価調査結果
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図３平成１３漁期年の操業開始時における１かご

あたりの甲幅９ｃｍを超える雄の漁獲個体数
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前田経雄(2)パイ類調査

(1 )漁獲統計調査的】【目

昭和党年以降の富山県におけるパイ類漁猿量と漁獲富山県では深海性エゾポラ科巻き員(以下パイ類とす

金額の推移を図 lに示した。漁獲量は.昭和 63年以前カガパイ及オオエッチュウパイ.る)であるツパイ，

には増減が認められていたのが，平成元年--11年までぴチヂミエゾポラの 4種類が水揚げされている。平成

しかしは 3∞.......4∞トンの範囲で比較的安定していた.元年--11年にかけては， 4種を合計したばい類の漁獲

トンと，平成 11年ながら，平成 12年の漁獲量は 291トンで比較的安定しているが，富山湾量は， 3∞--4∞ 

(361 トン)と比較して 19%減少した。一方.漁獲金額内と比較して湾外における漁獲物の割合が増加してい

は平成 4年以降は減少傾向が認められ.平成 12年は 2ることや.深海性の生物であるため成長が遅いと推測

億 9，728万円にとどまり，平成 11年 (3億 5，419万円)されていることから，漁獲圧が噌加した場合には，資

から 16%減少した.したがって.源状態の悪化を引き起こす可能性ある。

平成 12年の主要市場における漁獲量とその割合は，その生態を明ら富山県におけるパイ類の漁業実態や，

宮崎浦7トン (2.4%)，黒部37トン (12.7%)，魚津 179かにするとともに，効果的な資源管理方法の検討に資

トン (61.5%に滑川4トン(1.4%)，新湊62トン (21.3%)するために，以下の4つの調査を行った。

s 

{
E
g
)
恒
輔
開
嬬

必
『

'a

吟
'
』
'
'

であった。

500 
【方法】

(1 )漁獲統計調査

400 
パイ類の漁獲量および漁獲金額(属地統計)を昭和 54

n

u

h

u

n

u

 

n

u

n

u

n

u

 

'a

弓
'
』
'
'

(
入
ム
)
咽
開
摂

年~平成 12年の『富山県水産業の動きJ(北陸農政局

富山統計情報事務所編)によって調べた。
司-~，魚援量
..0" 漁撞金額(2)標本船田詑調査

o 
崎

=M町峰
崎
血
山
剖
回

H
W

叫
咽

h
副
理
峰

崎
町
同
町

Hr

紛
肉
質
H
W

叫
制
限
制
四
時

針

N
ω
a
g

尉
O
ω
a
E

砂
句
的
問
幌
国

崎

ω闘
停
留

時
注
目
白
儒
留

砕
N
担
保
留

nv 

県内主要地区の漁業者に操業日誌の記帳を依頼し.操

業日・位置，漁獲物の種類・量を調査した。

図 1 富山県のパイ類漁獲量と漁獲金額
の推移(属地統計}

(3)漁獲物測定調査

平成 13年5月 31日， 8月21日， 11月 19日に富山湾

内で漁獲されたツパイを新湊市場において購入し，殻

高を計測した後に雌雄判別を行い，雄についてはペニ

(2)標本船田誌調査ス長を計測した。

湾内操業の標本船では，周年にわたりツパイを主体に(4)ばいかご調査

チヂミエゾポラならびにオオエッチュウパイを漁獲し，平成 13年 7月 3日から 6日に，富山湾の湾奥部(北

夏季においてはカガパイの漁援が認められた。湾外操(水深 993m)および北緯 36
0

57.44・東経 137
0

18.06・

オオエッチチヂミエゾポラ，ツパイ，業の標本船は.緯360 56.44・東経 137
0

18.07・(水深953m))において.

ツパイもしくはオオエッチュウパュウパイを漁獲し，ばいかごの網目選択性に関する調査を行った。 4種類の

イのどちらかを主体に漁獲していた.中 (7mm)， 12節， 10節)のばいか目合(小 (3mm)， 

(3)漁獲物測定調査ごを l連あたり 40個使用し， 2速の漁強試験を行った。

平成 13年5月31日， 8月21日， 11月 19日に富山湾

内で漁獲されたツパイの雌雄別の殻高組成を図 2に示

-31-

【結果の概要】



30mm以上の大きなペニスをニスの発達が認められ，した。殻高の範囲は 20-68mmであり， 26..........40mrnの個

持つ個体が多かった.殻FL1組成の季節による変動体が組成の大部分を占め，

60 
はほとんど認められなかった.雄の割合は， 5月には殻

。
も0"

。。

so 高 50mm未満の個体でほぼ半数を， 8月には殻高 40mm

~40 
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峨30
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" ピ20

未満でほぼ半数を占めたのに対1..-，殻高 50mm以上の

しかしなすべて雌であった.個体に雄は認められず.

がら， 11月には殻高 50mm以上の個体においても雄が

10 雌雄によって殻高級成が異なる確認されたことから，

o 
o 

さらなる検討が必要と考えられた.かについては，
60 

図 3 平成 13年 5月 31日に富山湾内で;ih
墜されたツパイの飯高とベニス長の関係
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 2車のばいかごよって挽獲されたツパイの個体数とサ

を表 iにまとめた.イズ(殺高)70 60 

目合が 10節CPUE (1かごあたりの漁獲個体数)は.

および 12節では 1.6個体11かごおよび1.3個体I1かご
8月2lB
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自合が小さくなるにつれて大きくなった.lかごと』
20 

o 
20 
120 

10。
漁鐙されたツパイの段高は，10節ならびに 12節では，

70 60 so 40 30 

平均値が約 40"--42mmであったのに最小値が約 27mm，11 fl19図

19mm. 目合の中ならびに小では品小{直が約 18，対し，
80 

60 

目合の大きいかごで漁鈍物平均値が約 38mmであり，
40 

20 

o 
20 

目しかしながら.サイズの大きいことが確認された.

合 12節と 10節では 1 漁獲個体数が少なかったことも

両者のWJの CPUEやサイズの遣いは明らかにはあり，

70 

図 z平成 13年に富山湾内で漁彊され
たツパイの雌雄別穏高組成
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ならなかった.

【調査・研究結果登載印刷物等15月 31日に漁獲された yパイの殻高とベニス長の関

平成 13年度複合的資源管理型撚業促進対策事業報告

:f!.~ 

係を図 1に示した.殻rui30mm未満の個体ではベニス

殻高 40mm以上でベ長が 15mm 未満と小さかったが，

表1 平成13年7月3-6日のばいかご調査によって漁獲されたツパイの個体

数と殻高

殻高 (mm)

範図 平均値

CPUE 

{個体数ハかご)

漁獲個体数かご数かご目合

40.6 26.6-61.8 1.6 16 10 10節

12節 41.9 27.8・63.61.3 13 10 

37.5 

-32ー

38.2 

17.9-64.2 

18.9-65.3 

2.7 

5.2 

43 

165 

16 

32 

中 (7mm)

小 (3mm)



（３）ヒラメ鋼査

【目的】

栽培対象種であるヒラメの効率的な資源管理

を行うため、漁獲実態を調査し、現在の小型魚の

再放流サイズ（全長15cm）の拡大を検討する。

【方法】

平成13年５月から14年２月にかけて、氷見、魚津

及び滑川の各産地市場に水揚げされたヒラメの

全長組成、各サイズ毎の単価及び放流魚（体色異

常魚）の漁獲状況について調査を実施した。

滑川市場については、平日の市場開場日に毎日

調査を実施した。氷見市場については、月にl～２

回調査を実施したが、これ以外に富山県水産公社

職員が毎週１回調査を実施しており、本報ではこ

のデータも併せて使用した。また、魚津市場につ

いては、月に１～２回調査を実施した。

なお、市場調査により取得したデータについて

は、他地区から搬入された魚を除外し、各産地所

属の組合員が地場で漁獲したヒラメに限り使用

した。

【結果の概要】

①操業実態

氷見地域では、定置網、刺し網及び地曳き網に

よってヒラメが漁穫されており、魚津、滑川地域

では、刺し網による漁穫がほとんどであった。

②漁獲物の全長組成

１３年５月から14年２月までの各市場で漁獲され

たヒラメの全長組成を図－１に示した。また、漁

獲物に占める30cm未満のヒラメの割合を表－１

に、氷見市場における漁法別・全長別漁獲状況を

を図－２に示した。

各市場とも、５～８月にかけて30cm未満のヒラメ

漁獲割合が高かった（図－１，表－１）。

氷見市場における漁法別のヒラメ漁獲全長組成

（図－２）では、刺網及び地曳網での漁獲は5～８

月にかけて多く、特に5、６月は24cm未満の小型魚

の占める割合が高かった。しかしながら、定置網

でも同じ大きさの小型魚が漁獲されていること

が判った。周年の漁獲物組成（図－１）からも判

るように氷見地区では小型ヒラメの漁獲が多か

った。

－３３－

渡辺健

③市場価格

各市場におけるヒラメの全長毎の価格（活魚

として売られているヒラメの単価）を表－２に、

月別の漁獲量のグﾗﾌを図－３に示した。

滑川及び魚津市場では、漁獲量が多くなる冬季

に単価が安くなり、漁獲量の少ない5～８月にかけ

て単価の高い傾向が見られた。氷見市場では､５，

６月に単価が安く、ｌ、２月の単価が最も高かった。

また、５，６月の全長20～23cmのヒラメ単価は100

円／尾を割っていた。

④放流魚の漁獲状況

体色異常から判断した放流ヒラメの漁猶状況を

表－３に示した。

放流魚が漁獲物に占める割合は、月及び市場に

よって異なるが、1.0～3.4％であった。

⑤ヒラメ資源管理指針の策定

県では、平成13年度において、これらの水試調

査結果の他、ヒラメ漁業の実態、漁獲量等の推移

及び資源管理に対する漁業者等の意見をとりま

とめ、これらを基に資源管理実施上の問題点、資

源管理の実施体制及び資源管理に向けた具体的

規制措置案等について提言を行った「富山県ヒラ

メ資源管理推進指針」を策定した（平成14年３月

県水産漁港課）。

【圏査結果等搭載印刷物等】

平成13年度複合型資源管理促進対策事業報告書
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表－３ヒラメ体色異常魚の漁獲状況(平成13年度）

5,6月７，８月９，１０月１１，１２月１，２月 計

体色異常尾数Ａ
滑川市場調査尾数Ｂ

Ａ/Ｂ（％）

体色異常尾数
魚津市場調査尾数

Ａ/Ｂ（％）

体色異常尾数
氷見市場調査尾数

Ａ/Ｂ（％）

１３

３８１

３．４

３

２４８

１．２
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表１平成13年５月２８日に石川県輪島沖で放流したプリ標識魚の再捕状況

井野慎吾

(FL､５４～90cm），放流尾数：３６尾（ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙ

タグ20尾、ヂｨｽｸﾀｸ゙ のみ16尾）

･長崎県対馬沖：平成14年２月１３日実施

(FL､７３～85cm），放流尾数：２５尾（ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙ

タグ１０尾、ディスクﾀｸ゙ のみ１５尾）

【目的】

1970年代後半から1980年代にかけて日本海北部

海域（石川県以北）では大型ブリの漁獲量が低迷

し，漁獲量が100～200トン程度の年もあった。し

かし，1990年を境に漁況が好転し、2,000～

3,000トン以上もの大型ブリが漁獲されるように

なった。これは，大型ブリの回遊生態が変化し，

日本海北部海域への来遊量が大きく増加したこと

によると推察される。

本調査は，変化したと考えられる大型ブリの回

遊生態及びその変動状況を把握するとともにその

メカニズムを解明し，漁況予報に資する。

【結果の概要】

平成13年３月３１日現在の放流地別の再捕状況は

表l～2のとおりである。表3～５には平成１１年度ま

でに放流した標識魚の平成13年４月～14年３月末に

おける再捕状況を示した。

また、回収されたアーカイバルタグから得られ

た標識魚の位置（経度）記録例を図ｌに示した。

調査実施協力機関等：石川県水産総合センター．

福井県水産試験場，大沢定置網組合，輪島市漁業

協同組合，高浜漁業協同組合（対馬），長崎県対

馬水産業普及指導センター，長崎県総合水産試験

場。

【方法】

平成13年度は関係漁業者及び漁協の協力を得て

下記内容の標識放流調査を実施した。

（１）調査内容

アーカイバルタグ（記録型標識）等を使用し

た大型ブリの標識放流調査

（２）標識放流実施場所及び時期

・石川県輪島沖：平成13年５月２８日実施

【調査･研究結果登載印刷物等】

なし

－３８－

１．５ブリ回遊生態調査

表２平成14年２月１３日に長崎県対馬沖で放流したプリ標識魚の再捕状況

表３平成12年２月１６日に長崎県対馬沖で放流したプリ標識魚の再捕状況（平成13年４月～14年３月末）

放流以降、平成14年３月末までに１２尾が再捕された。（放流尾数：５９尾）

再捕日 再捕場所等 尾数 備考

2002/03/0７ 東シナ海．まき網 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2002/04/0９ 東シナ海 まき網 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 故障

合計 ２

再捕日 再捕場所等 尾数 備考

３月末現在まで再捕なし

合計

再捕日 再捕場所等 尾数 備考

2001/05/3０ 石川曽々木．定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2001/06/0９ 新潟佐渡小木，釣り １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2001/06/2５ 青森瞳作埼，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2001/06/2７ 青森瞳作埼．岩崎定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2001／12/1１ 新潟佐渡両津湾，定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2001／12/1３

〃

富山氷見，脇沖定置

石川七尾，岸端定置

１
１
ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

2001／12/1８ 石川宇出津，藤波定置 １ ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

合計 ８
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表４平成13年２月１５日に長崎県対馬沖で放流したブリ標識魚の再捕状況（平成13年４月～14年３月末）

放流以降、平成１４年３月末までに１１尾が再捕された。（放流尾数：３５尾）
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図ｌアーカイバルタグから得られた位置（経度）記録の例

（平成12年２月に対馬で放流後、平成14年３月に東シナで再捕された個体の経度記録）
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再捕日

2001／04/1５

2001/04/2２

2001/04/2９

2001／05/1６

2001／05/1９

2001／05/2６

2001／05/2９

2001／06/0３

2001／06/1３

2001/06/2６

合計

再捕場所等

長崎五島中通島，定置

長崎五島福江島，定置

長崎吉川鮮魚で発見

男女群島南沖，まき網

男女群島南沖，まき網

男女

長崎対馬西水道はえなわ

京ミ

長崎壱岐勝本，釣り

長崎対馬西水道はえなわ

II湊漁協，定置

羊島南沖，まき網

尾数

２

1１

備 考

ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚

ﾀｸﾞ行方不明

ｱー ｶｲﾊ゙ ﾙﾀｸ゙ 装着魚



2．栽培・深層水課

2.1栽培漁業開発試験調査研究

（１）新栽培漁業対象種開発研究

①キジハタ種苗生産技術開発試験

（２）造成漁場調査研究

①滑川地先海域環境委託調査

②滑川市地先造成漁場等委託調査

③魚津市地先造成漁場等委託調査

（３）資源増大技術開発事業

２．２深層水有効利用研究

（１）深海性有用生物（トヤマエビ）種苗量産技術開発研究

（２）深海性有用生物の生態学的研究

①深海性パイ類の生態学的研究

②ベニズワイの生態学的研究(漁業資源課）

③マダラ親魚養成に関する技術開発研究

④ハタハタ親魚養成に関する技術開発研究

（３）深層水多段利用研究

２．３非水産分野における深層水有効利用研究

（１）微細藻類培養試験研究

２４富山湾の海洋科学研究

（１）日本海固有水の性状特性に関する研究

（２）湧水域周辺の生物群集に関する研究

２．５富山湾漁場環境調査

（１）漁業公害調査指導事業

①定置公害調査指導事業

②生物モニタリング調査

（２）富山湾水質環境調査

（３）富山湾漁場環境総合調査

①水質。底質調査

②藻場調査



【方法】

(1)親魚および採卵

平成10年10月１日と平成12年６月１６日に氷見市場に定

置網，刺網などから水揚げされた天然活魚それぞれ40尾，

16尾（（有）久保水産経由）を，屋内角形コンクリート水

槽（４および７㎡）を使用し，冷凍のホタルイカ，カタク

チイワシ，スルメイカおよびイカナゴを餌料として養成

して，生き残った54尾を産卵親魚(全長範囲32.2～40.5

cm,体重範囲533～1,2009）として用いた｡親魚養成水槽４

㎡の排水口に卵採集用水槽を設置し,産出された卵をオー

バーフロー式でネット（ナイロン製）で採集した。

●
●

（
四
一
一
一
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タ
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一

堀田和夫

【目的】

富山湾における次期栽培漁業対象種としてキジハタ

の種苗生産技術を開発する。

化幼生（以下，アルテミアという），配合飼料の順に切

り替えた。Ｓ型ワムシはスーパー生クロレラ－Ｖ１２で培

養し，ｓ型ワムシとアルテミアは高度不飽和脂肪酸（特

にＤＨＡ）の強化剤であるマリングロス（日清サイエンス

株式会社製）およびプラスアクアラン（ビーエーエスエ

フジヤパン株式会社製）で二次培養して給餌した。

栽培・深層水課

１栽培漁業開発試験調査研究

（１）新栽培漁業対象種開発研究

①キジハタ種苗生産技術開発試験

【結果の概要】

(1)産卵及び採卵

採卵は平成13年７月３日から９月９日まで実施し，

産卵は７月１７日から９月４日までの間に（水温20.5～

27.9℃）４４回みられた。産卵は前年より１１日遅く始ま

り，前年よりも20日早く終了したが，産卵回数は前年

よりも７回多かった。親魚は，産卵期間中に寄生虫に

よる摂餌低下がみられたので，１時間30分～２時間の

淡水浴を５回実施し，１尾のへい死もなかった。

総採卵数は1,148.7万粒であり，うち浮上卵は365.9

万粒であった。総採卵数は前年より約100万粒多く，浮

上卵も約２倍多かった。前年より親魚の尾数が35尾減

ったにもかかわらず，総採卵数および浮上卵数ともに

前年を上回ったのは，前年と雌親魚の尾数が同じで，

雌親魚の魚体が大きくなったためと考えられた。

(2)種苗生産試験

仔魚の飼育は，屋内の７㎡角形コンクリート（4.5×

2.0×1.0ｍ）水槽３面で行った。種苗生産試験に用いた

浮上卵は，平成１３年７月20日，８月１３日および８月１５日に

採卵したもので，それらをふ化させた。収容卵数はNQ1

－７㎡水槽156,000粒（７月20日採卵），Ｎａ２－７㎡水槽

105,000粒(８月１３日採卵)およびNbし３－７㎡水槽214,000

粒（８月１５日採卵）であり，ふ化仔魚数はNOL１－７㎡水

槽86,000尾（ふ化率55.1％），ＮｂL２－７㎡水槽２８，０００尾

（ふ化率26.7％）およびNOL３－７㎡水槽170,000尾（ふ化

率79.4％）であった。飼育水はふ化後２～３日目までは

止水とし,飼育水にふ化後４日目までフードオイル１ｍＯ

/㎡の割合で添加した。また，ふ化後１０日目まではスーパ

ー生クロレラ－Ｖ1２（クロレラエ業株式会社製）を50ｍＱ

／㎡の割合に添加した。ふ化後３～４日目以降は流水と

し，仔稚魚の成長とともに注水量および通気量を徐々に

増量した。飼育水の水温は毎日測定し，水槽の底掃除は

汚れの状況に応じて適宜行った。飼育期間中の水温は，

No.１－７㎡水槽で24.1～27.5℃（平均25.9℃），恥２－

７㎡水槽で20.9～27.3℃（平均24.4℃）および１h.３－７

㎡水槽で20.2～27.1℃（平均24.1℃）の範囲であった。

餌料は最初Ｓ型シオミズツボワムシ（以下，Ｓ型ワム

シという）を使用し，仔稚魚の成長に伴いアルテミアふ

(2)種苗生産試験

７月下旬生産開始（NQ1－７㎡水槽）と８月中旬生

産開始（恥２－７㎡水槽と肋.３－７㎡水槽）の成長お

よび飼育水温を図－１に示した。成長については，ふ

化後20日目（７月下旬生産開始平均全長6.5mm，８月中

旬生産開始平均全長6.7mm）まではほとんど差がなく，

ふ化後30日目以降差が大きくなり，取り揚げ時まで続

いた。７月下旬生産開始の取り揚げ時の平均全長は

35.9mｍ（ふ化後50日目），８月中旬生産開始の取り揚

げ時の平均全長は31.9mｍ（NＱ２－７㎡水槽，ふ化後６５

日目）と28.3mｍ（恥３－７㎡水槽，ふ化後65日目）で

あり，飼育期間が１５日も長かった８月中旬生産開始の

取り揚げ時の平均全長は，７月中旬に生産を開始した

水槽での平均全長より小さかった。平均飼育水温をみ

ると，７月下旬生産開始では25.9℃であったのに対し，

－４０－
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８月中旬生産開始では24.4℃と24.1℃であったことか

ら，飼育水温は25℃以上が望ましいことが分かった。

ふ化後10日目の生残率は，Ｎｂし１－７㎡水槽で7.0％

（6,000尾），恥２－７㎡水槽で14.3％（4,000尾）お

よびNu3－７㎡水槽で7.6％（13,000尾）であり，例年

同様初期の減耗が大きく，前年同様，油（前年サラダ

オイル，本年フードオイル）の添加と除去を行ったに

もかかわらず前年（22.0％）よりも悪かった。ふ化後

50～65日目で取り揚げたところ，NOL１－７㎡水槽では

375尾，恥２－７㎡水槽では102尾，ＮｂL３－７㎡水槽で

は412尾の合計889尾で，前年より3,078尾少なかった。

ふ化仔魚からの生残率は，NOL１－７㎡水槽で0.4％，恥

２－７㎡水槽で0.4％およびNbL３－７㎡水槽で0.2％で

あり，３水槽とも前年の1.6％より下回った。

－４１－

５
０

２０３０４０５０６５

ふ化後日数（日）

図－１キジハタの成長と飼育水温

０１０

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし
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で，３月調査時には全ての定点で7.0ｍとごく沿岸としては高

い値となった。

【目的】

滑川市からの委託により，民間工場から排出される排水が海

域に与える影響を調査するため採水・採泥を行う。

【方法】

（１）圏査地点

高塚地先海域の大川河口より距離200ｍの同心円上に３点，

同様に500ｍに３点さらに1,000ｍの１点の７点（1,000ｍ地

表－１平成13年度調査結果

図１調査定点図

点では底質採取なし）で調査を行なった。（図l）

6月９月１２月３月

鯛査月

図２定点別の塩分変化(0m）
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(2)雷笹月日

採水：平成13年６月20日，１２月13日

採泥：平成13年６月20日，９月20日，１２月13日，

平成14年３月20日

(3)圏旬目目（水産試鯛場担当分）

気象：風向，風力，波浪，ウネリ

水質：水色，透明度，塩分（表層及Zﾉｳk深2ｍ）

､結果の概要】

平成13年度の調査結果を表－１に示す。

塩分と透明度：各定点の塩分値は０ｍで２３．０～32.1
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（２）造成漁場溺査研究

①滑川地先海域環境委託調査
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塩分と透明度：各定点の塩分値は０ｍで２３．０～32.12ｍで

29.4～33.1の範囲で変動した。６月調査時(天候:降雨）には

河川水の影響を受け、０ｍでは全般に低くなり，２ｍ層でも３０

以下の値を示す定点が見られた。２ｍ層では、６月以外の調匿

月に塩分値が30を下回ることは無かった｡透明度は1.0～12.0

ｍで変動し,河川水の影響が強かった６月調査時には､全定点

で1.0ｍと低い値になった。９月，１２月調査時は8.0～12.0ｍ
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6月９月１２月３月

鯛査月

図３定点別の塩分変化(水深2m）

調査項目 ６月 ９月 1２月 ３月

風向 ＳＷ～SSW ＳＷ～SＥ ＷＳＷ ＮＮＥ～Ｅ

風力 １ １ ３ 1～２

波浪 0.5 １ ３ １

ウネリ ０ １ ３ １

水色 ９ ５ ５ ６

塩分０ｍ

2ｍ

23.0～

31.1

29.4～

32.0

31.5～

32.1

32.1～

33.1

31.0～

31.2

３１．３～

32.1

30.1～

30.9

31.2～

32.4

透明度
1.0ｍ

8.0～

１０．０ｍ

１１．０～

120ｍ
7.0ｍ
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図４調査定点別の透明度の変化(平成１１～13年度）

』
。
■
‐
』
■
■
■
ロ
■
日
日
『
日
ｑ
■
－
０
’
■
一
ｑ
，
０
画
ｄ
ｑ
ｑ
『
。
。
■
』

÷ Ｓｔｌ

････J･･･…Ｓｔ２

諾←Ｓｔ３

－←Ｓｔ４

…･心…Ｓｔ５

．．．．３･･･…Ｓｔ６

－←Ｓｔ７唾
画
・
竺
工

唾
里
・
蜜
工

唾
ｍ
・
里
工

唾
垣
・
望
エ

匹
画
・
竺
工

吹
雪
・
里
工
朝

唾
○
・
劃
一
工
査

唾
ｃ
・
昌
工
鯛

唾
の
．
一
一
工

唾
里
・
二
工

唾
の
・
二
工

唾
＠
・
ニ
エ

調査結果は滑川市健康環境課へ報告した。
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②滑川市地先造成漁場等委託調査

【目的】

滑川市地先の人工魚礁，アワビ増殖場及びテングサ投

石場で底生生物の分布・生息状況を継続的に調べ，資源変

動の解明や増殖・効果判定手法開発のための資料とする。

【方法】

(1)人工魚礁調査

平成１３年７月３日と平成１４年２月２１日に，滑川市高

塚地先の人工魚礁群（水深３０ｍ付近）で施設の現況と魚

の銅集状況を調べた。

(2)アワビ増殖場・テングサ漁場調査
平成１３年４月１７日，５月２２日・２４日，７月３日，８

月２日，９月４日，１１月８日，１２月１１日，平成１４年２

月２１日及び３月２８日に,滑川漁港地先のアワビ増殖場の

内部,岸側及び沖側の大型無脊椎動物やテングサの分布状
況を調べた。生息密度調査はベルトトランセクトにより，

増殖場岸側の生物採集のみ方形枠(50ｃｍ四方)を用いた。
増殖場岸側に配置されている各種ブロックでは,頂面の写

真撮影によりテングサ被度調査を実施した。

(3)放流貝追跡調査

５月２４日に,増殖場の岸側で27,100個体のアワビが放

流されたが,放流直後からヒトデ類による捕食が確認され，
死殻も散在し始めたので，７～１２月（１０月を除く）の毎

月１回，放流地点付近約500㎡（増殖場のすぐ岸側）で合

計1,173個体採集し,このうち今年度の放流貝とみなされ
た汚れのない新しい殻(636個＝放流貝350個十天然貝286

個）について，無損傷殻，穿孔殻および破損殻の割合と殻
長を調べた。

(4)市沿岸藻場調査
本年度,富山湾漁場環境総合調査が行われたのに合わせ

て，市沿岸全域の藻場の分布調査を行った。平成１２年度

までに撮影された航空写真を参考に,上市川河口から早月

川河口で潜水し，各地の礎地帯（沖方向に最も張り出した
部分)が実際に藻場となっているかどうかを潜水で確認し，

構成種，粗密および群落の下限水深を調べた。

【結果】

(1)人工魚礁調査

電柱魚礁，ジャングルジム魚礁ともに外観上は異常が

なかったが,後者の鉄製釣手が腐食して折れやすくなって

いた｡魚礁周辺では，７月にコプダイ，スズメダイ，ベラ，

アイナメ，メバル，キス，２月には，イシダイ，クロソイ，

メバル，ミズダコなどが観察された。周辺海底では，キタ

ムラサキウニ，キヒトデ，ナマコなどが認められた。

(2)アワビ増殖場・テングサ漁場調査
①大形無脊椎動物の分布調査
アワビは，岸側の定線のみで若干認められた（０．０４個

体／㎡)。サザエは過去最高水準を記録し，増殖場内では
有用動物の中で最も多かった（0.8個体／㎡)。マナマコ
も昨年とほぼ同水準（0.2個体／㎡）で，増殖場の沖側で

は最も多かった（0.4個体／㎡)。キタムラサキウニは昨
年度までの増加傾向が止まり，昨年度から半減した（増殖
場で０．０５個体／㎡)。このほか，イトマキヒトデが昨年度
に引き続き増加し，過去最高水準となり（増殖場で０．３個
体／㎡)，岸側では調査生物中最も多かった。キヒトデは

藤田大介

昨年までの増加傾向が減少に転じた（最も多い沖側で０．１

個体／㎡)。

②テングサ分布調査
海岸線～増殖場までの約200ｍの間のテングサ群落の

うち距岸５０～140ｍの範囲にフクロノリが大量発生して

いた。また，テングサ群落衰退のモニタリングを行ってい
る増殖場西側一帯では，群落境界が７月から１１月までの

間に３ｍ後退し，平成元年から通算30ｍに達した。

各種コンクリート礁にはかってテングサが生育してお

り，平成１１年２月までは３０基のうち２基で群落が認め

られていたが，平成１１年にすべて消失したままである。

今年度も,いずれのブロックにおいてもテングサの芽生え

が観察されたが，伸びた直立体は認められず,一部のブロ

ックでは，昨年同様，７月までフクロノリが認められた。

なお，今年は，９年ぶりにマンガ漁法によるテングサの採

取が中川原地先で行われた。

③放流貝追跡調査
放流貝，天然貝ともに無損傷殻が最も多く，それぞれ

３１４個と255個であった。吹いで，穿孔殻が多く，同じ順

に２５個と２０個，破損殻はともに１１個ずつであった。た

だし,細かく砕かれた破損殻は採集しきれないので過小評

価している可能性が高い。

なお，１１月にはこの調査範囲からさらに岸側の２ｍ×

２ｍ区域で石の裏側も含めた徹底調査を行ったところ,新

しい殻１６個（うち無損傷14,穿孔１，破損l）を含む７７
個の死殻を採集することができた。先の調査範囲も含め，

反転不震能の巨喋も含めると死殻の数はさらに多いものと

思われる。

捕食生物ごとの飼育試験（p､４６参照）および捕食者の

出現時期から考えると，無損傷殻はマダコかヒトデ類（ヤ

ツデヒトデ，イトマキヒトデ，キヒトデ)，穿孔殻はマダ

コ,破損殻はイシガニまたはフタバベニツケガニの食害を

受けたものと考えられる。また，いずれの場合も，殻長は

201ｍ台から６０ｍｍ台まで認められ，平均３８ｍｍ前後である

ので，放流サイズ（特に，最小サイズ）の大型化に努める

必要がある。

(4)市沿岸藻場調査
市西部のうち，上市川沖では，河口から水深１０ｍまで

の範囲にテングサ群落が見つかった。水深５ｍ付近では密

生していた｡砂泥域に注ぐ県東部河川では唯一の河口藻場

である｡橋場沖では中川河口の東側にテングサ群落があり，

堆積物による汚れは認められたものの，水深１４ｍまでマ

クサが生育していた｡市沿岸では藻場の最深記録と思われ

る。中川原西部では，磯が水深１１ｍまで続いていたが，

マクサ群落は水深４ｍの範囲に留まり，以沖では水深９ｍ

付近まで糸状紅藻が確認されただけであった｡中川原東部

（増殖場付近）では，操は水深２０ｍ以深まで続いている

が，マクサ群落は岸～水深１０ｍの範囲となっていた。

市東部のうち，荒俣の西側では藻場（テングサ群落）の

下限は水深４ｍであったが,東に向かって藻場の沖出し距

離が長くなり，荒俣東側では水深１１ｍにおいてもマクサ

が分布していた。吉浦では,海岸沿いのごく狭い範囲でマ

クサやワカメを確認した。

【調査結果搭載印刷物など】

調査結果は滑川市商工水産課へ報告した。
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③魚津市地先造成漁場等委託調査

【目的】

魚津市地先の藻場（アワビ漁場）と人工構造物（造成漁

場・魚礁）で主要底生生物の分布・生息状況を継続的に調
べ,資源変動の解明や増殖･効果判定手法開発のための資
料･とする。

【方法】

(1)藻場調査
平成１３年４月２３日，５月８日，９月６日，１０月５日，

１１月２２日，平成１４年２月２６日及び３月２５日に魚津市
青島，４月２３日に住吉，７月２４日と１１月２２日には二本

松の各地先でスキューバ潜水を行い，定線（ステンレス製

チェーン）を中心に海藻の生育・分布状況を調べた。

このほか,本年度，富山湾漁場環境総合調査が行われた

のに合わせて，市沿岸全域の藻場の分布調査を行った。平

成１２年度までに撮影された航空写真を参考に，早月川河

口から片貝川河口までの範囲で潜水し,沖方向に最も張り

出した操地帯で,藻場となっているかどうかを潜水で確認

し，構成種，粗密、及び群落の下限水深を調べた。

(2)アワビ増殖場調査
７月２４日，９月６日，１０月５日，１１月２２日に，青島沖

のアワビ増殖場の内部で,滑川市造成漁場等調査と同様の

ベルトトランセクトを行い,主要動物の生息密度調査を行

った。

【結果】

(1)藻場調査

①青島定線調査
季節別に見ると，平成13年4～５月は,昨年のワカメの

豊漁とは裏腹に海藻が乏しく，石が全般的に泥を被ってお

り，フクロノリ以外は非常にまばらであった。７月以降，

フクロノリは消失したが,クサノカキやウスカワカニノテ

などのサンゴモ類以外ではシワヤハズやマクサなどが散

見される程度で，平成14年３月にも，年度当初と同様，

泥が礎を被っており，海藻が少なかった｡篠への泥の固着
は，シケの磯掃除効果が弱い（＝転石が反転しない，漂砂

が減っている）ために，以前報告したような付着珪藻（砂

粒を繋ぎ合わせる)が繁茂し続けたことによると考えられ

る。特に,平成14年３月は,アカモクやワカメが激減し，

アワビ増殖場（距岸80～130ｍ）の範囲では海藻がほとん

ど認められず，これまで１３年間存在してきたヌケ（増殖

場のすぐ岸側の砂地）も消失した。なお，アカモクは，距

岸150～200ｍ付近（造成漁場の沖側）で疎らに林立して

いるのが確認された。

海洋科学基礎研究の項でも述べたように,アワビ増殖場

の沖側の異型ブロックでも砂面変動の兆候が認められて

いる。魚津市沿岸では,平成7～13年に青島定線の西側約

1kｍの地点で約３hａ（沖出し約100ｍ）の藻場の埋立てが

行われ，沿岸における潮流の変化が懸念されるため，埋立

区域の近傍にも新たな調査定線を設けてモニタリングを

藤田大介

行う必要がある。

②二本松定線における調査
７月と１０月には概ね海岸線～距岸１００ｍの範囲に海藻が

繁茂していたが，泥や着生藻によって藻体が汚れていた。

海藻は，マクサはカギウスバノリがほとんどであった。

③住吉定線における調査
住吉の調査線上では，一昨年，昨年同様，マクサなどが

若干出現しただけで，砂地が大半であった。昨年度にマク

サ群落の変動を調査するために，沖側の縁に沿って長さ

30ｍのステンレス製チェーンを敷設していたが，４月にそ

の岸側に僅かにマクサなどの生育が認められただけで，２

月には全く認められなくなった。

④定線以外の区域の藻場調査
三ケでは点在する磯にマクサなどの小型海藻が疎生し

ているにすぎず，上述の住吉調査線の東側で，水深７ｍま

でマクサが群落を形成している区域が見つかった。また，

角川河口域は急深ではあるが，篠地帯があり，やはりマク

サなどの小型海藻が疎生していた｡北鬼江では青脇の岸寄

りとよく似ていたが，大型の投石がなく，クサノカキなど

の大群落は認められなかった。特に，埋立区域に近いとこ

ろでは浮泥の堆積が著しく，今後の動向を見守る必要があ

る。

経田漁港沖でウミヒルモの群落,経田漁港内とその西に

隣接する離岸堤内側の２ヶ所にアマモを確認した｡魚津市

ではかつて大町周辺にアマモ場があり，護岸工事に伴って

消滅したことが知られているが,今回の報告はそれ以来の

アマモの生育確認で，県東部では，黒部市石田漁港奥の小

規模な群落と並び，貴重な群落ということが出来る。片貝

川河口でも潜水を試みたが，ここでは泥底が急傾斜で落ち

込んでおり，その斜面に流木や落葉が堆積しているだけで

海藻はほとんど認められなかった。

(2)青島アワビ漁場の主要動物
６本のベルトトランセクト（５本は投石，１本は旧ふと

んかご礁）の平均値では，マナマコ（0.05個体／㎡)，サ

ザエ（0.04個体／㎡)，ムラサキウニ（0.03個体／㎡)，

イトマキヒトデ(0.01個体／㎡)，アワビ(0.01個体／㎡）

の順に多かった。また，旧ふとんかご礁（人頭大の転石）

では投石よりもサザエやマナマコが多い傾向にあった｡滑

川市中川原地先のアワビ増殖場（距岸200～250ｍ）と比

べて，アワビとムラサキウニは生息密度が高かったが，サ

ザエは極端に低かった。

北鬼江では，昨年とほぼ同様の結果で，岸近くにはアナ

アオサが密生しており，ほかにマクサやソゾ類が若干認め

られた。距岸７０ｍ以沖は砂が多くなり，操地帯はキタム

ラサキウニが優占する貧植生域であった。

【調査結果搭載印刷物等】

魚津市商工水産課へ報告した。
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(3)資源増大技術開発事業

【目的】
湾内の人工構造物とその周辺の藻場をアワビ・サザエ

の放流漁場として活用するため，餌料・害敵生物環境調

査と放流試験を行う。

【方法】
平成 13年度資源増大技術開発事業(浅海域複数 G)を
参照。

【結果の概要】

(1)生息環境調査

入善町田中地先では 6月と 8月は濁りがひどく，ラ

イン調査を見合わせたので 6月にはサザエ礁周辺で放

流貝の回収 8月には同じ礁のプロック上面に刻まれた
カギ型の構 11本について、生物の利用状況を調ペた。
この結果，礁周辺では積み重なった礎の裏側で 10個体
の放流員の生息を確認した。また，溝の調査では，ムラ

サキウニが最も多く 15.2個体/本，アワビとサザエはい
ずれも 0.9個体/本と少なかった。アワビの殻は薄汚れ
ているか磨耗しており，天然・放流の区別は出来なかっ

た。

11月に田中地先(磯地帯)でサザエ磁から沖側に 500
mの調査線を延ばし，海底基質，海藻植生及びサザエ・
アワビの生息分布を調ベた。その結果，礁上にはアカモ

クの幼体が観察され，各成長段階の天然サザエ(殻高 34
-70皿皿)の生息を確認した。礁の沖側(離岸距離

200m)はフシスジモタやマクサが疎生する漂砂帯で.
200--400m (礎地帯)はテングサ，ツルアラメ，マメタ
ワラなどが混在する群落となり，サザエは般高 96--

1l4mmの天然大型個体のみが生息していた。 400m付近
(模地帯)にはマメタワラが優占する群落が認められた

が，それよりも沖側では再びツノレアラメとマクサを主体
とする群落となっていた。今回，サザエ礁以外でアワビ
(天然メガイ 1個体)が見つかったのは 450m付近だけ
であった。

3月はサザエ磁から離岸距離 400mの範囲で同様の調

査を実施した。その結果，礁とその周辺にはナガホノハ

ネモやセトウチフジマツモ(?)，沖合のマメタワラ群落

にはエゴノリが多産し，漂砂帯では砂の層が厚くなって

いた。

朝日町赤川地先ではI 5--9月に調査対象の潜堤2基の

うち 1基で，プロック投入と投石による寓上げと沖出し

(30m)の工事が行われ，工事修了後の 1月にのみ調査

を実施Uた。その結果，従来からある石やプロックにはア
カモタの幼体が認められたが，新しいプロックや石はウス

カワカニノテなどのサンゴモ類が僅かに被っているにす

ぎなかった。潜堤の範囲では，新たに投入された石の上に

も天然アワビが付いていたが.沖方向に鉱張した範囲では，

イトマキヒトデ，大型のヤツデヒトデ，マナマコだけ進出

しており，アワヒザやサザエは認められなかった。

(2)食害実態調査
①死殻回収

藤田大介

朝日町赤川では7月，入善町田中では8月に，滑川市

(p.44)や魚津市 (p.45) と同様にアワビの死殻回収調
査を実施したが，田中地先でアワビ死般3個体(殻長 31

--49mm)のみを回収した。いずれも磯が大型であるた

め，反転させ死殻を回収することが困難であった。

②稚貝捕食鼠験
水産試験場の屋線付き水槽にプラスチック製蓋付きコ

ンテナを沈めて，放流サイズのエゾアワビ稚貝(殻長35
......40mm)を 10個体ずつ.マダコ(体重 45g， 65 g， 

120 g. 435 g )，フタパベニツケガニ (30g)，イシガニ

(40 g. 120 g)に供与して捕食状況を調べた。実験は，

12--1月(水温 12--16CC)に3回に分けて実施した。

この結果，マダコ(120g. 435 g )とイシガニ (120g) 

はほぼ食い尽くしたのをはじめ，小型のマダコやカニ類

も多少とも放流貝を捕食することが判明した。
1月には，同じ群のアワビと放流サイズのサザエ(殻
高20--30mm)を上記捕食生物(一部を除く)に与えた
結果，マダコ (45g) とイシガニ (120g)はサザエ，
マダコ(120g. 435 g )とフタパベニツケガニ (30g)

はアワピを好んで捕食した。

また. 1月には魚棒水族館で飼育中のミズダコ (lkg.
2kg. 20kg)を用いて，それぞれに 10個体のアワピを供
与して 1週間観察した。この結果.2kgのミズダコが最

も旺盛に捕食し， 2日以内に全個体を食べ尽くした。 lkg
のミズダコはアワビの軟体部のみを捕食したが， 2kgの

ミズダコはしばしば殻を二，三片に割ること， 20kgのミ
ズダコは殻を醤って粉砕することが判明した。

(3)敏涜効果調査
①漁獲物調査
7月に赤川地先の潜堤でダイパー2名が 92個体のア
ワビ(殻長 75--162mm)と31個体(般高 65--99mm)
のサザエを漁獲し，放流貝の検出を試みた。アワピは殻

長 100""'"120mm台の個体が68%を占め，確実に放流貝
とみなすことができたのはそれよりも小型の 2個体 (80

--90mm台)だけであった。

7月に田中地先の漁業者が潜水再捕したアワビ 59個

体(殻長 80"""150mm)を調べた結果，すべてクロアワ

ビで， うち 9個体 (90-140mm)が放流貝であった。

②過年度放流群回収調査

サザエ礁の沖側(離岸距離:-200m)の漂砂帯では，

180m付近(礁からの距離)で殻高 35-45mmの放流サ

ザエ(漁業者が放流した個体)が多数見つかった。これ

らの稚貝は砂に半ば埋没した礁にしがみつくように生息

しており，殻の付着物が少なく，殻頂部の白色マークを

水中で容易に認めることができた。

田中地先のサザエ礁で，一昨年 12月に標識放流した
サザエ稚貝については，礁上放流群のうちの 1個体(殻

高 63mm)が礁上で確認されただけで，礁周辺に放流し
た個体は見つからなかった。

③放涜鼠験

11月に田中地先のサザエ礁上と沖合 180m(放流貝が

多数見つかった区域)に大型標識サザエを放流したが，

3月には礁上放流群が礁上と沖合約 15mの礎地帯で 1
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個体ずつ見つかっただけであった。沖側180ｍの地点は

漂砂が移動して堆積しており，稚貝は見つからなかった。

朝日町赤川地先の潜堤では，昨年１０月に標識放流し

たサザエ稚貝４００個体（殻高２５～30ｍｍ）を探したが，

１個体も見つからなかった。

【調査結果等搭載印刷物等】

平成13年度資源増大技術開発事業(浅海域複数グループ）

報告書．

Fujita,，.,Ｙ:Seto,YMoriyama，Ｍ､Komatsu2001．

CbS唾magZaz”sacu歯pma:EcologyinTbyamaBay6
BenthosResearch,５５:85.93.

－４７－



２．２．深層水有効利用研究

（１）深海性有用生物（トヤマエビ）種苗量産技術開発研究

【目的】

富山湾におけるトヤマエビの近年の漁獲量はピーク時

（昭和38年）の１０分の１前後と推定され、その資源は低い

水準で推移していると考えられる。資源を増大させる有効

な方法として種苗の放流が考えられ、大量の放流種苗を生

産するための深層水を利用した親エビ養成技術及び種苗量

産・中間育成技術の開発、ならびに種苗を効率的に資源に

添加するための放流技術の開発を図る°

【結果の概要】

(1)親エビ養成

平成１１年３月に採苗に用いた親エビ30尾を継続飼育した

ところ、平成13年６月15日から７月１０日の期間に再成熟した２

尾から17,777尾の幼生が得られた。

また、平成12年３月に採苗に用いた150尾の内57尾を継続

飼育したところ、平成１３年６月25日時点で14尾が再成熟（内

仔を持っている状態）した。その後、平成13年７月６日から８

月13日の期間に産卵脱皮した時点で、天然雄エビと交尾さ

せ、抱卵させることを試みたところ、６尾が抱卵した。この

結果、一度採苗に使用した親エビは継続飼育することによ

り、再成熟後抱卵状態に至り幼生をふ出すること及びトヤ

マエビの抱卵期間は約１０ヶ月であることが確認できた。

(2)種苗生産・中間育成

①種苗生産

平成１３年３月14日から４月23日の期間に石川県富来産親エ

ビ１００尾から603,000尾の幼生を採集し、その内の505,800尾

を約２カ月～２カ月半の期間飼育し、平均全長23.2mmの稚

エビ349,400尾を生産した（生残率は69.7％）。

なお平成１４年度牛産は､平成１４年３月18～31日の期間に石

川県富来産親エビ188尾から得たふ化幼生671,000尾を飼育

中である。

②中間育成

平均全長49.2ｍの稚エビ（平成12年３月生まれ）18,070尾

を平成12年12月４日から平成13年５月９日まで30㎡キャンバス

水槽で飼育したところ、平均体長57.3mm、平均体重3.49の

個体を9,704尾（323尾/､3）得た。また、平成１３年６月５日に

平均全長23.01ｍの稚エビ180,000尾を30,3キャンバス水槽に

収容し(6,000尾／in3)、８ケ月間の飼育を行い、平均体長49.

5ｍの稚エビを13,360尾（445尾／ｍ３，生残率7.4％）得た。

生残率はこれまでの最低であり、その原因は飼育当初の収

容尾数が多すぎたためと考えられる。

－４８－
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③水温別飼育試験

平成１３年６月６日から平均全長23.2mmの稚エビ10,000尾を

用いて､水温別飼育(１０℃区及び15℃区を設定)を行った。

8ヶ月間の飼育後、各試験区の平均体長、平均体重は10℃区

では50.04mm,2.229,15℃区では53.04mm､2.679となり、15℃

試験区が体長、体重ともに10℃試験区を上回った。

(3)放流技術

①放流稚エビの追跡調査

平成１３年６月６日に富山市水橋沖(水深約250ｍ)で平均

全長23.2mmの稚エビ(無標識)を307,000尾放流し、「か

ごなわ」により放流直後から１月後まで計4回の採捕調査

を行ったが、放流稚エビは採捕されなかった。

漁獲物の内に標識放流エビがみられ、ｌ～3歳エビと雌

エビが215～280mの水深で１０尾再捕された。

また、１歳以上の天然エビを1,132尾採捕した。

②標識放流調査

富山市水橋沖(水深約250ｍ)で平成13年４月25日に白

リボンタグを装着した親雌エビ300尾と平成13年５月１０

日に黒手術縫合糸を装着した1歳エビ3,735尾を放流し

た。

平成１０～１３年度に放流した標識放流エビの再捕状況

等を滑川漁協市場でのべ221日調査した。

放流後の再捕状況は、Ｈ１０年度左眼破壊が171尾(再捕

率2.57%)、Ｈ１０年度右眼破壊が17尾(0.06%)となり、Ｈ１２

年度右眼破壊が25尾(０．０４%)、Ｈ１３年度黒手術縫合糸(１

歳)が183尾(4.90%)、Ｈ13年度白リボンタグ(親雌エビ)が

82尾(27.33%)であった。

(4)漁獲状況等

富山県における平成１３年のトヤマエピの漁獲量は約

10.85トン(新湊漁協市場6.99トン、滑川漁協市場3.86

トン）と推定された。

平成１３年４月～14年３月の銘柄別尾数割合は、新湊市場

では小(体長１０cm以下)8.3％、中(体長１０～12cm)24.7％、

大(体長12～14cm)37.2％、特大(体長14cm以上）29.9％

であった。滑川市場では小62.3％、中25.4％、大9.8％、

特大2.5％であった。滑川漁協市場では小が多かったが、

新湊漁協市場では、大が多かった。

【調査結果搭載印刷物等】

平成13年度資源増大技術開発事業報告書、平成１４年

３月、水産庁(印刷中）



(2) 海性有用生物の生態学的研究

① 深海性パイ類の生態学的研究

【目的】

深層水を用いた富山湾産深海性パイ類の飼育試験に

より、それらの生態学的知見を得る。

【方法】

深層水を利用して、富山湾で採集されたカガパイを

1トンFRP水槽を用いて、 lt.3t.6tの各水温

(以下 r1 t区J、r3t区J、r6t区Jという。)で
飼育し、産出された卵襲からの稚貝のふ出状況及びふ

出した稚貝の成長を調べた。

【結果の概要】

(1)飼育水槽肉での産卵

カガパイの飼育水槽内における産卵は、これま

での飼育試験結果によると、ほぽ周年行われると

いう知見が得られているが、本年度も同様の状況

が観察された。

実験に供した卵嚢は、 lt区では平成13年4月

6日に、 3t区及び6t区では平成13年6月23日

に各飼育水槽壁に産み付けられていたものであ

った。

(2)稚貝のふ出状況

上記の各卵轟を平成13年6月24日に各々、アク

リル水槽(60x 30 x 36cm)に収容し、その後の推移

を観察した。観察期間における各区の平均水温は、

6t区で5.81t、3t区で2.78t及び lt区で

1.20tであった。

6t区では、平成13年10月1日に、 3t区では

平成13年11月22日に、 l
OC区では平成13年12月18

日に稚貝のふ出を確認した。ふ出個体の平均殻長

及び平均殻径は、 lt区では21.5mm及び18.9刷、

3t区では24.lmm及び22.9mm、6t区では22.lmm 

及び21.lmmであった。

各区の産卵から稚員のふ出に至る期間は、 6
0
C

区では約3ヶ月半、 3t区では約5ヶ月、 lt区

では約6ヶ月であった。これまでの知見では、そ

の期間は、水温lt飼育下で約9ヶ月、水温3t

飼育下で約6ヶ月となっているが、本年度は、そ

れに比べて 3t区で 1ヶ月、 lt区で3ヶ月早ま

ったことになる。また、 6't区の結果から、飼育

水温が高い方が卵内での発生が速い傾向にある

と考えられた。

(3)ふ出した稚貝の成長

60C区でふ出した稚貝は、平成13年10月28日に

170個体を、 30C区及びlOC区でふ出した稚貝は平

-49-

渡辺孝之

成14年1月5日に各々100個体をアクリノレ水槽(34

X20X24cm)へ収容し、飼育を開始した。餌料は

オキアミ及ぴエピ類で、 2週間に 1回給餌した。

平成14年3月25日に飼育稚貝を測定したところ、

各区の平均殻長及び平均殻径は、 lOC区では

25. 3mm及び18.93mm、 3t区では37.9mm及び

25.0mm、6t区では47.7mrn及び31.2mmであった。

また、飼育開始からの生残率は lt区では59%、

3t区では、 67%、6t区では47.5%で、飼育期

間における平均水温は、 6t区で5.680C、3t区

で2.74t及びlt区で1.27
0Cであった。

各飼育区のふ出から平成14年3月25日までの 1

日当たりの殻長及び殻径の成長量は、各々 60C区

で0.124mm/日及びO.049mm /目、 3t区で

0.113mm/日及び0.017脚/目、 lt区で0.039剛

/日及び0.0003mm〆日で 6t区における成長が

大きかった。

【結果結果登載印刷物等】

なし



②ベニズワイの生態学的研究 前田経雄

ペニズワイの未成体期における脱皮成長 ても異なることから；脱皮の時期が分散したものと

考えられる。

【目的】

ベニズワイＣ賊o"oeca“ﾉﾛpo"j“では年齢形質が確

認されていないことから，甲幅組成をもとに成長が推

定されているが（渡辺・鈴内，1982)，脱皮間隔が明

らかになっていないこともあり，成長については不明

な点が多い。そこで深層水を用いた飼育実験により，

ペニズワイ未成体の脱皮による成長を調査した。
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【調査・研究結果登載印刷物等】

なし

－５０－
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【結果の概要】

２００１年４月１日～2002年３月３１日の間に,未成体１０

個体の飼育を行い，それらのうち２個体が死亡した。

この間に７個体による合計８回の脱皮が観察された(図

Ｉ)。脱皮は，５月～８月と１０月～翌年１月の間に毎月

１回ずつ観察され，平成１２年度のように特定の時期（８

月～１１月および２月～３月）に集中する傾向は認めら

れなかった。

甲幅２０～30ｍｍの個体では，１回の脱皮により甲幅で

6.9～9.0mｍ（もとの甲幅に対して２５～31％）の成長が

認められ，脱皮間隔は218～315日であった。甲幅４０

～60ｍｍの個体では，１回の脱皮により１０．７～12.7ｍｍ

（もとの甲幅に対して19.9～31.4％）の成長が認めら

れ，捕獲されてから脱皮までの日数は314～421日で

あった。これまで得られたベニズワイの脱皮間隔はお

よそ200～300日で，１年よりも短く，また個体Iこよっ

０
０

１

【方法】

１９９９年７月２７日，２０００年８月１１日，ならびに２０００

年１１月２４日に，富山湾湾口部ならびに中央部におい

て，潜水調査船しんかい2000（海洋科学技術センター）

もしくは，かにかごによって捕獲された未成体ペニズ

ワイを，活かしたまま富山県水産試験場の飼育施設に

搬送し，約１℃に冷却した深層水で飼育した。餌料と

して冷凍オキアミを中心に，冷凍アマエビ，トゲザコ

エビを，週に１回程度の割合で飽食量を与えた。

ＡＭＪＪＡＳＯＮＤＪＦＭ

2００１ZOO２

図１深層水で飼育されたベニズワイ
未成体の脱皮による成長過程

【参考文献】

渡辺安広・鈴木孝行

るべニズワイについて

月報39,147-162.

1982．北海道西岸海域におけ

第１報齢期と成長．北水試



③ マダラ親魚養成に関する技術開発研究

.【目的】

富山湾の深層域に生息する，有用漁業資源であるマ

ダラについて深層水利用による飼育養成を行い，人工

種首量産化のための親魚養成技術を(社)日本栽培漁

業協会能登島事業場(以下，能登島事業場という)と

共同開発する。また、人工種苗量産化のための基礎資

料を得るため，種苗生産試験を行う。

【方法】

(1)天然親魚の養成

前年度から生き残った45尾を，ビニールシートでテ

ント状に覆った屋外の14.4nf楕円形コンクリート水槽

および15nf円形コンクPート水槽に収容して養成した。

平成13年10月30日以降，平成13年2月に購入した親魚

について，雌雄の判別が可能なものから魚体測定後，

親魚の観察を容易にするため魚体に標識ラベル(雌B

-D， 1-13・雄1-16)を装着した。 1日当たり 1

-4kg (2水槽分)の冷凍スルメイカおよびイカナゴ

を原則として週2回(月，金曜日)給餌した。年間の

給餌量は，スルメイカが48.1同，イカナゴが181.6kgで

あり，本年はイカナゴを主体(前年度はスルメイカ，

ホタルイカが主体)に給餌した。飼育水は深層水を使

用し，飼育期間中の水温は2.1-4.0'tであった。平成

13年10月30日からカエュレーションで得た卵巣卵の卵

径測定による成熟度調査を行い，腹部が膨満して成熟

したと思われる雌から，順次小型水槽 (1nf)での自

然産卵試験に供し，産出卵の受精率を調べた。

平成14年2月12日から 3月5日にかけて，新たに氷

見市場に定置網と刺網から水揚げされた天然活魚25尾

(雌23尾，雄2尾・全長63.0......91.0cm)を(有)久保

水産から購入した。このうち，腹部が膨満して成熟し

ていると思われる雌については，小型水槽(1 nf)で

の自然産卵試験に供し，産出卵の受精率を調べた。

(2)成熟扶況把鍵鼠験
成熟状況を把掻するために，測定および観察用とし

て，平成13年10月30日に親魚群の中から5尾の雌と 2

尾の雄に標織を装着した。 11月15日に上部に遮光率

95%の遮光ネットを二重にして覆った7nf角形コンク

りート水槽(6X1.5Xlm)1面に収容した。給餌は.
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スルメイカ 1尾およびイカナゴ7尾を原則として週2

回(月，金暗日)行った。飼育水は深層水を使用し.

試験期間中の水温は2.4-3.6'tであった。定期的に魚

体測定，採血およびカニュレーションを行い，全長，

体重の推移を調べるとともに，採取した血液を遠心し

て得た血清(エストラジオール11s，テストステロン，
DHP，ピテロジェニン測定用)は-80'tで凍結，卵

巣卵はプアン液(組織観察用)で固定した。卵巣卵の

一部は海産魚用りンガーに保存し，万能投影機とノギ

スを用いて卵径を測定した。なお，試験期間は平成14

年1月29日までとした。

(3)人工飼育当蔵魚の養成

平成13年5月18日に平成12年度の種苗生産試験で得

られた稚魚8，965尾(平均全長31.4mm，範囲14.3......56.0

mm)を7nf角形コンクリート水槽 (6X 1. 5 x 1 m) 1 

面およびlnf角形FRP水槽 (2X 1 xO. 6m) 1面に

収容して養成を開始し 8月3日に生き残っていた稚

魚約6，000尾をビニールシートでテント状に覆った屋

外の33nf八角形コンクリート水槽に収容して養成した。

飼育水は表層海水と深層水を混合して使用した。 6月

20日までut前後に調整し，それ以降8月2日までは

9t前後に調整し，それ以降は7t前後に調整した。
餌料はアルテミア幼生，配合飼料(林兼産業株式会社

製，稚仔魚育成用ラプ・ラァパ5-6号，ヒラメ稚魚

育成用ヒラメ 1-3号)，ミンチ(冷凍オキアミ:イ

カナゴ=1 1に総合ビタミン剤を外割で2%添加し

たもの)，冷凍イカナゴおよびホタルイカを用いた。

給餌は毎日行い，飼育期間中の水温は6.1-12.9'tであ

った。

(4)人工飼育当員長魚の餌料別飼育訴験

1nf円形FRP水槽(1.48φXO.15m)に平均全長

10.4佃，平均体重9.8gの当歳魚をそれぞれ200尾収容

した試験区を2区設定し， A区の餌料には生餌(冷凍

オキアミ:イカナゴ=1 1に総合ピタミン剤を外割

で2%緑加したもの)を1日300-600g，B区の餌料

には配合飼料(林兼産業株式会社製，ヒラメ稚魚育成

用ヒラメ 1-2号)を 1日36......12gとし，それぞれ1

日量を3回に分けて給餌(配合飼料は自動給餌器使用)



した。平成13年II月3日までは毎日，それ以降は土・

日・祝祭日を除き毎日給餌した.飼育水は表層海水と

深層水を混合して使用し.水温を7'C前後に設定した。

試験期間は平成13年8月3日から12月3日までとした。

試験期間中の飼育水温は， A区が6.4""'7. 9'Cで， B区

が5.0.....8. O'Cであった.試験終了後，成長および生残

状況を調べた。

(5)種苗生産蹴蛾

ア収容密度別飼育館験

平成14年2月7日に，約1年間養成した天然親魚(雌

6)から小型水槽でのベアリングで自然産卵して得ら

れた受精卵をハッチングジャーに収容して管理し.平

成14年2月16日からふ化開始した仔魚を2月17日にNo.

1-7nf角形コンクリート (4.5X2.0Xl.Om)水槽に

35，000尾.同型のNo.2 -7 nf水槽に70，000尾収容し，

収容密度別飼育猷験を行った.

餌料は最初L型シオミズツポワムシ(以下， L型ワ

ムシという)を使用し.飼育水中 lmJ!当たり 5個体

になるよう給餌した。仔稚魚の成長に伴いアルテミア

ふ化幼生(以下.アルテミアという，飼育水中0.5..... 

1.5個体/1mJ! )の順に給餌した。 L型ワムシはプラ

スアクアラン(ビーエーエスエフジャパン株式会社製)

で，アルテミアはパワッシュ-A(オリエンタル酵母

株式会社製)で栄養強化して給餌した.

飼育水は表層海水と深層水を混合して使用し，水温

が9'C前後なるように調整した。飼育水は最初から流

水とした。飼育水には.ふ化後50日固までスーパー生

クロレラーVI2を350......550mJ!/日の割合に添加した。

仔稚魚の成長とともに注水量及び通気量を徐々に増量

した。水槽の底掃除は，汚れの状況に応じて適宜行い，

飼育水の水温を毎日測定した。収容密度別飼育試験は

4月12日まで行い，飼育期間中の水温は， No.1水槽で

8.6......10.4'C， No. 2水捕で8.7""'10. 5'Cの範囲であった。

イ 4m水槽による種苗生産鼠験
平成14年2月22日 (2月21日購入)に小型水槽(1 

nf)での天然親魚のベアリングで自然産卵して得られ

た受精卵をハッチングジャーに収容してふ化させ， 3 

月3日にふ化開始した仔魚を3月4日に4rd角形コン

クリート (2.8 x l. 5 x l. 2m)水槽に41，000尾収容し，
種首生産試験を行った。

餌料は最初L型ワムシを使用し，飼育水中 lmJ!当

たり 5個体になるよう給餌した.仔稚魚の成長に伴い

アルテミア，配合飼料の順に給餌したo L型ワムシは

プラスアクアラン，アルテミアはパワッシューAで栄

養強化して給餌した。

飼育水は表層海水と深層水を混合して使用し，水温

が9'C前後なるように調整した.飼育水は最初から流

水とした。飼育水には，ふ化後55日固までスーパー生

クロレラーV12を200.....500mJ!/日の割合に添加した.

仔稚魚の成長とともに注水量及び通気量を徐々に増量

した。水槽の底掃除は，汚れの状況に応じて適宜行っ

た.また，飼育水の水温を毎日測定し，飼育期間中の

水温は8.2-11.1'Cの範囲であった。

【結果の概要】

(1)天然観魚の費量成

表-1に卵巣卵の卵径測定結果を，表-2に養成親

魚および天然親魚の自然産卵状況を示した.腹部が膨

満して成熟したと思われる雌親魚(成熟状況把鐙試験

を含む)から順次lrd円形FR P (1.48φXO.75m) 
水槽に収容し，雄1-2尾のベアリングを行い自然産

卵に供した結果，養成親魚では雌6，雌B，雌4およ

び雌13の4尾が産卵した.天然親魚では， 7尾がベア

リング後1......62分の聞に 5尾がベアリング後1.....4

日の聞に自然産卵した。雌3，雌1および天然親魚1

尾については，ベアリングで自然産卵しなかったので，

過熱卵となるのを恐れ人工搾出して人工受精させた。

受精率は雌3が76.1%，雌1が0%，天然親魚80.3%

であり，雌1は過熱卵であった.養成親魚の雌7(HI4. 

1. 7) ， 10 (814.1.17)および11(HI4. 2. 22)は.ベア

リングの前にへい死した。養成親魚の雌6およびBは

自然産卵後かなり衰弱し，翌日にへい死した。養成親

魚の雌3はベアリングの1時間後にへい死寸前となっ

たため，人工搾出し受精させたが，その日の夕方にへ

い死した.養成親魚の雌2は朝のベアリング後昼すぎ

にへい死す前となり，深層水の養成水槽へ収容したが

翌日へい死した。養成親魚の雌5は朝にベアリングを

開始したが，不調に終わりその日の夕方にへい死した.

また，養成親魚の雌4は雄がいないのに自然産卵し，

その後雄の腹を圧迫して放精させて.受精を試みたが

未受精に終わった.養成親魚の雌13は自然産卵したが

雄が反応せず，雄の腹を圧迫して放精させたが，受精

卵は得られなかった.このように，本年の養成親魚は，

ベアリング前にへい死する個体，自然産卵の翌日にへ

い死する個体.

ベアリング中にへい死する個体がほとんどであったこ
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表－２養成親魚および天然親魚の自然産卵状況

とから，本年の親魚養成は順調でなかったと考えられ

たｄ前年度と本年度の親魚養成の違いは，前年度の餌

料は冷凍のスルメイカとホタルイカが主体であったの

に対し，本年度のそれは冷凍のイカナゴが主体であっ

たことから，摂餌の噌好性は良いが，イカナゴは親魚

養成餌料として，問題があったと考えられた。平成１２

年度の親魚養成餌料試験で，いか類の単独給餌でも問

題なかったことから，今後は，いか類を主体に給餌す

る必要がある。

本年度の自然産卵は，腹部の刺激（タモ網による圧

迫，指での圧迫）によって，ペアリング後１分のもの

が７個体，ペアリング後１時間以内のものが４個体，

生き残っており，その生残率は37.8％となった。

劉器１卵巣卵の卵径測定（平均卵径）結果

ペアリング後１～４日のものが５個体であった。この

うち天然親魚では，搬入当日のペアリングで自然産卵

したのは２個体で，その他はペアリング後１～４日で

自然産卵した。

例年同様，自然産卵した親魚を深層水の飼育水槽へ

収容して養成していると，養成親魚および天然親魚と

も卵巣が再び肥大し，飼育水温を表層水と深層水を混

合して６℃前後に調整しても過熟卵となりへい死する

個体が多く，この原因究明と眼球異常の防除対策が課

題として残された。平成14年３月末現在，親魚は17尾

自然産卵

年月日

年月日 雌Ｂ雌２雌３雌４雌６雌1０雌1３

ペアリング後の

自然産卵時間

（分）

H13.11.15

H13.12.4

H13.12.20

H1４．１．７

0．５０

０．５９

０．６９

０．７３

0．４８

０．５５

０．６０

０．６８

0．５７

０．６２

０．６７

０．７５

0．４４

０．５０

０．５７

０．６７

0．５９

０．６４

０．７２

０．７９

0．４１

０．４８

０．５６

０．６６

0．６０

０．６９

０．７８

(９）

１２

．１

－５３－

２
５
１
０
０
８
０
３
７
６
１
５
０
４
５
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
一
●
■
●
。
●
●
●
●

８
１
７
０
２
８
０
７
４
１
２
０
７
６
３
１

５
１
２
６
３
１
５
６
８
６
６
６
４
７

3,601

3,235

1,580

2,336

2,353

1,795

1,324

3,067

1,847

2,714

3,222

1,827

994

4,994

1,496

1,828

１
１

自然産卵

水温

（℃）

産卵量受請率

親魚

(％）

●
●
●
●
●
●
ｐ
●
●
●
●
●
●
ゆ
●
●

《
】
一
》
《
エ
ョ
》
《
｝
『
》
一
、
『
》
《
亜
『
》
《
一
『
》
一
〔
『
》
《
一
『
》
《
｝
（
》
《
一
『
》
《
｝
雪
》
《
｝
】
》
一
ｍ
『
》
一
同
『
》
《
亜
『
》
《
皿
夷
》

雌 ６

雌Ｂ

天然１

雌４

天然２

天然３

雌１３

天然４

天然５

天然６

天然７

天然８

天然９

天然１０

天然１１

天然1２

H14.2.7

H14.2.7

H14.2.13

Ｈ14.2.14

H14.2.14

H14.2.14

Ｈ１４．２．１５

H14.2.20

Ｈ14.2.21

H14.2.21

H14.2.22

H１４．２．２３

H14.2.23

Ｈ１４．２．２５

Ｈ１４．３．１

Ｈ14.3.6

１
１
０
１
１
３
３
２
１

１

６
８
６
１
４
３
５
１
４
３
６
６
８
０
６
２



77.0

雌11では11月１５日以降減少し，低い水準で安定して

いた。卵径は，試験期間を通してほぼ直線的に大き

くなり，最大で0.8ｍを越える個体もみられた。．、

雌７は１月９日Iこへい死し，雌９は生きてはいた

ものの腹部を上にして浮いている状態であり，背骨

も曲がりこのままだと摂餌もできなく，へい死する

と考えられたため，１月29日に測定後取り揚げた。

試験終了後，雌５は２月１５日に小型水槽での自然産

卵に供したところ，自然産卵せず，へい死した。雌

11は２月２２日にへい死し，雌１は２月23日に小型水

槽での自然産卵に供したが，自然産卵しなかったの

で，３月１日に人工搾出（2,9549）を行い，受精を

試みたが過熟卵のため受精していなかった。

血清のエストラジオール１７β，テストステロン，

ＤＨＰおよびビテロジェニンの測定と卵巣卵の組織

観察は平成14年度に実施する予定である。

表－４成熟状況把握試験測定結果
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雌雄 H13.10.30Ｈ1３．１１．１５Ｈ13.12.4Ｈ13.12.20Ｈ14.1.7Ｈ14.1.29

5.60

12.0

80.0

6.12

12.0

72.5

3.66

9.6

74.5

5.79

14.0

81.5

5.91

10.9

77.0

5.66

12.4

73.0

5.71

14.7

雌１全長（、 76.577.5７７．０ 77.5

(2)成熟状況把握試験

表－４に成長の結果を，表－５に卵径調査の結果

を示した。試験開始から終了までの間，全長の伸び

が停滞した。全長が縮むことは考えにくく，全長の

減少は測定誤差により生じていると考えられる。体

重は,雌７では試験期間を通して変化が少なかった。

雄１では平成13年１０月30日の測定で最も重く，その

後徐々に軽くなった。雌９では平成14年１月７日の

測定まで体重が徐々に増加したが，１月29日までに

急激に軽くなった。他の個体では試験期間を経るに

つれて，体重が増加した。肥満度は，雄１では１０月

30日に最も高かったが，その後12月４日までに急激

に減少し，以降は顕著な変化が認められなかった。

雄５では12月４日まで増加したが,その後低下した。

雌では７を除き11月１５日まで増加した。雌ｌでは測

定期間を通して増加傾向にあった。雌９では１月７

日まで増加傾向にあったが，１月29日には低下した。

※肥満度＝体重（kg）×１０６／全長（qn）３
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表－５成熟状況把握試験における卵径測定（平均卵径）結果

年月日 雌１雌５雌７雌９雌1１

H13.10.30

H13.11.15

H13.12.4

H13.12.20

H１４．１．７

H1４．１．２９

0．５２

０．５５

０．６１

０．６９

０．７３

０．７９

0．５６

０．５３

０．５９

０．６５

０．７０

０．８１

0．４４

０．５２

０．５９

０．６３

０．７２

0．５１

０．５６

０．６１

０．６７

０．７０

０．８３

(3)人工飼育当歳魚の養成

養成開始から平成13年８月３日までに共食いなどに

より，約3,000尾のへい死がみられた。８月３日には平

均全長8.7cm，平均体重４．８９，１０月３日には平均全長

12.7cm，平均体重17.9ｇとなり，１２月１９日には平均全

長18.3cm，平均体重50.79に成長した。３月末で3,04

8尾が生き残り，生残率は34.0％であった。

(4)人工飼育当歳魚の餌料別飼育試験

平成13年10月３日の測定時には，試験開始時平均全

長10.4cm，平均体重9.8ｇであったものが，Ａ区では平

均全長14.7cm，平均体重38.59に,Ｂ区では平均全長

13.7cm，平均体重23.69に成長していた。生残率はＡ

区99.0％，Ｂ区99.5％であった。１２月３日の試験終了

時には,Ａ区では平均全長18.6cm(範囲14.7～23.2qn)，

平均体重54.59（範囲23.9～１０６．４９）に，Ｂ区では平

均全長17.4cｍ（範囲14.3～20.0cm），平均体重23.69

（範囲22.8～71.59）に成長しており，生餌の方が配

合飼料よりも成長が良かった｡１０月３日の測定以降は，

両区ともIこへい死した個体はなく,生残率はＡ区99.0％，

Ｂ区99.5％であり，生残率にはほとんど差がなかった。

平成９年度の人工飼育当歳魚の水温別飼育試験では，

９℃区での共食いによる減耗が大きかったが，今回の

７℃前後の飼育では餌が十分にいきわたったこともあ

り，共食いはみられなかった。

早く成長させるには，配合飼料より生餌での飼育が

望ましいが，栄養面を考えると配合飼料の方が良いと

推察されることから，生餌と配合飼料を併用して飼育

することが望ましいと考えられた。

(5)種苗生産試験

ア収容密度別飼育試験

ふ化後20日目では,ＮＱｌ水槽で平均全長6.8mm,NOL２水

槽で平均全長6.8皿であり，生残率はNQ1水槽で82.9％，

NOL２水槽で91.4％であった。ＮｃＬ２水槽ではふ化後23日目

0．５２

０．５５

０．６２

０．７１

０．６９

０．７５

と28日目に，ＮＱ１水槽ではふ化後31日目に生残魚の約半

数にあたる大量へい死がみられ，その後も両水槽ともIこ

へい死が続いた。ふ化後40日目では，Ｎｃｌｌ水槽で平均全

長11.0mm，ＮＱ２水槽で平均全長10.5ｍであり，生残率は

NcL1水槽で2.2％，ＮｃＬ２水槽で2.9％であった。生残尾数

が少なくなったので，ふ化後54日目で試験を中止し，全

数取り揚げたところ,NoL1水槽で65尾(平均全長13.0mm)，

NcL2水槽で195尾（平均全長13.4mm）であった。

前述の天然親魚の養成の項で述べたように，本年度

の親魚養成に問題があり，その親魚からの受精卵とふ

化仔魚であったことが，ふ化後20日目以降大量へい死

がみられた原因の一つとして考えられる。

イ４㎡水槽による種苗生産試験

平均全長3.6mmのふ化仔魚は,ふ化後20日目で平均全

長7.4mm，ふ化後40日目で平均全長12.6ｍ，ふ化後６０

日目に平均全長18.7mmとなり，取り揚げの90日目には

平均全長33.9ｍに成長した。成長は，前年の７㎡水

槽による種苗生産試験よりも良かった。ふ化後20日目

の生残率は，９２．７％（38,000尾）であり，ふ化後40日

目では58.5％（24,000尾）であった。ふ化後45日目頃

から百尾単位のへい死魚がみられるようになり，ふ化

後62日目まで続いた。ふ化後90日目で取り揚げたとこ

ろ，生き残った稚魚は平均全長33.9皿（範囲22.6～44.0

皿）の1,118尾で，生残率は2.7％であった。前年度の

７㎡水槽による種苗生産試験より，取り揚げ時の平均

全長(前年度ふ化後100日目,31.4ｍ)は大きかったが，

生残率（前年度15.9％）は低かった。生残率が低かっ

た要因は，本年度使用した親魚の状態が前年度よりも

良くなかったことが，卵質およびふ化仔魚に影響を与

えたためと考えられる。

【鯛査・研究結果登鮫印刷物等】

なし
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④ハタハタ親魚養成に関する技術開発研究

【目的】

日本海の深層域に生息する，有用漁業資源であるハ

タハタについて深層水利用による飼育養成を行い，親

魚養成技術（（社）日本栽培漁業協会能登島事業場と

共同研究）の基礎資料を得る。また，放流技術開発に

関する知見収集のため，標識放流と標識魚の追跡を行

う。

【方法】

(1)人工飼育２歳魚の自然産卵試験

前年度の人工飼育１歳魚の自然産卵試験から生き残

った2,786尾を引き続き，人工飼育２歳魚の自然産卵試

験に供した。養成にはビニールシートでテント状に覆

った屋外の33㎡八角形コンクリート水槽と15㎡円形コ

ンクリート水槽および屋内の４㎡角形コンクリート水

槽を使用した。餌料として，冷凍オキアミ：イカナゴ

＝１：１に総合ビタミン剤を外割で２％添加したミン

チ（朝と夕の２回，７月１５日以降は１回）と配合飼料

（自動給餌器で早朝と昼の２回，６月25日以降は１回

で９月８日に中止）を土・日・祝祭日を除き毎日給餌

した。給餌量は，６月25日までは１日当たりミンチ

1,200～2,4009,配合飼料200～4009で,それ以降７月

16日までは１日当たりミンチ950～2,1009,配合飼料

100～1609で,それ以降は１日当たりミンチ200～５００

９，配合飼料40ｇであり，生残尾数の減少に伴い給餌

量を少なくした。飼育水は当初表層水と深層水を混合

して６℃前後に調整して使用し，５月24日以降は深層

水のみとした。水温測定，底掃除およびへい死魚の計

数を行った。６月１日に産卵基盤として,漁網（60×８０

cm，目合い３cm）２枚を垂下した。さらに６月１４日に

金魚藻型の人工海藻（商品名エスラン，水産増養殖施

設株式会社製，以下，金魚藻型という）を２本を垂下

し，７月１７日にエンドウ目の天然海藻を投入した。成

長と生残,９８塊数，産卵数および発眼率を調べた。飼

育期間中の水温は2.0～6.8℃であった。

(2)人工飼育３歳魚の標識放流と追跡

前年度の２歳魚の自然産卵試験から生き残った３歳

魚33尾に，赤色38mmアンカータグ（NbL9350～9379およ

－５６－

堀田和夫

び9205～9207）を装着し，平成13年５月22日に滑川市

高塚沖（水深300ｍ）で放流した。放流魚は平均全長

17.8cｍ（範囲15.4～20.4cm），平均体重51.69（範囲

29.0～85.09）であった。標織魚の追跡は，漁業者な

どからの再捕報告によった。

(3)平成12年度標識放流群（１歳魚）の追跡
平成12年４月27日と28日に石川県能登島沖（黄色で

ノトと刻印のある20mmアンカータグ）および富山市岩

瀬沖（赤色でトヤマと刻印のある20mmアンカータグ）

に各々3,500尾を標識放流した群を漁業者などからの

再捕報告により追跡した。

(4)人エ１歳魚水温別成熟試験
屋内の２㎡円形ＦＲＰ水槽３面を用いて，2.5℃区，

5.0℃区および7.5℃区の試験区を設け，秋田産12年群

（１歳十）を各試験区とも雌雄100尾ずつ（計200尾）

収容し,水温別成熟試験を行った｡飼育水は流水とし，

換水率は６回転／日とした。配合飼料（中部飼料株式

会社製，えづけ一る２号）を総魚体重の２％の量を平

日のみ給餌した。なお，底掃除も平日のみ夕方１回行

った。月に１～２回，雌雄８尾ずつ（計16尾）をサン

プリングし，全長，体重，肥満度および生殖腺指数の

推移を比較した。試験期間は平13年７月１７日から産卵

が確認される平成14年１月中旬までとした。

(5)人工１歳魚の卵質改善を目的とした餌料試験
平成１３年12月20日に上屋付の４㎡角形コンクリート

水槽２面を用いて，秋田産12年群（１歳十）を各水槽

とも888尾ずつ収容し，卵質改善を目的とした餌料試験

の予備飼育を開始した。餌料は配合飼料（林兼産業株

式会社製，ヒラメ稚魚育成用ヒラメ２号）を自動給餌

器で朝，夕の２回毎日給餌し，給餌量は各水槽とも９０

９／日とした。飼育水は深層水を使用して流水とし，

換水率は１１回転／日とした。なお，底掃除も平日のみ

朝１回行った。平成１４年１月９日からヒラメ稚魚育成

用ヒラメ２号を給餌する水槽を対照区とし，マダイ稚

魚育成用ノプアＥＰ－２（林兼産業株式会社製）を給

餌する水槽を試験区とした。給餌回数，給餌量および

底掃除は，予備飼育と同様とした。平成14年度から定



期的にサンプリングし，全長，体重，肥満度および生

殖腺指数の推移を比較する。また，産卵雌個体率を調

べる,とともに餌料，産出卵の一般成分を分析する。

【結果の概要】

(1)人工飼育２歳魚の自然産卵試験

平成13年６月２日から10月３１日の152日間に，330尾

の自然産卵が認められた。２歳時の産卵は，１歳時よ

りも１００日も早く，長期にわたり，産卵尾数はほぼ同数

であった。産卵開始が早まったことにより，この卵塊

を３℃（3.2℃では積算水温380℃・119日でふ化）の深

層水で管理しても，１０月上旬からふ化し，深層水を使

用しないと種苗生産ができないこともあり，深層水を

さらに冷却した1.8℃の水温で管理した。総産卵数は約

227,000粒で10月５日に発眼率を調査したところ，発眼

率は7.4％であった。1.8℃の水温での卵発生が確認さ

れたが，この時点で発眼率が悪かったのと，ふ化の管

理水温は８～10℃が最適(積算水温500℃でのふ化が最

適）とされており，これ以上または以下の場合，ふ化

した仔魚が弱く，初期(こへい死する個体が多いことか

ら，卵の水温管理を中止して焼却処分した。

産卵基盤別卵塊数は，漁網の卵塊数が166個と最も多

く，水槽底が137個，天然海藻が26個，金魚藻型が１個

であった。本年は試験的に４日間，天然海藻を投入し

たところ，漁網よりも明らかに産卵基盤（漁網１個，

底７個，天然海藻21個／４日分）として有効であるこ

とが分かった。

産卵が始まった頃からへい死する親魚が多くなり，

検査したところ非定型エロモナスサルモニシダの感染

症であることが判明し，配合飼料に合成抗菌剤である

水産用パラザンエースを吸着させ，フードオイルでコ

ーテングして給餌したが，:感染症を治癒することがで

きなかった。平成14年１月３１日時点で81尾となり，他

水槽への疾病蔓延が危倶されたため，測定後焼却処分

した。平均全長は雌18.2cm，雄17.0cmで，平均体重は

雌６７．１９，雄47.3ｇであった。

(2)人エ飼育３歳魚の標識放流と追跡
平成14年３月末現在１尾も再捕されていないので，

今後も追跡調査を継続する。冊

(3)平成12年度標識放流群（１歳魚）の追跡:…
平成14年３月末現在の再捕尾数は，石川県能登島沖

放流群では48尾，富山県岩瀬沖放流群では46尾であっ

－５７－

たｄ:能登島沖放流群の再捕は獄:石川県より南はなく，
,zdq｡,Fや4▲ ９ｌｂ#

最北は新潟県西蒲原郡角田岬沖であった。富山県氷見

地区で最も多く23尾再捕され，次いで新潟県西頚城郡

能生町沖の１０尾であった。再捕は刺網で26尾，底曳網

19尾，定置網で３尾であった。放流から再捕までの経

過日数の最長は,698日であった｡岩瀬放流群の再捕は，

最南は京都府竹野郡経ケ岬沖，最北は秋田県能代市沖

であった。新潟県西頚城郡能生町沖で最も多く１３尾再

捕され，次いで富山県氷見地区の10尾，放流場所であ

る富山県富山市地区の９尾の順であった。再捕は底曳

網で25尾,刺網で12尾，定置網で６尾，ごち網で２尾，

不明１尾であった｡経過日数の最長は,695日であった。

今後も再捕される可能性があるので，追跡調査を継続

し，詳細な検討は次年度行う。

(4)人エ１歳魚水温別成熟試験

平成１３年10月９日時点で，すでに7.5℃区では排卵，

排精に至った成熟個体を確認した。１１月13日には2.5℃

区において雌１尾の産卵を確認し，この卵塊は６．３９

（445粒，14.2mg／粒）と通常（平均20mg／粒）よりも

小さく，卵は受精していなかった。１１月20日の調査に

おいて，雌は7.5℃区が成長，成熟ともに最も優れてい

た（2.5℃区く5.0℃区く7.5℃区）。一方，雄の成熟に

関しては，雌同様の飼育水温による顕著な差がみられ

なかった。なお，肥満度には雌雄顕著な差はみられな

かった。これまでの養成試験結果から，産卵する雌個

体の比率を高めるためには，成熟が始まる８月までに

雌雄それぞれ全長15cmおよび１４cm以上に育成すること

が有効であると考えられている。本試験において，８

月15日時点の平均全長は雌１３cm弱，雄12.5cm弱であり，

試験供試サイズとしては幾分小さかった。その結果，

全区とも大半の個体が成熟，産卵に至らず,､有効な飼

育水温帯を確認できなかった。なお，１１月20日時点の

生残尾数は2.5℃区117尾，5.0℃区63尾，７．５℃区30尾

であり，7.5℃区は当初計画した産卵確認までのサンプ

リング回数を充た､すことができないと判断されたため，

全区とも全数取り揚げて試験を終了とした。雄は，雌

よりも成熟の進行状況が同調しており，成熟が始まっ

たと考えられる９月４日以降，生殖腺指数の変動係数

は，雄で小さく，雌で大きかったが，最終成熟に近づ

いた11月20日には，雌雄間の格差は小さくなった。

人工飼育下における生物学的最小形はこれまで考え

られていた雌で全長150mm〆雄で130mmよりも小さく，

雌で全長約130mm，雄では約120mm程度であることが確



認された。

(5)人エ１歳魚の卵質改善を目的とした餌料試験

サンプリングと分析は，平成14年度から実施する予

定で，結果については次年度報告する。

【調査・研究結果登載印刷物等】

な し

－５８－



（３）深層水多段利用研究

【目的】

海洋深層水のもつ低温性，富栄養性および清浄性とい

う３大特性を最大限活かした効率よい水産利用技術が求

められているので,アワビやマツカワなどの冷水性魚介類

の養殖および餌料用の大型藻類や付着珪藻の培養を組み

込んだ深層水の多段利用技術を確立する。

①付着珪藻の安定培養技術の開発

【方法】

「平成１３年度深層水多段利用水産増養殖技術の開発に

関する報告書」を参照。

【結果の概要】

（ア）連続培養装置中の付着珪藻の変遷および優占

種の確鹿

平成１３年７月に培養（７月培養）を開始したサンプル

と平成１３年２月に培養（２月培養）開始したものを比較

し､培養開始時期の違いにより出現種および優占種に変化

があるか確認した。また、２月培養、７月培養培養ともに

培養開始４５日目までに付着珪藻が濃密に繁茂することを

確認した。培養初期では２月培養、７月培養とも淡水種が

多く見られたが、培養日数１３１，１３０日目ではいずれも海

産種が優占し､培養開始時期の違いによる出現種の相違は

ほとんど無かった。また、培養当初、出現種に差が見られ

るものの、未ろ過の深層水（水温３～4℃）を利用した場

合､最終的にはＧ卯hodbsmjsacus､BkIcilja顕paxiz睡眠

脆唯uねｄｉＩ９ｅｃ趣､ﾉMbmsZI9anUmmzlﾉbdbなどが優占する

ものと考えられ､培養開始時期により優占種が変動する可

能性は低いと考えられた。

（イ）培養条件の検討

培養水の換水率と栄養塩利用率の関係

平成１３年７月培養（回転率20回転／日）と平成１３年

２月培養（回転率７２回転／日）と栄養塩利用率を比較し

た｡２月培養の２７日目と７月培養の３０日目を比較すると、

７月培養の栄養利用率が各成分とも２～３倍の値を示し、

回転率を下げることで栄養塩利用率が向上したものと考

えられた。しかし、利用率は最大でも46.2％であり、より

回転率を抑えることによりさらに効率よく深層水の栄養

小善圭一･渡辺健･藤田大介

塩を利用することが可能と考えられる。

（イ）加温深層水による培養

平成１４年１月１５日から１５℃に加温した深層水で培養

開始した。培養３０日目には付着珪藻が濃密に繁茂した。

深層水原水の場合と比べると､濃密な繁茂を確認するまで

の期間が２週間ほど早い結果となったが､収穫により優占

種が変動する可能性がある。

②ヒラメ密度飼育試験及びヒラメ排水を利用したア

ワビ飼育試験

【方法】

ヒラメ図－１に飼育試験の概略図を示した。

ヒラメの飼育は、１５ＯＬ（実容量）の底面積０．７５㎡

角形ＦＲＰ水槽で、１区５６尾（飼育密度２倍)、２区４２

尾（同１．５倍)、３区２８尾（同１倍)、４区２８尾（同１倍）

を収容し、１～３区は紫外線を照射した表層海水と深層水

を掛け流しで注水し、水温が１８℃程度となるようにそれ

ぞれの注水量を調整した（以下「調温区」という｡)。４区

は紫外線を照射した表層水のみを注水し(以下｢無調温区」

という｡)、それぞれの水槽で換水率が時間当たり概ね３

回転となるように調整した｡底及び中層から排水可能とな

るように加工した塩ビ管を水槽底面から立ち上げ､底掃除

は実施しなかった。給餌は、市販のヒラメ用配合飼料を１

日おきに飽食量与えた。

なお､飼育は表層水温が１８℃を超えた平成１３年６月下

旬より開始し､表層水温が約１８℃以下に低下した１１月下

旬に、深層水の注水を止め､その後は表層水(紫外線照射）

のみで飼育を継続し、表層水温が１２℃台となった１４年２

月上旬で終了した。

アワピアワビの飼育は、４ＯＬ（実容量)底面積０．２４

㎡角形ｺﾝﾃﾅ水槽で、上記１～４区のヒラメの排水を簡易漉

過の後に注水する試験区を４区設け（以下「ヒラメ排水使

用区」という｡)、対照区として非排水の調温区(５区）と、

非排水の無調温区（６区）を設定し、それぞれにエゾアワ

ビ４０個を収容した。餌料として市販のアワビ用配合飼料

を２日おきに各区同量（残餌が毎回生じる量）を与えた。

ヒラメ排水使用区では、簡易滝過槽の滝材の洗浄を１
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週間に２回、また水槽全体（シェルター含む）を１週間

に１回掃除した。なお、アワビの飼育は、１３年７月上旬

より開始し、ヒラメ同様１４年２月上旬に終了した。

湧定及び水質検査ヒラメの全長及び体重と、アワビ

の殻長及び体重を概ね１月毎に１回測定した。

水質については、ｐＨ，ＤＯ、注水量を週１回測定する

とともに、９月中旬及び２月上旬に一般細菌を検査した。

【結果の概要】

生残

ヒラメ平成１４年１月３１日までに、１区で５尾が弊

死（うち３尾は水槽からの飛び出しによる弊死（以下「事

故死」という｡)、２区で２尾（事故死)、３区で２尾（事

故死)、４区で２尾（事故死）が弊死し、事故死を除いた

生残率は１区で96.4％、その他の試験区で100％であっ

た。

アワビ平成１４年１月３１日までに、１区で１３個体、

２区で１０個体、３区で１個体、５区で２個体が弊死し、

生残率は１区から順に67.5％、75.0％、97.5％、100％、

95.0％、100％であった。なお、弊死した個体は成長の劣

る小型のアワビが多く、低水温期の弊死は少なかった。

成長

ヒラメ飼育期間中のヒラメの成長を図－２に、餌料

効率を表－１に示した。１０月（約１００日）までは各試験

区ともほぼ同様の成長を示したが、４区については、１０

月以降他区と比較して成長の伸びが良かった。また、餌料

効率では、１０月上旬までは、１区が５８％、２区が６３％、

３区が66％､４区が47％で密度の低い３区が効率が良く、

水温の高い４区が劣った。しかしながら、１０月以降４区

が好成長を示し、１２月末では１区で６８％、２区で７１％、

３区で７８％、４区で７４％となり、３区が最も良好であっ

た。

アワビアワビの測定では､弊死が多く見られたため、

測定時点で生残が最も少ない試験区の個数に合わせて､各

試験区の殻長の上位個体のデータを採用し、平均殻長・体

重を求めた。その結果を図－４に示した。

１区､２区､３区の比較では、ヒラメ飼育密度が低いほど

アワビの成長が良かった。調温区の３区と５区（ヒラメ

非排水区）の比較では、３区の方が成長が良かった。こう

メ非排水区の５区（調温区）と６区（無調温区）の比較

では、調温区の５区の方が成長が良かった。ヒラメ排水区

の４区（無調温）とヒラメ非排水区の６区（無調温）の

比較では、４区の方が成長が良かったが、いずれも低成長

であり、６区では高水温時に重量の減少が見られた。

表－１ヒラメ飼育における餌料効率

（飼育開始当初から測定日までの通算の餌料効率（％)）

測定日 １区 ２区 ３区 ４区

1０月１日 5８ 6３ 6６ 4７

１２月２５日 6４ 6７ 7２ 6９

細菌検査結果を表－２に示した。

ヒラメ飼育排水、アワビ飼育排水及び各注水について、

一般細菌数を検査したところ、９月の検査では、ヒラメ排

水では各試験区で大きな差はみられなかったが､アワビ試

験区の１～４区、６区で細菌数が多かった。また、水温の

低下（約１２℃の紫外線照射表層海水注水）した２月の検

査では､ヒラメ排水で密度の高い試験区ほど細菌数が多か

ったものの、９月と比較して１ｵｰﾀﾞｰ程度少なかった。ア

ワビ排水ではヒラメ排水同様に９月と比較して１ｵｰﾀﾞｰ程

度少なかった。

【考察】ヒラメの飼育密度による成長では、各区で大

きな違いは見られなかったが、１０月まで（表層水温低下

前）の餌料効率では表層水温で飼育した４区が一番劣り、

飼育密度が低いほど良かった。従って、ヒラメの養殖に際

しては、ある程度の餌料効率が確保できること、さらには

高密度でも安全に飼育できる清浄な水質等の飼育環境下

で行うことが必要であると考えられた。一方、４区では、

水温が低下した１０４日目（１０月１日）以降（水温は２２℃

台から順次低下)の成長が他試験区と比較して良かったが、

この好成長が､表層水の高水温時期を経過したことによる

ものなのかどうか、また、高水温時期に餌料効率が悪かっ

たことを考慮して､調温区と比較してどちらがより効率的

な飼育環境かということについて今後検討する必要があ

る。

アワビについては､ヒラメ飼育尾数が多ければ多いほど

弊死尾数が多く、かつ成長も劣っていた。さらには一般細

菌数も多かったことから、ヒラメの飼育排水が影響してい

たことは明らかであり、将来的に多段利用システムを考え

－６０－



表－２細菌検査結果

一般細菌数（CFU）

１３年９月１３ １４年２月３日

日

ヒラメ１区 ２．５×１０
。

6.5×１０

２区 2.3×１０
３

5.0×１０

３区 2.3×1０
３

１．８×１０
Ｚ

4区（無鯛温） 0.9×１０
３

2.0×１０
２

アワビ１区 7.1×１０
３

8.4×１０
Ｚ

２区 3.2×１０
３

5.3×１０
２

３区 １．７×１０
３

4.0×１０
Ｚ

4区(排水無飼湿） 6.9×１０
３

7.7×１０
２

5区(非排水飼温） 1.3×１０
Ｚ

5.0×１０

６区 7.6×１０
２

3.5×１０

(非排水無飼温）

表層水原水 ４．０×１０ 3.0×１０

表層水 ９．０×１０ １．０×１０

(紫外線照射）

深層水原水 ０ 4.5×１０

豪採水君所はヒラメについては、アワビ水槽注水の手前アワビ１～４区については、

直過水槽の排水口アワビ５区及び６区については、排水口から．（図－１参照）

た場合､排水の漁過方法の検討及びアワビ排水でヒラメを

飼育する方法の検討も必要である。

なお､各調温水槽へはそれぞれ単独に表層水と深層水を

混合して注水していたため、日々変化する水温に対し、一

定の水温を保つことは容易ではなく、１８℃を基本に調整

を実施していたが、１℃以上の昇降が頻繁に発生した。ま

た、水量も水温変化に平行して調整する必要があり、一定

量を維持することが困難であった。

次年度以降はこのような水温変化の問題を解決できる加

温深層水を利用した施設が整備されることから､加温深層

水と表層水を使った各種比較試験が可能となるであろう。

③アワビ類養殖技術の開発

【方法】

「平成１３年度深層水多段利用水産増養殖技術の開発

に関する報告書」を参照。

【結果の概要】

平成１３年度は,深層水加温施設ができるまでの基礎研

究として，前年度に引き続きアワビ養殖試験を実施し，水

温，餌料，波板の有無，夏の水温抑制，飼育密度などの違

いによる養殖アワビの成長や生残率を調べた。また，前事

業（平成11～12年度）に引き続き，深層水のかけ流しだけ

（無給餌)による省力的なアワビ養殖の可能性を探るため

に,光透過性水槽を用いた付着珪藻とアワビの混殖試験を

実施した。

①水温モニタリング

平成13年５月23日から平成14年１月２１日の表層水と加温

深層水の水温変化を調べた結果,表層海水は特に給水上の

問題がなく，約28℃まで上昇した後に下降した。加温深層

水は，７月までフレキシブル配管部分で気泡が発生し，給

水がしばしば停止し,そのたびに水温が約１０℃急上昇した。

特に，７月の事故では水温が30℃を越えたため，アワビが

大量に死亡した。この後，この部分の配管を不透明な塩ビ

管に交換したところ，事故は起こらなくなった。しかし，

夏以降，熱交換器（淡水側）の目詰まりが原因で，熱交換

効率が低下し，冬には水温５℃以下まで下がった。なお，

正月の積雪時に塩ビ管が脱落して一時的に氷点下まで水

温が下がり，水槽の底で多くのアワビが横転したが，仮死

状態で，給水復帰とともに活力を取り戻した。

②アワビ・サザエの飼育

2000年貝の６試験群の中では,表層水低密度群が抜群に

成長が良く，他の飼育群はほとんど差が認められなかった

ことから，波板の有無,餌料の種類よりも飼育密度が重要

であることが示唆された。ただし，波板を使用しなかった

配合群と一時的にワカメを与えた群で成長不良個体がか

なり出現した。ワカメについては，低密度飼育群を設けて

長期投与し,配合餌料との成長比較を行う予定にしていた

が，水槽に余裕がなく，実施出来なかった。配合餌料は冷

蔵，生ワカメは凍結して保存しなければならないが，水試

では冷蔵･冷凍庫の収容能力が限られているために保管場

所が問題となるので,深層水を活用した餌料用コンブの育

成に対する期待は大きい。

密度別飼育試験では,アワビ稚貝の着生面積と飼育水槽

の計測結果に基づき，各密度区（50～900個体/カゴ）を設

けて試験を開始した。しかし，底面や側面が均一に利用さ

れるケースは稀で，波板の裏側やカゴの隅（辺や角）を好

む傾向が認められた。３月までは，2000年低密度群（昨年

からの継続）と2001年大型選別群を除き，成長に差は認め
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られなかった。光透過水槽に入れたアワビは，水槽底の周

囲に定着し，日射により水温が高くなる昼間に壁面に這い

上って付着珪藻を摂餌した。しかし，年度の後半には，加

温深層水の水温が顕著に低下したため,アワビは水槽底面

に留まることが多くなり，そのまま発死する個体も出現し

た。このため，生残率は52％と芳しくなかったが，昨年２

月（殻長42ｍ)から１年で一口アワビサイズ(平均59.9mm：

表層水

深層水

ヒラメ

2倍区

５６尾

18℃

調温区

1区

アワビ

！◆

簡易浦過

！▼

４０個

1区

i区

1.5倍区

４２尾

18℃

調温区

ｉ◆

簡易漁過

｜▼

４０個

2区

50～66ｍ）まで達した。2000年貝で最も成長のよかった表

層水一配合餌料低密度飼育群とは肥満度で比べてもほと

んど差がなかった（いずれも0.13～0.14）。

【圏査結果搭載印刷物等】

平成１３年度深層水多段利用型水産増殖技術の開発に関す

る報告書平成14年３月社団法人マリノフオーラム2１

Ｉ区

1倍区

２８尾

18℃

調温区

ｉ◆

簡易滴過

ｉ▼

４０個

3区

4区

ｺﾝﾄﾛーﾙ

２８尾

18～27℃

無調温区

ｉ◆

簡易浦過

；▼

４０個

4区

５区

(非排水調温区）

１８℃

６区

(非排水無調温区）

１８～27℃
◆印は細菌検査採水個所（ヒラメ）

▼印は〃（アワビ）

アワビ
４０個 ４０個

▼ 表層水▼

※浦過槽はアワビ水槽上方に設置。

図・’実験水槽の略図
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２．３非水産分野における深届水有効利用研究

（１）微細藻類培養試験研究且

【目的】

海洋深層水を培地として､微細藻類の培養を行う。得ら

れた試料については､薬事研究所において有用生理活性物

質の検索を行う｡

【方法】

(1)約Ｗｃ"ﾉβ‘〃“fどの培養

海洋深層水を掛け流した屋外水槽に自然繁茂した付着

珪藻を採取し，マイクロマニピュレーター法により

ﾊﾙ９画bujadi1℃cjaを単離した。この株を約１０℃に設定し

た恒温装置内の２リットル平底フラスコで,ろ過深層水を

培地として継代培養し,適宜収穫して薬事研究所に提供し

た。『“一

(2)自然繁茂種の培養

付着珪藻連続培養装置に深層水原水（水温３～4℃）を

通水し、自然繁茂した付着珪藻を連続培養した。定期的

（３０日～６０日）に収穫し、薬事研究所に提供した。

【結果の概要】

(1)脆"“ﾉβ‘ﾉr“釦の培養

Ｈ１１年度より静置培養を開始しているが、継代培養期

間が１年以上の物については､一部細胞が小型化､活力低

下による白化などが見られた。今後､付着珪藻連続培養装

匝による単種培養を試みる。

(2)自然繁茂種の培養

収穫により、懸濁状態で試料を得た｡その後２時間程度

静圏し、上澄を取り除き提供試料とした。得られた試料中

に浮遊性、付着性珪藻合わせて２４種を確認した。

表１提供試料一覧

年月日

平成１３年５月２５日

平成１３年７月２５日

平成１３年８月２３日

平成１４年２月２５日

提供試料

A店”bujadi”c“

自然繁茂種

jV2?”bujadiI9ec”

自然繁茂種

自然繁茂種

【圏査結果搭載印刷物等】

なし

－６５－

小善 圭一



２．４富山湾の海洋科学研究
（１）日本海固有水の性状特性に関する研究

【目的】

現在，取水を行っている海域および取水している深層水の変

動を連続的に把握し、その変動要因を検討する。

【方法】

（１）海域調査

①流向･流速調査

調査地点の水深100mおよび300mに流向･流速計(ACM-M8M、

アレック電子㈱ﾘを設置し,連続測定(15分間隔)を行った。

調査期間：

平成１３年８月２７日～９月７日(１２日間）

平成13年１２月６日～１２月１９日（１４日間）

平成１４年２月２４日～３月１３日（１７日間）

調査地点：滑川地先（S，水深365m）

北緯36.48.00,東経137.20.10

②採水調査

流向・流速計設圃地点を中心に９定点（図l、S-l～9）を

設定し，流向・流速調査開始、終了時にＳｍ観測、バンドン

採水器による各層採水を実施した｡水温,塩分,栄養塩(硝酸

態一N、リン酸態一P，ケイ酸態一Si）の測定を行った。

(2)取水深層水調査

深層水施設内に硝酸塩連続分析装置を設置し,連続分析(１

時間間卿を実施した。

調査期間：平成13年10月１２日～（現在継続中）

【結果の概要】

(1)海域調査

図１８月壷置点図

－６６－

小善圭一

①流向･流速

水深、調査別の流向・流速の頻度分布を図２に示した。

８月100ｍ：最大･最小流速は38.9cm/sおよび0.1cm/sで、

平均流速は9.7ｃｍ/sであった。

流向の出現頻度を見てみると、二つのピークが見られた。

一方は南西から西南西方向(225～255。）で約23％、もう一

方は東北東から東方向(60～105°）で約23％を占めていた。

８月300ｍ：設置した測器の不調によりデータが得られなか

った。

１２月100ｍ：最大･最小流速は39.0cm/sおよび0.2でcm/ｓ

で、平均流速は１０．６ｃｍ/sであった。

流向の出現頻度のを見ると､南西から西方向(225～270。）

にピークが認められ､約25％を占めていた｡北東から南末ｌ

（45～195。）にかけての流れは多少差があるものの約９～

１４％であった。

１２月300ｍ：最大･最小流速は9.0cm/sおよび0.1cm/sで、

平均流速は2.1cm/Sであった。水深１００ｍに比べ明らかに流

速が小さかった。

流向の出現頻度のを見ると、南南西から西方向（180～

270。）にピークが見られ、約40％を占めていた。その他の

方向は約10～13％であった。水深100ｍとほ圃司様の出現パ

ターンを示した。

２月100ｍ：最大･最小流速は27.0cm/sおよび0.5cm/sで、

平均流速は10.2cm/sであった。

流向の出現頻度のを見ると､ピークは南西から西方向(225

～270°）で約42％を占めていた。

２月300ｍ：最大･最小流速は16.1cm/sおよび0.1cm/sで、

平均流速は4.7cm/sであった。平均流速は、水深１００ｍに比

べ明らかに流速が小さかったが､１２月の平均流速に比べ倍以

上の値であった。

流向の出現頻度を見ると、ピークは北東から東方向（180

～270。）で約38％を占めていた｡水深100mと比車薩ずるとほ

1通りｹ向の流れであった。

今年度の調査では水深１００ｍにおいて、季節を問わず

１０cm/s前後の平均流速が観測された｡また6cm/s以上の流れ
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が全体の70％以上を占めており､定常的に比較的強い流れが

存在していた｡流向は南西から西(225～270。）が主体で沿

岸に沿った流れであった。

水深300mでは､平均流速が2.1および4.7cm/sで水深100ｍ

に比べ明らかに小さかった｡流速が1cm/s以下のほぼ無流状

態が12月は37％、２月は12％存在していた。また、昨年度

実施した６月の調査では1cm/s以下は4％であった６流向は

水深100ｍの出現頻度と同様のパターンを示す場合と、逆パ

ターンを示す場合があった。

以上の結果から、水深300ｍでは､流れの季節変化が存在

する可能性が示唆された。また､流向の変化に併せて､水温

が変動する場合も見られており、今後､水温との関係も含め

検討を行う。

鯛査年月

８月２７日～

９月７日

１２月６日～

１２月１９日

２月２４日～

３月１３日

表１闘瞳ごとの競蝕一覧

水深

100ｍ

300ｍ

100ｍ

300ｍ

100ｍ

300ｍ

最大流速

（cm/s）

38.9

39.0

9.0

27.0

16.1

最小流速

（cm/S）

0.1

0.2

0.1

0.5

0.1

平均流速

（cm/s）

9.7

10.6

2.1

10.2

4.7

②採水調査

水温．塩分については，200ｍ以深では季節を問わず安定

している。表層から200ｍ以浅では季節により差があるもの

の､水深が増すごとに栄養塩濃度が上昇し､200m以深では安

定しており、前年度までの結果と一致していた。また、200ｍ

以深では､調査定点による栄養塩濃度の差もほとんどなかっ

た。

(2)取水深屑水調査

平成13年10月１２日から平成14年３月３１日まで連続分

析の結果、取水深層水の硝酸塩濃度の平均は２３．１“Ｍ

（0.32mg/L）で､海域における硝酸塩濃度とほぼ一致してい

た。１０月から１２月中旬にかけて栄養塩濃渡は比常紬勺安定し

て椎移した。しかし、１２月中旬以降､短時間で栄養塩が大き

く変動する場合があり､最大で約40％の濃度変動が見られた。

連続分析期間中､取水深層水の水温は1.50～4.52℃で変動

しており、硝酸塩濃度との関係を見ると、逆相関を示した。

水深300ｍの流向と水温の変動が連動している可能性もある

ことから、今後､分析を継続し水温、流向・流調査と合わせ

て深層水の変動を検討していく必要がある。

【調整6結果撒頗]刷物等】

なし

－６９－



(2)湧水域周辺の生物群集に関する研究

【目的】

富山湾（県東部）の浅海域で潜水調査を行い，湧水の分

布を調べるとともに,湧水とその周辺における生物相の違

いを明らかにする｡今年度は魚津市沖湧水の湧出状況を周

年（季節毎）観察するとともに，他の分布地を探す。

【方法】

魚津市青島の魚津漁協道下倉庫・斜路沖では，平成１３

年４月２３日，５月１５日，６月２７日，７月６日，１２月１２

日，平成１４年２月２６日及び３月２５日の７回潜水した。

このうち，６月２７日は底濁りがひどく調査を断念し，７

月６日はNHKニュース１０の取材に応対した。各潜水時に

は,昨年度ステンレス製チェーンで囲って目印とした湧水

や周囲の植生を観察し,水中記録や写真撮影を行ったほか，

海底の微小動物の予備採集試験を行った。

また，昨年１２月に湧水付近の定置網ロープに移植した

北海道産マコンブの成長を水中で測定したところ，４月に

は５０～70ｃｍに伸びていたことから，５月１５日と２月２６

日には湧水中に多く含まれる希土類を吸収（生物濃縮）さ

せるため，ステンレス製チェーンと離れた場所（懸垂した

ロープ）にコンブの種糸を縛りつけた。

このほか，昨年度の潜水調査で，深所産紅藻アヤニシキ

などが湧水（淡水）に触れることによって変色している可

能性が示されたので，１２月１２日には海底の湧水口にアヤ

ニシキを置くことにより，あるいは室内で海水，５０％海水

および淡水を満たした各シャーレ（腰高）にアヤニシキ小

片を入れて振とうし，その変化を調べた。

魚津市以外では,３月５日に入善町吉原の海底林付近(水

深２０～25ｍ）で湧水探索のための潜水調査を実施した。

【結，果】

(1)魚津市青島沖の湧水の分布

魚津市青島では，昨年度に引き続き，距岸160ｍ（水深

7ｍ）付近の砂帯，180～220ｍ（水深８～15ｍ）の喋帯，

距岸220ｍより南側に５０ｍほど離れた泥帯（水深２６ｍ）

の３カ所で海底湧水が認められた。

定量採集は行っていないので，詳細は明らかでないが，

海水一淡水混合による「水のゆらめき」具合（写真の撮り

やすさ？）から判断すると，湧出量は３～５月に多く，海

底から高さ５０ｃｍ程度までゆらめきが認められた。それ以

降は減少傾向にあり，１２月には高さ１０ｃｍ程度しか「水の

ゆらめき」が認められなかった。なお，１２月には目印を

藤田大介

つけた５つの湧水点のうち４つが砂に埋まり,設置してい

たチェーンすら見つけることができなかった。

２月２６日には再び５つとも湧水点が見つかったが，同

じ日に約５０ｍ岸寄りのコンクリートブロック（造成漁場

の沖側を縁取る一連の異型ブロック）を観察した結果,海

底（砂）面から高さ４０ｃｍまでの範囲で一様に無節サンゴ

モなどが枯死・白化していた。このことから，１２月上旬

～２月下旬の約２カ月半の間に，一帯で広くシケによる砂

面の低下が起きて湧水が再び出現したと考えられる。

(2)魚津市青島沖の湧水帯の生物

４～６月の湧水帯の景観は，昨年と同様で，海藻ではケ

ウルシグサやフサノリが目立った。このほか，２月と３月

の調査では，水深９～12ｍの範囲にカシラザキの大群落が

見つかり，ツルアラメが数本ずつまとまって生育していた。

この時期は透明度が高く，カシラザキなどが密に生育して

いて遠くから離れて色濃く見える区域,あるいはツルアラ

メがかたまって生育している箇所には必ず湧水が認めら

れた。

６月に湧水帯周辺の砂泥を採集したところ，ドロクダム

シとワレカラの類が含まれていたが，いずれも幼体で,種

の同定を行うことは出来なかった。これについては,季節

を変えて定期的に採集を行う必要がある。

５月に湧水帯に設置したコンブは，伸びることなく，６

月２７日には枯死・消失した。また，２月に設置したもの

も同様で，３月２５日には枯死・消失した。

(3)深所産紅藻の変色

１２月１２日には，定線の西側約100ｍの藻地帯で比較的

大きな湧出口を見つけた。ここでは湧水による「水のゆら

めき」が高さ約１ｍに及び，アヤニシキなどの海藻を近づ

けると水流の勢いで高く舞い上がるほどであった｡この湧

水口に錘をつけたアヤニシキを沈めた結果，約３０分でオ

レンジ色に変色を始めた。なお，室内の浸漬試験では，ア

ヤニシキは淡水浸漬により１０分後に，５０％海水浸漬によ

り１日後に変色を開始した。

(4)入善町沿岸の湧水分布

入善町吉原の海底林付近（水深２０～25ｍ）で湧水の探

索を行ったが，湧水を確認できなかった。

【鋼査結果搭載印刷物など】

調査結果は国際・日本海政策課へ報告した。

－７０－



２．

（１）

①

５富山湾漁場環境調査
漁業公害圏査指導事業

定置公害鋼査指導事業

【目的】

富山湾沿岸域の定置網漁場における水質環境の現況を調

査し、水質汚濁監視のための資料とする。

防法】

（１）水質環境調査

①溺査方法

栽培漁業調査船｢はやつき」により、各調査定点において表

層の採水を行い、分析に供した。

②圏査定点

調査は図－１に示した18定点で行った。平成13年４月から平

成14年３月までの間、原則として各月１回、計12回の調査を行

った。ただし、定点15～18は5～９月のみ採水を行った。

③観測及び調爵頭目

天気､風向、風力、波浪、ウネリ、流向､採水時間、水温

④分析項目及び分析方法

水温:バケツにより表層水を採水し､棒状水銀温度計により

測定した。

塩分：アレック電子ASr500-DKによった。

ｐＨ：日立・堀場・ＰＨメーターＭ－８ＡＤ型によった。

濁度：日本精密･積分球式濁度計SEP-Pr-201型によっ

た。

ＣＯＤ：日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針（過

マンガン酸カリウム、100℃、２０分）の方法によっ

た。

溶存酸素（ＤＯ)：日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査

指針(WinldeqF窒化ナトリウム変法）の方法によっ

た。

⑤開掴画数

平成13年４月から平成14年３月までの間、原則として毎

月１回、計12回の調査を行った。

(2)漁り羽環境調査

①鯛査方法

各定置網の採水責任者が採水した表層水を県漁連が回収し

小善圭－

て水試に搬入し、水試が分析を行った。

②調査定点

宮崎～大境突堤沖の定置網漁場の３１定点と河川前の４定点、

計35定点（図２)。

③観測及Z脂躍圃頁目

天気、風向、風力、波浪、ウネリ、流向、採水時間、水温、

漁獲物及び漁獲量

④分析項目及び分りガラ法

ｐＨ：日立・堀場・ｐＨメーターＭ－８ＡＤ型によった。

塩分：オートラブ･サリノメーターによった。

濁度：日本精密・積分う６１拭濁度計SEP-PT-201型によっ

た。

ＣＯＤ：日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針（過

マンガン酸カリウム、100℃、２０分）の方法によっ

た。

⑤溺査回数

１２回（平成13年４月～平成14年３月、８月末調匿・６月

２回調査）

、結果の概要】

(1)水質環境調査

水温:各定点の表層水温は8.3～26.6℃であった｡最小値は

４月の定点2であった｡全ての定点で８月に年間の最大値を示し、

定点15で最高となった。

定点l～14の平均水温は17.2～18.2℃、定点15～1９（５月～９

月のみ調査)の平均水温は21.6～22.2であった｡定点3～5のラ

イン､定点6～8のライン及び定点9～11のラインでは､それぞれ

より岸に近い定点５，８，１１の年平均値が低かった。

塩分：各定点の表層塩分は7.21～33.98であり、最小値は７

月の定点2で、最大値は６月の定点9であった。

定点l～14の年間の平均塩分は27.28～31.79であった｡定点

1,2,3,5は平均塩分が29以下と､その他の定点と比べ低い値と

なり、河川水の影響を受け易い環境と考えられた。逆に、定

点12～14では平均塩分が31以上とその他の定点に比べ高い値

となった。

ｐＨ：各定点の表層におけるｐＨの値は8.0～8.5となり、最
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小値は５月の定点2と７月の定点1,2で、最大値は６月の定点16で

あった。水産用水基準の7.8～8.4を超えたのは、６月の定点１６

のみであった。定点l～14のｐＨの年平均は、8.2～8.3の範囲

にあり、定点ごとのばらつきは小さかった。

濁度:各定点の表層における濁度の値は0.1～7.0ppmとなり、

最大値は５月の定点17であった。５～９月に、3.0ppm以上の高い

値が見られたが､他の調査月には3.0ppm以上の値は見られなか

った。定点l～14の年平均の値は0.8～1.6ppmであった。

溶存酸素（ＤＯ）：各定点の表層におけるＤＯの値は6.9～１０．

２ⅡＥ/Lであり、最小値は８月の定点9,10、最大値は４月の定点４

であった。全ての定点で水産用水基準（6.0ⅡＥ/L以上）を満た

した。また、定点l～14の年平均値は8.1～8.6昭/Lであった。

ＣＯＤ：各定点の表層におけるＣＯＤの値は、0.1～3.1ｍｇ/Ｌ

であり、最小値は６月の定点12,12月の定点8､１月の定点12,13

で見られ、最大値は７月の定点16であった。水産用水基準の

1.0昭/Ｌ（アルカリ法）を上回った定点数は11定点(全定点の

61.1％)であった｡1.0ｍｇ/Lを上回った時期は､5～８月に多く、

その他の時期では３月の定点5のみであった。

定点l～14の年平均値は､0.5～0.8mg/Lの範囲にあり、水産用

水基準を満たしていた。

(2)漁場環境調査

水温：各定点の表層水温は5.8～28.6℃であり、最小値は２

月の「神通川前」、最大値は９月の「千ヶ淵｣であった。

塩分：各定点の表層塩分の値I釦.74～33.96であり、最小値

は４月の｢庄川前｣、最大値は６月12日（以下､６月①という。）

の｢宮崎(沿）」であった。表層塩分の平均値が20以下を示し

たのは4～６月に多かったほか、「黒部川前」、「神通川前」、

「庄川前」、「小矢部川前」といった川前定点では、それ以外

の月でも見られた。

エックマン採水機により､各層採水を実施している｢伊古場｣、

「鴻津一釣、「沖住吉｣、Ｉ沖の網」、「大門沖｣、「黒山｣、

「前網岸」及び「前網」における20,50m層の塩分は31.22（４

月のI伊古場」（20m)）～34.35（６月①の｢黒山」（50m)）

であり、表層に比べ安定していた。

ｐＨ：各定点の表層におけるｐＨの値は、7.3～8.8であり、

最小値は５月の「小矢部川前」、最大値は６月①の「潤尊I」、

「大神楽･東三番｣及び７月の「杉之端｣であった。表層のｐＨ

が水産用水基準（7.8～8.4）の上限値を上回った定点数は1８

定点(全定点の51.4％）であり、時期としては６月①､６月２６

日（以下､６月②という。）、７月に見られた｡逆に､水産用水

基準の下限値（ｐＨ7.8）を下回った定点は、「神通川前］、

「酒樽Ｉ」、「小矢部川前」の3定点（全定点の8.6％）であっ

た。

各層採水を実施しているＩ伊古場｣、｢鴻津一番｣、I沖住吉]，

「沖の網ｊ、「大門沖｣、「黒山」、「前網岸｣及び｢前網」に

おける20,50m層のｐＨは8.0～8.3で水産用水基準の範囲内であ

った。

濁度:各定点の表層における濁度の値は､0.0～33.8ppmであ

り、最小値は２月の「宮崎（沿）」、UIi中（沖リ」及び「田

茂前」で､最大値は６月②の「天念坊(沿）」であった。１０．０

ppm以上の値は６月①L６月②％７月に見られた。

各層採水を実施している｢伊古場｣、「鴻津一番｣、I沖住吉]，

Ｉ沖の網」、「大門沖｣、「黒山」、「前網岸｣及び｢前網」に

おける2q50m層の濁度は0.1～24.8ppmで､10.0ppm以上の値は４

月の「黒山」の50,層のみであった。

ＣＯＤ:各定点の表層におけるＣＯＤの値は0.1～3.6mg/Lであ

った｡最小値は５月の｢大門(沖)」、「大境突堤沖｣、６月①

の｢酒樽I」、１２月の｢千ヶ淵｣、１月の｢小矢部川前｣、Ｉ大

中瀬j、２月の「川中（沖）」、「千ヶ淵｣で、最大値は７月の

「杉之端jであった。表層のCODが水産用水基準（1.qng/L-ア

ルカリ法)を超えた定点数は25定点(全定点の71.4％）であっ

た。これらの定点では、４～１０月にかけて水産用水基準を上回

る場合が多かった｡ただし、「小矢部川前｣では年間を通して

1.0mg/Lを上回る場合が多かった。

各層採水を実施している｢伊古場｣、｢鴻津一番｣、｢沖住吉｣、

Ｉ沖の網」、「大門沖j，「黒山」、「前網岸｣及び｢前網」に

おける20,50m層のＣＯＤは0.0～2.2mg/Lで、４月の｢黒山」の

５０m層､６月②の｢伊古場｣の20m層、７月のI鴻津一番｣及び

「大門沖」の20m、５０m層で水産用水基準を上回った。

平成13年度 報告書（作成中）
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②生物モニタリング調査

【目的】

底泥中に棲息する生物（ベントス）の種類・現存量を指

標とし、富山湾沿岸域の底質の富栄養化等、漁場環境の長

期的な変化を監視する。

防法】

(1)闇査定点

定置網漁場付近の４定点と河口域の４定点の計８定点（図

１)。

(2)調査方法

栽培漁業調匿船「はやつき」によりスミスマッキンタイヤ

型（l/lOm2型）採泥器を用いて採泥した。採集した底泥の一

部は粒度組成等底質の分析に供した。残りの底泥は１ｍ目の

ふるいを用いてマクロベントスを選別し、その湿重量測定と

種の同定を行った。

(3)分析項目及び分析方法

粒度組成：ふるい分け法（日本水産資源保護協会編新編水質

汚濁調査指針）によった。

強熱減量（ＩＬ）：日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査

指針の方法によった。

硫化物：検知管法（日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調

査指針）によった。

ＣＯＤ：日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針の方

法によった。

底牛牛物(ベントス)：日本水産資源保護協会編新編水質汚濁

調査指針の方法によった。

(4)調査回数

２回（第１回：平成13年４月８，９日、第２回：平成

１３年１０月５，６日）

M結果の概要】

①底質分析結果

強熱減量：550℃における強熱減量（以後IL550）は、春（４

月調査時）が1.9～6.2％、秋（10月調査時）が2.1～5.4％で

あった。同様に850℃における強熱減量(以後IL850）は、春

が2.3～7.4％、秋が3.1～6.5％であった。春､秋ともに魚津沖

の定点１，２及び氷見沖の定点8で比輯X)高い値を示す傾向が見

小善圭－

られた。IL850とIL550の差は、春では0.4～1.8、秋は0.4

～1.4ポイントであった。春は定点６，７，８で、1.5ポイント以

上の差が見られた。また秋は､定点8では1.4ポイントの差が見

られたが､春と比較すると差が小さかった。IL850とＩＬ５５０

の差が大きな定点では､サンプル中に貝殻片が多く見られたこ

とから､これが影響していたと考えられる｡春と秋の比較では、

IL850において定点２，６及び7では､春と比較して秋に値が低

くなり、その他の定点では値が高くなった。IL550において

春より秋の値が低くなったのは、定点2のみであった。全ての

定点で､値が半減あるいは倍増するといった極端な変動はなか

った。

硫化水素臭及び全硫化物：本年度は、春の定点8で硫化水素臭

が認められた以外は､硫化水素臭が認められる定点はなかった。

全硫化物量は､春では0.01～0.28昭/g･dryで､秋では0.006～０．

２１ⅡE/g･dryであった。最大値は春の定点8で0.28mg/g･dryであ

った｡春と秋の定点8､秋の定点1,8で0.20Ⅱ堰/g･dry以上となり、

水産用水基準(0.20Ⅱ壇/g･dry）を超えた。また､春と秋の定点

ｌと2は0.17～0.20Ⅱ壇/g･dryで、比較的高い値を示した。

ＣＯＤ：春は4.8～23.4mg/g･dry､秋は5.4～21.4Ⅱ哩/g･dryであ

った。春の定点2及び８，秋の定点lで、ＣＯＤの水産用水基準

（20.0mg/g・dry）を超えていた。春と秋の調査時期により値

が極端に変動する定点は見られなかった。

粒度組成:底質を細泥と微細泥を泥と区分し、その割合は春で

は、69.6～95.8％であり、秋では62.4～94.6％であった。定点

４では春、秋ともに他の定点に比べ、泥の割合が低かった。ま

た、定点6では秋に泥の割合が低くなったが、それ以外の定点

では､春と秋を比較した場合､泥の割合の差は10％以内であっ

た。

②底生生物（マクロベントス）

本年度は春・秋ともに汚染指標種である、チヨノハナガイ、

ヨツバネスピオAは確認されなかった。

春の採取面積(0.1,2）当たりの出現個体数は13～107個体で

あり、定点8で最小、定点7で最大となった。秋の出現個体数は

ｌ～101個であり、定点8で最小、定点5で最大となった。

類別組成は、春の調査では定点４，５及び7で、甲殻類の割合

が高くなった。また定点7では、貝類（ツキガイの一種）の割

－７４－
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現存量（表－１５，１６：g/m2）は、春は0.50～38.409／m２，

秋は0.00～22.109/m2であった｡定点１，２，６及び8では秋に減

少した。逆に、定点3,4,5及び7は秋に現存量が増加した。

g=L当聖些L§x■

平成13年度漁場環境保全推進事業調査報告書(作成中）
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合も高かった｡定点l及び8では､その他の生物(主としてホシ

ムシの一種）が多く見られた。定点7以外では多毛類が優占し

ていた。

秋の調査では定点5で貝類（ツキガイの一種、モモノハナガ

イ）の割合が高くなった｡その他､採取個体数が極端に低かっ

た定点８（総個体数1個体）を除いて、多毛類が優占していた。

曇迄ﾐZ－４㎡

図１生物モニタリング鯛査定点
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(2)水質調査

平成１３年度に漁業者等の依頼によって行った調査は無かっ

た。

小善圭一

【目的】

富山湾における赤潮の発生状況と県内の漁業者等からの依頼

による水質等の調査を行い，本県漁場の水質環境の現況を把握

する。

防法】

（１）富山湾赤潮発牛調杏

調査期間に実施した水質分析の結果や漁場保全推進対策

事業における水質測定等の調査で得られた赤潮情報から，赤

潮海域の範囲，期間，赤潮構成主要生物を明らかにした。

①調査項目

水温，水色，ｐＨ，塩分，プランクトンの同定と計数。

②赤潮の判定基準

赤潮の判定基準は，海水ｌＬ当たり，珪藻類（助ae/ocerOs

”.,雛eﾉｅＩ””COS/a/皿の場合は104細胞以上，夜光虫

（/Vbc〃ﾉ"casc/"〃〃a"s）の場合は数百個体以上が認められ

海域が変色していたときを赤潮とした。

【調査結果の概要】

（１）富山湾赤潮発生調査

平成１３年度に確認された赤潮の発生状況を表－１に示す。

平成13年度は,５月１５日に夜光虫(八bcfJbaｮs埴mzZZAms)に

よる赤潮を確認した。

(2)富山湾水質環境調査

－７６－

赤潮調査結果:Ｈ１４年版富山県環境白書

発生期間 発生海域 主垂売朝撒戎生物

５月１５日
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(3)富山湾漁場環境総合鋼査

①水質・底質圃査

【目的】

富山湾沿岸全域の水質、底質、藻場調査を実施し、富山湾漁

場環境の現況を把握する。今後､５年毎に調査を実施し､今回得

られた結果を基に環境変動の把握を行う。

【方法】

（１）水質圏査

①鋼査方法

栽培漁業調査船「はやつき」により、３８定点（図l）で年４

回調査を実施した｡また､表ｌに調査点毎の調査内容を示した。

全ての定点でバケツによる表層採水を行った。さらに'３定点

ではバンドン採水器による100,200,300,400mの各層採水を行

い、分析に供した（表l)。

調査日：平成１３年６月２５～２７日、平成１３年９月１０，１４

～１７日、平成13年１２月4～10日、平成14年３月

４～８日

②調爵圃頁目

水温､塩分､透明度､水色、クロロフィル､濁度、ｐＨ､ＣＯＤ

（化学的酸素要求量)、Ｄ００群亨酸素)、栄養塩､植物プラン

クトン、動物プランクトン、光量子量

③分析方法

水温･塩分:水深100ｍまではACL200-DK（以降クロロテッ

ク、アレック電子㈱、lOOm以深についてはAST500刊w（（以

降Ｓｍ，アレック電子卿のデータを使用した。

クロロフィル：ACL200-DK（アレック電子卿によった。

透明度：日本気象協会編海洋観測指針の方法によった。

水色：日本気象協会編海洋観測指針の方法によった。

濁度:積分球式濁度計SEP-PT-201型(日本精密W勅によった。

ｐＨ：ＰＨメーターＭ－８ＡＤ型（日立・堀場）によった。

COD:日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針(過マ

ンガン酸カリウム．アルカリ法、100℃、２０分）の方法によ

った。

溶存酸素：日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針

（Winkler窒化ナトリウム変法）の方法によった。

栄養塩:FI-5000NPS（サヌキエ業榊により硝酸塩（以下、

NO3-N)、リン酸塩（以下､PO4-P)、ケイ酸塩(以下;SiO2-Si）

の分析を行った。

小善圭一

植物・動物プランクトン：ノルパックネット（口径４５cm、

Nm3）による水深50mからの鉛直曳きを行いサンプルを採

取し、湿重量測定及び種同定を行った。

光量子量:光量子計LI-l82ql-CAR社製）により、水深１，

３，５ｍの全方位光量子量を測定した。

(2)底質調査

①圏査方法

調査船「はやつき」および｢立山丸」により、平成13年５

月１４～１８日にかけて60定点(図2)で、スミス・マッキンタ

イヤ型採泥器（l/lOmri）により、それぞれ１回採泥し、分析

に供した。

②調査項目

粒度組成、強熱減量、全硫化物、COD，マクロベントス

③分析方法

粒度組成：沿岸環境調査マニュアル（底質・生物編）の方法

によった。

強熱減量：日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針

の方法によった。

全硫化物：日本水産資源保謹協会編新編水質汚濁調査指針

の方法によった。

COD:日本水産資源保謹協会編新編水質汚濁調置指針の方法

によった。

マクロベントス：11'、目の締を用いマクロベントスを選別し、

サンプルを得た｡サンプルの湿重量測定および種同定を行っ

た。

【結果および考察】

(1)水質調査

水温：表層の水温は、全ての定点で９月に最大値を示し、３

月に最小値を示した｡各調査月毎に表層と100ｍの水温を比較

すると、６，９月では約10℃の水温差が見られた。これに対し、

12､３月では水温差が約2℃であった｡気温の低下に伴う表面冷

却と風の作用により､鉛直混合が12月では水深100m付近まで、

３月では水深200m付近まで垂I陸していたと考えられた｡300ｍ

以深では調査月毎の水温差が2℃未満であり、安定した値であ

った。

－７７－



表－１水質環境調査の定点別調査項目

定点

１

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

１７

1８

1９

2０

２１

2２

２３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

３１

3２

3３

3４

3５

３６

3７

3８

水温･塩分

(観測水深、）

5５

5５

5５

5５

5５

100

100

1００

1００

5５

5５

5５

5５

5５

200

300

400

400

5５

5５

400

400

400

300

400

４００

5５

5５

5５

5５

４００

400

5５

5５

1０

5５

１０

5５

クロロフィル

(観測水深、）

5５

5５

5５

5５

5５

1００

1００

1００

1００

5５

5５

5５

5５

5５

1００

1００

1００

1００

5５

5５

1００

1００

1００

100

1００

1００

5５

5５

5５

1００

1００

1００

5５

5５

1０

5５

1０

5５

光量子量

(観測水深、）

1.3,5

1.3,5

1,3,5

1.3,5

1.3,5

1.3‘５

1.3,5

1.3,5

1.3‘５

13,5

1.3.5

1,3.5

1,3.5

※水温・塩分、クロロフィルの観狽

※○：調査・観測有、－：調査・観ｉ

※各層採水：ｐＨ、濁度および栄養〕

調査項目

各層採水 植物･動物

(採水水深、） プランクトン

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

0,100.200 ○

0,100,200.300 ○

0.100.200,300.400 ○

0.100.200,300,400 ○

０

０

0.100,200,300,400

0,100,200,300.400

0.100,200,300.400

0,100,200,300 ○

0.100,2000300,400 ○

0.100,200,300.400 ○

０

０

０

0.100 ○

0,100.200,300,400 ○

0,1000200.300‘400 ○

０

０

０

０

０

０

条

7８

へ‐

透明度

水色

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

溶存酸素

ＣＯＤ

(表層のみ）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

変



塩分:表層の塩分値は､水深5m以浅では変動が大きく、河

川水の影響を強く受けていると考えられた。これに対し200ｍ

以深の値は34.03～34.11となり安定した値であった。また、

各定点において塩分が34.10以上のとなる水深帯は､６月で約

20～100m、９月は約35～160m，１２月は約90～200m、３月は約

150～200mであった。

クロロフィル：表層におけるクロロフィルの分布は、6,9､１２

月に比べ､３月では広い範囲で均一な分布パターンとなった(図

3)。鉛直分布を見ると、6,9､１２月では1.0〃g/L以上の値が最

大で15m付近まで見られたが､３月では最大で50m付近まで見

られ､他の調査月とは異なる結果が得られた。

濁度:表層の濁度は､６月で0.3～35.8ppm､９月で0.2～3.4ppm、

１２月で0.0～1.1ppm､３月で0.2～3.1ppmであった｡６月は100ｍ

で1.0ppm以上の値を示す定点が見られたが、それ以外では他

の月も含め、lOOm以深で1.0ppm以上の値は見られなかった。

６月の調査は大量降水時であったため､河川から流出した濁水

力《広い範囲に拡散し、懸濁物の一部は沈降しlOOmまで達して

いたと考えられる。

ｐＨ:表層のｐＨは６月で8.2～8.8、９月で8.1～8.4、１２月

で8.2～8.3,3月で7.7～8.4であった。各層採水を実施した

定点では､水深が深くなるにつれて値が減少する傾向力混られ、

水深300m以深では8.0以下となった。これは水深が増すとと

もに植物プランクトンが減少し､二酸化炭素の消費が減少する

こと、有機懸濁物が沈降しながら、微生物等により分解され、

海水中に二酸化炭素が放出されることなどが影響していると

考えられる。

ＣＯＤ：表層のCODは、６月は全38定点中18定点で、９月は

１０定点で、１２月は２定点で、３月は４定点で1.0mg/L以上の

値となった。６月の調査は大雨出水時であり、河川から流出し

た有機懸濁物が表層付近で拡散された状態にあったため、

1.0mg/Lを超える定点数が多くなったと考えられる。

溶存酸素:表層の溶存酸素は６月で6.9～8.9mg/L、９月で6.4

～9.9Ⅱ壇/L、１２月で7.6～9.4mg/L、３月で8.3～11.2mg/Lであ

った。調査定点のうち32定点（全定点の84.2％）では３月の

調査時に最大値を示した。３月は海水温の低下に伴って､大気

中の酸素､植物プランクトンの光合成により発生した酸素が海

水中に取り込まれやすい状況となったため､年間の最大値を示

す定点が多かったものと考えられる。

栄養塩:表層におけるNO3-Nは、６月で0.4～4.5以M、９月で

0.1～2.5“、１２月で0.1～7.3JbLM、３月で0.1～4.8“Ｍであ

った｡９月では27定点(全定点の71.1％）で0.5JLLM未満の低

い値となった。表層におけるPO4-Pは、６月で0.1未満～1.5

JLLM、９月で0.1未満～0.7必M、１２月で0.1～0.4座M、３月で

0.1～0.4“であり、１２月では26定点（全定点の68.4％)、３

月では28定点(全定点の73.7％）で0.1～0.3“M未満の濃度

となった。表層におけるSiO2-Siは、６月で3.3～28.4“M、９

月で1.2～18.3“、１２月で1.0～9.3必M、３月で1.4～13.5“

Mであり、１２月では31定点（全定点の81.6％）で3.0“未

満の低い値となった。鉛直分布はNO3-N、PO4-P,SiO2-Siいず

れも水深とともに値が高くなり、NO3-NおよびPO4-Pでは、表

層の値に対し水深400mの値は､それぞｵ'1約５倍､約４倍の値

を示した｡SiO2-Siは表層の値が比鞠溌l大きく変動し､水深400ｍ

では39.2“以上の値であった。

植物､動物プランクトン:植物プランクトンの出現密度は、６

月で115.3～1,724.0cells/L,９月で586.6～10,430.5cells/L、

１２月で7.3～31.9cells/L,３月で4,174.2～52,271.3cells/Ｌ

であった。９月と３月で高い値となったが、全ての定点で１２

月に最小３月に最高値を示した。また、全ての識査月で珪藻

類が優占した。

動物プランクトンの出現密度は、６月で9,279～32,934

inds./m３，９月で12,691～24,453inds./m３，１２月で8,731～

16,383inds./hi3、３月で36,932～71,l30inds./､βであった。全

ての定点で３月に最大値を示した。

光量壬量:光量予量は、６月に測定を行った全ての定点の水深

（1,3及び5m)で､その他の調査月に比べ低めの蜘句を示した。

６月の調査は大雨出水時であり、濁水力《広範囲に広がっていた

光量予量が低下したものと考えられた。また、６，９月の5mで

は91“Ｅ以下の値であったのに対し、１２､３月の5mでは93“Ｅ

以上の値となっており､より深い水深まで光瞳子力函陸してい

た。

(2)底宮圏杏

粒度組成：粒径0.063ｍｍ以下のものを泥、0.063を超え

2.0ｍｍ以下のものを砂、2.0ｍｍを超えるものを磯と分類し、

泥の割合を泥率とした｡全定点で藻は見られず､全定点の泥率

は32.6～99.2％であった。定点1,43,49,54の４定点では泥

率が５０％未満となり砂の割合が高かったが、それ以外の５６

－７９－
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定点では泥率が50％以上となり泥の割合が高かった。

強熱減量：全定点の550℃による強熱減量は1.3～13.4％であ

った。定点9,25,29,32,40～42の７定点では強熱減量が4％

未満と低い値で､定点1,1617,39,57の５定点では10％以上

の高い値であった。

硫化水素臭および全硫化物:全定点の全硫化物は0.001～0.18

ｍｇg･dｪｙで､水産用水基準(０２m醜･dry）を超える定点は

なかった｡氷見沖の定点１では硫化水素臭が確認されたが､そ

の他の定点では硫化水素臭は確認されなかった。定点916～

であった。

園ﾖ査結果描勅ﾖ理論等】

富山湾漁場環境総合調査報告書（作成中）

18,27,29,34,40～44,46,5054の１５定点では０．０５ｍヅ９．

.ｪy未満と低い値であった｡定点1,3,6～813,14,22,24～26,

33,36の１３定点では0.15～0.20ｍｇＩ９．.ｪy未満と高めの値と

なった。

ＣＯＤ:全定点のＣＯＤは1.6～21.7ｍｇg･dryであった｡定点

1,57では水産用水基準の20ｍｇ９．.ｪyを超える高い値となり、

定点11,1618､”43,495053～55の10定点では5.0ｍｇ９．

.ｪy未満と低い値となった。
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マクロベントス：各定点の採集面積（0.1,2）当たりの出現個

体数は0～125個体であった。最も出現数ｶK多かったのは定点

47で､定点7,8および１０では全く出現しなかった。マクロベ

ントスの中でも汚染指標種とされている４種(ヨツバネスピオ

Ａ型、ヨツパネスビオＢ型、チヨノハナガイ、シヅクガイ）

は、全定点で確認されなかった。

採集面積当たりの出現種類数を見ると､マクロベントスの総

種類数は253種、各定点の採取面積当りの出現種類数は､０～

49種であり、最も出現種舞激が多かったのは定点49の49種
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(3)②藻場調査

【目的】
富山湾では，水産資源を支える藻場の分布，面積および

構成種に関して,一部の地域で断片的な調査が行われてき

たにすぎない。昨今，湾内では沿岸の漁穫量が低迷し，環

境も大きく変化していることから，今後，水質や底質とと

もに，５年程度の間隔で定期的モニタリングを行う必要が

ある｡本年度はその初回として航空写真と潜水調査に基づ

き基礎資料を作成する。

【方法】

(1)航空写真撮影

平成１３年１１月１４日に石川県境から新潟県境までの沿

岸域に１９コースを設け,セスナ機で飛行しながら高度750

ｍから267枚の写真（１：5,000,オーバーラップ率６０％）

を撮影した。ただし，県東部の一部は透明度と波浪の条件

が悪くて藻場が判別できなかったため，平成１４年３月１４

日にこの範囲で再度飛行を行い，７５枚の写真（一部は

l:8000）を撮影した｡撮影は委託を受けたアジア航測(株）

が実施した。

(2)潜水調査

潜水調査による藻場の確認は,滑川市と魚津市および黒

部市については造成漁場等調査,入善町と朝日町の一部に

ついては資源増大開発事業の調査時に併せて行い,それ以

外の地区について，平成１３年４月１９日，２４日，２６日，

５月１７日，６月２８日，７月１２日（以上，氷見市～高岡

市)，７月５日，９月２７日（朝日町)，９月２０日（新湊
市～富山市）に実施し，写真撮影と下限水深の確認を行っ

た。

航空写真と対応する潜水調査（アジア航測(株)）では，

平成１３年１１月２０日～１１月２５日，１２月３日，平成１４

年１月２６日および３月１日に，各地の主要藻場（水深２０

ｍ以浅）で調査測線を設定し，その線上の３～５カ所で海

藻の種類別被度，底質を調べ，その水深，離岸距離を記録

した。

(3)航空写真の判読ととりまとめ
今年度撮影した航空写真の判読は,潜水調査結果と既存

資料（過去の航空写真と水中写真）を照らし合わせながら

行い，基図（l:5000）に写し取り，プラニメータによりシ

ート毎に計測を行った。藻場の面積は，シートの重複に配

慮しながら，行政区域および藻場のタイプ別に集計した。

藻場のタイプは，可能な限り，アマモ場，ガラモ場，アラ

メ場，アオサ場およびその他の海藻に分けたが，湾内の藻
場は混生群落が多く，必ずしもその区分は明瞭ではない。

過去との比較については,今回と同等またはそれ以上の

判読例が乏しく，比較可能な地区が限られているので，入

善町吉原，魚津港と氷見市薮田漁港の拡張域について，平

成２年９月撮影の航空写真と比較した。

【結果】

(1)藻場分布の柾略

朝日町で79.09ha,入善町で150.29ha､黒部市で4.85ha、

魚津市で114.9ha、滑川市で27.95ha、富山市で９．３４ha、

新湊市で16.19ha､高岡市で74.52ha､氷見市で624.46ha、

合計1101.59ｈａを藻場として認めた。タイプ別にみると、

アマモ場が420.01ｈａと最も広く、ガラモ場が310.41ha、

藤田大介

その他が371.ｌ７ｈａであった。

過去３回の調査で得られた富山湾全体の藻場面積は､い

ずれも１，OOOha未満で､これと比べると今回得られた藻場

面積は最大の値となった。これは、決して藻場が時代とと

もに拡大したわけではなく、過去の調査時に適当な航空写

真が得られなかったこと､潜水による確認調査が十分に行

われなかったことによる。特に、氷見市中南部から高岡市

北部にかけての広大なアマモ場をはじめ、新湊市､富山市

および滑川市上市川河口の藻場(ガラモ場またはその他の

藻場）は今回の調査で初めて確認された。

アマモ場は氷見市が385.09ｈａと最も広く、高岡市の

32.06ｈａがこれに次いだ。小規模のアマモ場は、新湊市、

魚津市、黒部市の沿岸でも見つかった。

ガラモ場は氷見市が227.68ｈａと最も広く、朝日町の

53.65ｈａがこれに次いだ。小規模なガラモ場は全市町の沿

岸で確認された。

その他の藻場は、入善町の150.22ｈａが最大で、魚津市

の110.49ｈａがこれに次いだ｡これらのその他の藻場では、

テングサやアヤニシキなどの小型海藻が中心となってい

るが、一部にツルアラメやクロメなどの暖海生コンブ類、

あるいは主に冬季に生えるアカモクなどが混在する｡特に、

入善町の藻場は､沖側がマメタワラやツルアラメなどで構

成されるガラモ場となっているが､岸側の小型海藻群落と

の境界が不明瞭なので、すべて「その他」に含めた。

なお，氷見市の藻場では着生藻が多く，仏島周辺では緑

藻アオノリ類,虻が島から宇波にかけてはシオミドロ目の

褐藻アキネトスポラが大繁茂しており，冨栄養化や沿岸水
の停滞が懸念される。また，氷見市薮田では，ホンダワラ

類は認められるものの,マクサ群落がほぼ完全に消失して
いることが確認され，９月に，来年度以降の対策に向けた

ブロック設置とマクサ移植試験を実施した。

(2)藻場分布の過去との比較
藻場分布の過去との比較を行った３地点のうち、入善

町吉原では平成２年と比べ、水深１０ｍ以浅の範囲で約

6.55ｈａの増加が確認された。これは、沿岸漂砂の流出に

より喋帯が露出したこによると考えられる。

一方、漁場の埋め立てが行われた魚津市の魚津港と氷

見市の薮田漁港では、それぞれ1.97ha、2.08haの藻場の

消失した。現在、両港の西側ではいずれもテングサなどの

藻場が衰退しており、今後の動向を見守るとともに、善後

策を検討する必要がある。

【調査結果搭載印刷物など】
藤田大介2001．氷見市・高岡市沿岸の海藻と藻場．氷
見漁業協同組合．

藤田大介２００２．２１世紀最初の藻場調査から，富水試だ
より，８０：４－８．
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3.1内水面増殖調査研究
3.1（１）さけ．ます増殖調査

【目的】

秋季の沿岸漁業の重要魚種の一つであるサケは，稚魚

の放流サイズの大型化と飼育管理技術の進歩により回帰

率が向上し，近年，本県への来遊尾数は増加し，種卵も

県内で供給できるようになったが，稚魚の放流尾数はふ

化場の生産能力からみて限界にきている。そこで，回帰

親魚の資源状況の解析と来遊予測，健康な放流稚魚の生

産技術指導，降海稚魚の移動・分布調査等を行い，これ

らの結果から効率的なふ化放流事業の展開を行う。

【方法】

(1)回帰資源調査

サケ親魚の回帰状況は，富山湾沿岸漁業地区(20地区）

及びそ上河川(14水系17河川)におけるサケの漁猿(捕鈎

尾数のデータ（旬計）により調べた。

①年齢組成調査

小川，黒部川，片貝川，早月川，神通川，庄川及び小

矢部川にそ上したサケについて尾叉長と体重を測定し，

採取した鱗から年齢査定を行った。

庄川ふ化場において，雌親魚の尾叉長，体重，卵重量

を測定し，卵の一部を採取して卵数と卵重を計測し，１

尾あたりの卵数を計算した。また，採取した鱗から年齢

査定を行った。

②沿岸環境調査

平成13年度秋季の沿岸環境調査として，富山湾東部海

域３定点において，平成13年９月から11月にかけて表層

の水温と塩分を測定した。

(2)生産技術調査

①管理技術向上調査

来遊予測のための基礎資料を得るために，県内７カ所

のサケふ化場で巡回指導を行い，ふ化場における飼育管

理状況，放流稚魚の性状（大きさ，健康状態）など，ふ

化時期別飼育管理データを調べるとともに，放流稚魚の

体重を測定した。また，２月１１日から３月25日にかけて，

放流直前の稚魚52～100尾に対して，常法により海水馴

村木誠一・角祐二

致試験を行って海水適応能を評価した。

(3)移動・分布調査

①沿岸調査

降海後のサケ稚魚の生息環境を明らかにするため，平

成13年４月上旬から６月上旬にかけて､滑川地先において

水温を測定した。

【結果の概要】

(1)回帰資源調査

富山県におけるサケの来遊尾数の経年変化を図1に示

した。平成13年度のサケの来遊尾数は，107,921尾（対

前年比101.0％）で，平成12年度を上回った。このうち，

沿岸漁獲尾数は43,293尾（対前年比110.6％），河川捕

獲尾数は64,628尾（対前年比95.5％）であった。来遊

尾数に占める河川捕獲尾数の割合は59.9％で，前年を下

回った。主要河川における捕獲尾数を見ると、片貝川，

黒部川，早月川、神通川，小矢部川では前年よりも減少

したのに対し，小川、庄川では前年よりも増加していた。

海面の漁獲尾数を東部(境～石田)，中部(経田～四方)及び

西部(海老江～氷見)に分けてみると，東部で7,789尾(対

前年比96,8％)，中部で20,181尾(対前年比261.5％)，西

部で15,323尾(対前年比65.6％)で，中部の増加および西

部の減少がめだった。

来遊量は平成８，９年と大きな落ち込みがみられたが，

平成10年以降はやや回復傾向を示している。この間来遊

尾数を左右する飼育管理や放流時の沿岸水温等大きな原

因は認められないことから，平成９年に回帰した群（平

成６年放流群）の日本海や北洋における生息環境の変化

を把握する必要がある。

来遊時期については，沿岸における漁獲のピークは１０

月中～下旬，河川における捕獲のピークと10月下旬であ

り，沿岸における漁獲量のピークが例年より若干早かっ

た。しかし，沿岸における漁獲状況は10月中旬の漁獲が

前年より多く，河川においては11月中旬の捕獲が前年よ

り少なかった。

－８３－
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イズは良くなったが，飼育期間の長期化のため，あるふ

化場では細菌性側病が発生し，海水適応能が低い場合も

みられた。しかし，海水適応能の評価結果は放流稚魚の

健康状態をよく反映しているために，ふ化場担当者は自

主的に海水適応能試験を実施するようになっている。

また、飼育担当者の交代等による管理技術の低下を防

ぐため、各ふ化場でその飼育環境にあった飼育マニュア

ルを作成し、技術が継承できるように引き続き指導する

必要がある。

(2)生産技術調査

①管理技術向上調査

海水馴致試験の結果，４８時間後の生残率は50～100％

であり，ふ化場及び飼育池毎に大きく異なったが、５０％

未満の個体群は見られなかった。。また，平均体重は0.50

～1.95ｇであった。

平成12年度から回帰率を更に向上させるため,健康(飼

育密度㎡当たり１万尾以下）で大型稚魚（１９以上）の

放流を図ることになり、各ふ化場とも昨年度より放流サ

(3)移動・分布調査

①沿岸調査

滑川地先の表面水温は，平成13年５月下旬に15℃を越

え，平年並に水温が上昇した。

【調査結果登載印刷物等】

平成13年度さけ．ます資源龍

書（平成14年12月予定）

ます資源管理・効率化推進事業報告
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①年齢組成調査

各河川に遡上したサケ親魚の尾叉長，体重及び年齢組

成については現在データのとりまとめ中である。

②沿岸環境調査

東部海域３定点の平成13年度秋期の表層水温は９月が

25.8～27.3℃，１０月が22.5～24℃，１１月が15.3～19.4℃

であった。平年と比較すると，各月とも平年よりやや低

めであった。
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②親魚蓄養技術調査

深層水利用による親魚養成

水産試験場深層水利用研究施設のサクラマス飼育棟内

の２５トン水槽6基を用いて、熱交換された深層水と地下水

で親魚を養成し、採卵を行った。

③幼魚生産技術向上調査

深層水を利用して養成した親魚から得られた稚魚（平

成１２年度採卵群）を飼育し、成長を調べた。

(3)移動分布調査

①沿岸調査

平成１２年9～１０月に庄川に標識放流した幼魚及び天然幼

魚の沿岸域での出現時期、大きさおよび回遊経路の調査

を行った。

②標識放流

飼育した幼魚（平成12年度採卵群）に鰭切除標識を

施し放流した。

【目的】

サクラマス資源の造成・増大を図るための知見を集積

するために、サクラマスの幼魚を育成し、標識放流を行

うとともに、河川・沿岸域におけるサクラマスの生態、

回帰親魚の漁獲実態等を明らかにする。また、深層水を

利用して親魚を養成し、種卵を安定的に生産するための

技術開発を行う。

【方法】

さけ．ます増殖管理推進事業実施要領（水産庁栽培養

殖課）に基づき、以下の調査を実施した。

(1)回帰資源調査

①沿岸海域および河川での漁獲

富山湾沿岸海域と神通川および庄川の漁獲状況および

親魚の回帰状況を調査し、サクラマスの漁獲データを集

積した。

②沿岸環境調査

沿岸海域の漁獲量との関係を明らかにするために、親

魚の回帰時期において富山湾の表層水温を調査した。

(2)生産技術調査

①管理技術向上調査

県内河川のサクラマスの放流状況を調査した。

【結果の概要】

(1)回帰資源調査

①沿岸海域および河川での漁獲

富山県沿岸域における平成13年のサクラマスの漁獲量

は4,670kｇ（定置網4,479kg，漁船漁業179kg、八そう張網

4５

０

4０
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図１サクラマスの沿岸域での漁獲量の経年変化
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図２ 神通川におけるサクラマス漁獲量の経年変化

l2kg2水試調べ）で、昨年（5,203kg）を下回り、昭和５

９年以降減少傾向にある（図1）。

富山湾沿海市場(新湊、四方、滑川、魚津､経田）に

おいて4～５月に2～5回/月の頻度で調査を実施し、３７尾の

回帰親魚の漁獲を確認した。そのうちの2尾が標識魚で、

脂鰭切除魚と右腹鰭切除魚であった。漁協職員に調査を

依頼した氷見市場では、同期間に682尾の回帰親魚の水揚

げが砲認された。そのうちの'8尾が標識魚で､すべて脂

鰭切除魚であった。

神通川における平成１３年のサクラマスの漁獲量は1,04

4kgで、過去最も少なかった昨年の漁獲量をわずかに上回

った（図2）。

庄川において、捕獲を確認した回帰親魚は7尾であった。

うち標織魚は5尾（71.4％）で、すべてが庄川池産・遡上

系の放流魚で、回帰率は0.0045％であった。深層水を利

用した養成親魚由来の放流魚の回帰は確認できなかった。

②沿岸環境調査

平成13年２月から６月の富山湾内１７定点の表層水温は、

表層では各月とも平年並であった。

(2)生産技術調査

①管理技術向上調査

サクラマス幼魚の放流は、神通川、庄川および黒部川

で実施された。神通川では神通川遡上系幼魚が3～10月に

577.0千尾、庄川では庄川遡上系・池産系および深層水を

利用して養成した親魚由来の幼魚が9～１０月にかけて128.

2千尾、黒部川では１０月に黒部川遡上系および池産系幼魚

が3.8千尾が放流された。

②親魚蓄養技術溺葦

深層水利用による親魚養成

（第６期飼育群）

平成12年４月から１３年１０月までの1年半、神通川遡上系

スモルト幼魚2,546尾（平成10年度採卵群）を用いて深層

水を利用して親魚養成を行った。

１２年4月（飼育開始時平均体重30.99）から深層水（1

年）と淡水（半年）で飼育を行い、１３年秋の採卵時の雌

の平均体重は約1.31kgであった。ＢＫＤに感染して死亡

する個体もみられたが、最終分槽時から採卵までの１０ヶ

月間の生残率は約93％で、採卵時には813尾の親魚を確保
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できた。

１３年１０月10日から11月１３日にかけて、雌親魚530尾から

約919千粒を採卵した。発眼率およびふ化率は90.9％およ

び92.3％と良好であった。餌料は冷凍オキアミ単独投与

区と冷凍オキアミと冷凍イカナゴ（ビタミン剤添加）混

合投与区を設け、前者の発眼率は82.2％、後者は92.4％

と差がみられた。

（第７期飼育群）

親魚養成には、神通川遡上系由来スモルト幼魚1,200尾

（平成11年度採卵群）を用い、平成13年４月に飼育を開始

した。

１３年１２月までの生残尾数は909尾で、生残率は75.8％で

あった。このうちの675尾を選別し、４槽に分槽した。分

槽を実施した１２月から１４年３月までの生残率は１００％で、

分槽直後のへい死もＢＫＤＩこよるへい死もみられなかっ

た。また、成長では13年４月に平均体重47.8ｇであったも

のが，１４年３月には690ｇになったが、熱交換器の目詰ま

りによる飼育水温の低下によって成長が遅れ、昨年度に

比べ約200ｇ小型であった。

なお、この群は、平成１４年秋に採卵を実施する予定で

ある。

③幼魚生産技術向上調査

深層水を利用して飼育した親魚から得られた稚魚（平

成12年度採卵群）を庄川養魚場において飼育した。平成

４３年9～10月の放流時には、平均体重および平均尾叉長が

13.79および10.7cmに成長し、庄川遡上系・池産系の稚魚

の9.39および9.4cmを上回っていた。

(3)移動・分布調査

①沿岸調査

富山湾沿海市場における回帰親魚の調査時に混獲幼魚

を21尾確認したが、標織魚は確認できなかった。

富山県沿岸域において4～６月にサヨリ船曳き漁業の標

本船（1ケ統、操業日数１８日）に捕獲された幼魚は18尾で

あったが、標職魚は確認されなかった。その尾叉長は11.

0～１７．１cm、、体重は15.6～60.29で、時間の経過ととも

に小型化する傾向がみられた。胃内容物は、魚類、オキ

アミ目、端脚類、陸生昆虫等であった。

②標識放流

平成１３年８月7～9日に庄川において、深層水を利用した

養成親魚由来の幼魚に右腹鰭および脂鰭切除、庄川遡上

系・池産系幼魚に左腹鰭および脂鰭切除の標識を行い、

同年9～１０月にそれぞれ9.6千尾および57.8千尾放流した。

－８７－

【調査結果登戴印刷物等】

平成13年度さけ。ます資源管理・効率化推進事業報告

書（印刷予定）



４月～翌年４月（１２カ月間）

４月～１０月（６カ月間）

２５トン×２面（４月～１２月）、２５トン×４面（１２月～翌年１０月）

8８

＊海洋深層水飼育期間

＊淡水飼育期間

＊飼育池

付表海洋深層水を利用したサクラマスの親魚養成および採卵状況

飼育群 飼育開始

年月

飼育開始時の

スモルト幼魚尾数

飼育-終了

年月

飼育終了時の

親魚養成尾数

採卵に使用した

早親魚尾数

平均体重

(９）

採卵数

(千粒）

親魚の由来

期
期
期
期
期
期
期

１
２
３
４
５
６
７

第
第
第
第
第
第
第

月
月
月
月
月
月
月

４
４
４
４
４
４
４

・
年
年
年
年
年
年
年
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０
１
２
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１
１
１
１
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Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

尾
尾
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(３）海産アユ種苗回帰率向上調査

【目的】アユ資源の増大を図るためには，地場産

アユの親から人工採卵した種苗（以下人工産）の安定

的な放流に加えて，最も大きい資源と推定される海産

遡上アユの増大が望まれる。しかし，遡上量など本県

の海産アユの資源・生態については，まだ十分には明

らかにされていない部分がある。このため，人工産に

標識（鰭切除）を施して放流し，これの追跡調査から，

放流後の人工産の分散および生残状況を明らかにする

とともに，採捕された標識魚の割合から海産アユの資

源量の推定を行う。また，遡上生態など海産アユの生

態の不明部分を解明することにより，アユ資源全体の

効率的な利用・増大策を検討する。

【方法】

１遡上稚魚調査

神通川および庄川での遡上稚魚の大きさを調べるた

めに，２８節の投網を用いて，神通川では河口から上流

5～6kmの区域において平成13年４月下旬から６月上旬に

かけて計5回，庄川では同年５月11日に河口から上流

5.5,7.0,12および17kmの4地点で，遡上稚魚の採集を

行った。

２標識放流調査

標識放流調査標識放流した人工産と海産の混獲状況

から，放流後の分散・生残状況の把握および海産資源

量の割合を推定するために，神通川と庄川に放流され

る人工産の一部に標識（鰭切除）を施して，両川の中

～下流域に放流した（図-1,2）。鰭は鉄で切除した。

用いたアユの由来と切除部位は，神通川では富山漁協

鮎増殖場（吉倉）の人工産の27千尾（平均体重8.69：

N=199）で脂と左腹を，庄川では他県産（海産由来）の

稚魚を滋賀県彦根市の養殖場で育成したアユ17千尾

（9.09:N=100）で脂と右腹を切除して標識魚とした。

両者は４月27日（神通川）と５月29日（庄川）に河川へ

放流した。

標識魚の追跡調査は，神通川では下流域（6～7km）

で川舟を用いての投網（12節）による採捕を6～10月に

かけて月にl～２回行うとともに，漁業者が漁獲したア

ユについても一部調べた。また，富山市中央卸売市場

において標識魚の混獲状況調査を6～９月にかけて旬に

田子泰彦

l～２回の割合で行った。庄川では6～10月において，て

んから網，投網および友釣りによる採捕を月に数回行

った。

標識魚の生残試験標識魚の一部を富山県水産試験場

の飼育池（長さ1.95m×幅1.45m×高さ0.66m）４面を用

い，水温約１７°Ｃ（2面）および約13°Ｃ（2面）の2群に分

別して，神通川放流魚では４月26日から，庄川放流魚で

は５月29日から８月１日まで飼育し，生残率状況を調べた。

標識魚の尾数は，神通川放流魚では358尾（l池当た

り），庄川放流魚では158尾（同）であった。

切除した鰭の再生標識魚の一部を富山県水産試験場

の飼育池で継続飼育し，切除した脂鰭と腹鰭の再生状

況を調べ，鰭切除による標識効果について検討した。

神通川の資源に占める海産遡上アユ尾数の推定

標識魚の混獲率から資源量を推定する方法には，ピ

ーターセン法などがある。しかし，これらの方法には

閉鎖区域であること，個体の出入りがないこと，推定

期日が限られるなどの制約があり，一般の河川への適

応には無理がある。ここでは，神通川の資源に占める

海産資源尾数のオーダーを推定するために，極めて単

純な下記の式で，神通川の海産資源尾数の算出を試み

た。

毛叡×’

市場の平均混獲率×再生状況による補正

放流尾数×生残率

神通川のアユ資源尾数一放流由来のアユ資源尾数

海産に由来するアユの資源尾数

３降下仔魚調査

庄川での仔魚の降下状況を調べるために，庄川の下

流域（図-2:河口から5.5km）において，平成13年10月

12日，２６日，１１月9日および11月30日の計4回仔魚の採

集を行った。仔魚採集は，口径45cm，網目の大きさ

0.3ｍの仔魚ネットを，18:００～22:００にかけて2時間お

きに5分間，２カ所に設置することにより行った。採集

した仔魚は80％エタノール溶液で保存の後，全てを計

数した。降下量の算出方法は面積法（塚本1993）によ

－８９－
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る従前の報告（田子1999）に従った。

【結果の概要】

１遡上稚魚調査

神通川と庄川で投網により採集された遡上稚魚の体

長を図－３，４に示した。神通川では176～522尾の多くの

稚魚が採集された。６cm未満の小型魚が占める率は４月

25日群よりも５月１０日～28日群の方が高く，また，体長

の下限も５月21日群のみが4.5～4.9cmで約2％と高い率

を占め，小型魚は遅い時期に遡上する傾向がみられた。

６月７日群では8.5cm以上階級で最も高い率を占めたが，

これは河川内で成長した個体を多く含むようになった

ためと考えられる。

圧ｱ"では採集尾数は7～59尾と神通川に比べ極めて少

なかった。体長のモードと下限をみると上流域ほど大

型の個体が多くなる傾向がみられた。しかし，全休の

体長範囲は5～9.9cmと比較的狭かった。

２標識魚及び放流湖産アユの生残試験

標識魚の生残試験水産試験場で飼育した人工産と他

県産の標識魚の生残率の変化を図-5に示した。アユ解

禁日の６月16日時点での生残率は，人工産では１３℃，

17°Ｃともに96.1～100％と高く，逆に他県産は13°Ｃ，

17℃ともに48.1％と50.6％で，人工産より著しく低か

った。試験終了の８月１日の生残率は，人工産では17°Ｃ

で99.2％と高かったが，１３°Ｃでは42.5％と著しく低か

った。他県産では17.Cで35.4％，１３°Ｃで22.8％で１３℃

の生残率が17.Cよりも低かった。人工産，他県産とも

に水温が低いと生残率が悪くなる傾向がみられた。な

お，標識作業に伴うへい死率は，神通川の人工産では

0.03％（7/27,895尾），庄川の他県産では5.25％

（914/17,400尾）で，人工産に比べ他県産のへい死率

は著しく高かった。

切除した鰭の再生状況脂鰭と腹鰭の再生状況を表－１

に示した。腹鰭が全く再生していない個体の占める割

合は，人工産では6.8％（2池の平均），他県産では

13.0％（2池の平均）と著しく低い値であった。これら

のことからアユの標識としての腹鰭の切除は有効性が

低いと考えられた。脂鰭を切除した個体のうち標識魚

として確認できる率（無し～2/3までの計）は97.1～

100.0と高い値であった。しかし，脂鰭の切除を行わな

かった平成12年でも市場では計88尾（1.44％）の脂鰭

欠損魚が確認されたことから，アユの標識としての脂

鰭の切除にも問題が生じると考えられた。このことか

ら，標識放流による再捕魚の標識魚の混獲率は鰭の再

生状況による補正が必要と考えられる。

追跡調査結果（神通川）神通川の標識魚の追跡調査

結果を表-2に示した。脂鰭切除魚が12尾（混獲率2.01

％）確認されたのに比べ，腹鰭切除魚は2尾（混獲率

0.34％）と少なかった。河口から6km地点では解禁当初

から標識魚が確認されたことから，少なくとも下流域

には，時間とともに放流地点からの分散が進んだもの

と考えられた。

追跡調査結果（庄川）庄川の標識魚の追跡調査結果

を表-3に示した。脂鰭切除魚は４尾（混獲率0.77％），

腹鰭切除魚は１尾（0.19％）しか確認されず，放流地

点からの分散や生残状況はよく把握できなかった。こ

のことと，飼育池における宮崎県産種苗の生残率が神

通川の人工産に比べて極めて低かったこともあり，他

県産の庄川での放流効果は，前年以上に低かったと考

えられた。

市場調査結果（神通川）富山市中央卸売市場におけ

る標識魚の混獲率を表-4に示した。調査は計10回行い，

合計6,575尾のアユを調べた。標識魚は期間を通して

確認できた。しかし，脂鰭欠損アユは85尾（1.29％）

確認されたが，脂と腹鰭が同時に欠損しているアユは

１尾（0.02％）しか確認できなかった。この原因とし

ては腹鰭の再生率の高さ（表-1）が考えられた。腹鰭

の切除にはより一層の丁寧さが求められると考えられ

た。

神通川の資源に占める海産遡上アユ資源尾数の推定

放流種苗の放流から漁獲時までの生残率は，文献

（石田）を参考に解禁時までの生残率を50％とし，そ

れに標識魚の生残試験における各群試験区の８月１日時

点での平均生残率（99.2％＋42.5％）／2を乗じて補正

した。混獲率は富山市中央卸売市場での平均混獲率を

用いた。なお，河川では腹鰭の発見率が低かったこと

から，飼育池で腹鰭の再生が全くなかった率（3.3％＋

１０．３％）／2で１００を除した値を市場の平均混獲率に乗じ

ることによる補正を行った。神通川の放流尾数は平成

13年の19,600kgを標識放流に用いた種苗の平均体重

（8.09）で除して求めた。

27,000×(０．５×0.709）

(0.0002×14.7）

一(19,600,000/8.0)×(0.5×0.709）

－９１－
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表－１標識として切除したアユの脂鮒と腹鮒の再生状況（平成13年）

由来（系群）切除切除日平均体重収容尾数調査日平均体重調査尾数

部位（９）（９）率（％）
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二3,256千尾-869千尾＝2,387千尾（比率ｌ:3.7）

平成13年の神通川のアユ資源に占める放流尾数と海

産アユの比率は，１:3.7に，神通川における海産アユ資

源尾数は，約2百万尾と算出された。

３降下仔魚調査

庄川における仔魚の採集結果を表-5に示した。１１月

下旬になると河川水温は10.C近くに低下した。仔魚は

１０月下旬から多くみられ，多いときには5分間当たり数

千尾から2万尾に近い仔魚が採取された。過去の調査結

果の１日の仔魚の降下割合（田子1999）を使用して，

算出した１日の降下量は，１０月12日は5,091千尾，１０月

26日は98,305千尾，１１月９日は30,719千尾，１１月30日は

38,072千尾であった（図-6）。平年とは違い，本年は

１１月下旬の降下量の多さが著しかった。１０月１日を降下

の始まり，12月15日を降下の終わりと仮定して算出し

た年間の降下量は約27億尾で，過去１０年間では平成5年

の29億尾，昨年の28億尾に次ぐ降下量であった。
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一
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表－２平成１３年度神通川における標戯アユ追跡鯛査結果

(ｃ、）

(ｃ、）

６月１６日6.0kｍ友釣１７１４．８±１．８２８．９土１０．４００．００００．００

６月２６日６．０kｍ投網７０１３．７±１．６２１±６．８３４．２９１右１．４３

７月１３日6.0kｍ投網４１１３．６土０．６２１．８±３．５００．００００．００

７月２４日6.0kｍ投網７９１４．５土１．１２６．９±６．９４５．０６００．００

８月８日6.0kｍ 投網７４１４．９土１．３２８．９土７．７１１．３５００．００

８月２１日６．０kｍ投網８４１５．６±１．４３２．９±９．５２２．３８００．００

９月４日6.0kｍ投網６７１５．０±１．３２９．５±８．８００．００１左１．４９

９月２２日９．０kｍコロコロ３４１７．９津１．．５４７．６±１４．６１２．９４００．００

９月２３日11.51q、コロコロ７１７．８土１．６５２．２土１４．８００．００００．００

９月２４日11.51q、コロコロ８１８．３±１．２５０．９土１１．８００．００００．００

９月２５日6.0kｍ投網１１５１５．１±１．３２８．７士８．１１０．８７００．００

９月２８日11.51q、コロコロ１４１７．７±１．２４７．３土１２．７００．００００．００

９月29日１１．５kｍコロコロ８１９．０±１．０６３．４±１０．７００．００００．００

９月３０日１１．５IqT1コロコロ７１７．６±１．７４７．４土１５．９００．００００．００

１０月２０日１１．５kｍコロコロ１１１６．９土２．３３８．５±１２．６００．００００．００
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表－３平成１３年度庄川における標戴アユ追跡閑査結果
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(４）河川内有用魚介類生態調査研究

【目的】アユ，サクラマス，サケなどの重要魚

種では放流に関する技術開発が進められているが，こ

れらの生態を利用した増殖技術や資源量予測について

はなお末解明な部分が多い。また，カジカ，アユカケ，

モクズガニなどの有用魚種については，本県での生態

はほとんど明らかにされていない。さらに，さっ河性

魚類において川と海をつなぐ水域である河川下流域で

は，内水面の漁業権が設定された区域であっても，ほ

とんどその生息魚種の調査は行われていない。

このため，河川および河口域付近の水（海）域を含

めて，上記魚種の資源・生態・生息環境を明らかにし，

効果的な増殖施策や資源管理策を検討する。

【調査方法】

１河川下流域の生息魚類調査

神通川下流域（図-1）における生息魚類の調査を，

調査船「あゆかぜ」を用いて，平成13年４月～平成14年

３月に，増水などの調査不能時を除き原則として月に

１回行った。調査に用いた漁具は，底刺網（1反:長さ３

８m，高さ2.6,,3枚網）とカゴ（長さ62cm，幅45cm，高

さ20cmの四角柱型，流速の強いStn､7では長さ67cm，幅

50cm，高さ16cmの楕円柱型）で，カゴの餌は解凍した

サバを用いた。漁具は10:００～11:００に敷設し，翌日の

同時刻に揚げた。刺網はStn､1の両岸に2統，Stn､2に

l統設置した。カゴはStn､１，２，４，７に設置し，カゴの
1連の数は8個とした。

各定点の表層と底層の水を転倒式採水器を用いて取

水し，ｐＨ，濁度および塩分を測定した。ｐＨ，濁度およ

び塩分の測定は，それぞれPHメーター，濁度計および

電気伝導度塩分計によった。

２有用魚類の生息環境（河川形状）調査

淵は魚の睡眠場所や遊泳力の弱い仔稚魚の育成場と

として利用される他，出水時および捕獲と捕食動物か

らの避難場所となっており，漁業上は魚の補給源とし

て極めて重要である。また，瀬と淵は表裏一体の関係

にあり，淵が消失すると生産性の高い下流の早瀬も消
失する。

このため，神通川と庄川に存在する淵の大きさと数を

明らかにすることを目的に，神通川では平成13年6月

田子泰彦

10日に，庄川では６月8日に，それぞれ最下流に位置す

るダムから下流（神通川及び庄川ともダム直下の淵は

禁漁区となっているため，ダム直下の淵を除く）のア

ユの漁場において，川舟に乗って流れを降りながら，

測深用の魚群探知機と目印をつけた竹竿を用いて淵の

水深を，肉眼で淵の長さを調べ，最大水深が2mを越え

る淵を測定した。川の流れが分流している箇所では，

水量の多い方の流れを対象に調べた。淵のタイプは，

M型（蛇行型），Ｒ（岩型），Ｊ型（合流型）およびその

複合型に分類した。

３アユの資源管理に関する試験

庄川ではアユ漁盛期の夏季に流量の減少が著しい。

このため，本試験では流量の増減がアユの資源管理に

及ぼす影響を明らかにすることを目的に，庄川に放流

される湖産アユを用いて，増殖場の飼育池において投

網，テンカラ網漁による水深別のアユの漁獲能力試験
を行った。

漁獲試験は平成13年７月6日に，庄川養魚場の飼育池

（幅4.5m，長さ12.4m，高さ1.2m）において，放流用の

湖産アユ300kｇ（平均体重209,Ｎ=100）を収容して行っ

た。飼育池の水は伏流水に由来する河川水で，当日の

池の表層の水温は16.3°Ｃ，濁度は0.2mg/lと清澄であっ

た。試験は飼育池の水深をそれぞれ水深0.18,,0.55,,
0.90mに堰板で調節の後，投網では各水深で各10回，

テンカラ網では各水深で各5回の打網を行い，漁獲され

たアユの数を数えた。試験中に弱ったアユは各打網ご

とに除去し，別に用意したアユから新たに加えて，飼
育池に収容したアユの数は各打網ですべて同じにした。

試験に用いた網の仕様は，投網では網目12節，円周70

0目，糸の太さ3号（袋網2号），テンカラ網では長さ

61,,幅0.6m，網目12節，糸の太さ1.5号（袋網1号）で，
両者とも庄川のアユ漁で標準的に用いられる仕様であ
る。

４庄川水系桂湖のコクチバス生息調査

バス類（オオクチバス，コクチバス，プルーギル）

はいずれも圧倒的な強肉食性で他の魚を捕食しながら

成長する。オオクチバスが止水・暖水域（ため池やダ

ム湖または河川下流域の淀み）に多く生息するのに対

－９６－



富山湾

Ⅲロ
ｋ、

１１

図－１神通川下流域における魚類・水質調査地点
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桂湖におけるコクチバス調査位置図 (Ｈ１４９５－６）

図－２ 庄川水系支流境川の桂湖の位置図
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図－４桂湖におけるコクチバス調査位置図（Ｈ14.1023-24）
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や清流）に生息が可能で，ヤマメやアユに対する影響

が強く懸念されている。そのコクチバスが庄川水系上

流の境川にある桂湖（図－２）では密放流により生息し

ているという情報が入ってきたので，その生息状況を

調査した。

生息調査は，平成１３年９月5-6日と10月23-24日の２回

行った。９月5-6日の調査では刺網，カゴ縄および投網

の漁具を用い，調査船「あゆかぜ」により桂橋近くの

湖面に設置または打網した（図－２，３）。刺網（1反:長

さ38m，高さ2.6,,3枚網）は3反を連結し，カゴ（長さ

62cm，幅45cm，高さ20cmの四角柱型）は3連（1連のカ

ゴ数は8個）とした。刺網とカゴ縄は5日の午後の設置

し，６日の午前に揚網した。投網（28節）は5日に打網

した。

10月23-24日の調査では，刺網を用い調査船「あゆか

ぜ」により，２３日午後に湖面全域（13箇所：図-4）に

設置し，２４日午前に揚網した。また，２３日午後にはSt、

1で釣り（餌:砂イソメ）による採集を試みた。

湖面の水位は９月5-6日では湖底より約38mでやや減水

状態，10月23-24日では約18mでかなりの減水状態であ

った。１０月23日にはSt､２，３で水温，濁度および透明度

を測定した。

５有用魚種の生息調査

本県に生息するカジカ・アユカケの生態を明らかに

する予備的な調査として，神通川および庄川での各調

査やアユ漁によって混獲されたカジカ・アユカケの時

期，場所および魚体の大きさを調べた。

【調査結果の概要】

１神通川下流域の生息魚類調査

神通川下流域における生息魚類の採捕結果を付表-1

に示した。４月は船舶の調整が上手く行かなかったこと，

６月は増水により調査ができなかった。採捕された魚

種は，アカエイ，アカカマス，アユカケ，イシガニ，

イシモチ，ウグイ，ガザミ，カタクチイワシ，

クサフグ，クロウシノシタ，クロソイ，クロダイ，

コノシロ，ゴンズイ，サッパ，シマイサキ，

ジュズカケハゼ，ショウサイフグ，シロギス，スズキ，

スッポン，スミウキゴリ，タイワンガザミ，ダツ，

トラフグ，ナシフグ，ヌマガレイ，ヌマチチプ，

ネズミゴチ，ヒイラギ，ヒラメ，ブリ（ツバイソ，

フクラギ），ボラ，マアジ，マゴチ，マハゼ，

ミミズハゼ，メゴチ，モクズガニ，ヨシエビの計41種

で，昨年よりも3種多かった。他に種の不明なカニが

1尾あった。このうち，遡河性魚類はアユアケ，ウグイ，

ヌマチチブ，モクズガニ，ヨシノボリの計5種で，そ

の他は海水（汽水）魚類であった。

漁法別にみると，刺網では多くの魚種が採捕された

が，カゴではモクズガニ，タイワンガザミをはじめと

したカニ類の他，ウグイ，マハゼ，クサフグなどが採

捕された。

季節的な特徴では，モクズガニは河口域で５月末まで

みられたものの，７～８月には全くみられなくなり，９月

末には最も上流に位置するStn､4に出現したことから，

モクズガニは産卵のために秋頃から降海を始め，産卵

期は翌年の初夏頃まで続くものと考えられた。なお，

モクズガニのいなくなった7～８月の河口域にはタイワ

ンガザミやガザミの出現がみられた。また，アユカケ

は11～３月に河口域に出現しており，産卵のために降下

したものと考えられた。

なお，遡河性魚類のサクラマスとサケの親魚は1尾も

底刺網で採捕されなかったことから，これら河川に回

帰してきたサケ科魚類は，河口域では，表層（淡水）

を遊泳して遡上していくものと推測された。

調査地点における水質の分析結果を付表-2に示した。

海水の侵入状況を示す底層の塩分濃度をみると，５，１１

月ではStn,3,7,8月ではStn,６，９月ではStn､2,10,12

-3月ではStn､1までが高い値を示していた。調査日の河

川流量も考慮に入れる必要があるが，大潮で河川流量

が少なくなる夏（８月）に最も上流域（河口から約5ｋ

m）まで侵入することが明らかになった。海水は月令な

どの月日，干満などの時刻，河川の流量などの影響に

より，神通川下流域を大きく，満ち引きしているもの

と考えられた。

２有用魚類の生息環境（河川形状）調査

神通川と庄川の河川構造の調査結果をそれぞれ図－５，

６，表－１，２に示した。調査距離は神通川では１８km，庄

川では20kmで，両河川とも調査日の流量はほぼ平水に

近かった。最大水深が2ｍ以上の淵は神通川では13箇所，

庄川ではわずか3箇所であった。最も水深が深く，か

つ規模の大きかった淵は，神通川のNO1で，水衝部が岩

盤に当たっている淵であった。庄川は神通川に比べて

淵の数も少なく，規模も小さかったが，これは主に平

水時・増水時の流量差および河川改修の進捗度，砂利

採取の有無によると考えられた。両川併せると，淵の

タイプはR型（複合型を含む:以下同じ）が12と最も多

－９８－
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表－１神通川での河川扇境調査結果(2001.6.10）

ノ

表－３桂湖で採集されたコクチバス（平成13年度）
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図－５神通川における主要な淵の

存在位置図（2001.6.10）
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図－６庄Ⅱ|における主要な淵の

存在位置図（2001.6.8）
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く，次いでJ型が６，Ｍ型が3であった。

平成13年の最大水深2ｍを越える淵の数は神通川では

昨年よりは2箇所増えたものの13箇所であり，平成9年

の18箇所に比べ減少した。また庄川のそれは調査開始

以来，最も少ない3箇所のままであった。現在のように

低水位護岸の建設などで流路が河川中央寄りに限定さ

れ，砂利採集などにより河川の平坦化が進んだ現在の

河川形状（構造）では，今後とも出水によるこれ以上

の数の大きな淵の形成は期待できないと考えられた。

３アユの資源管理に関する試験

投網とテンカラ網による漁獲尾数の平均値と標準偏

差をそれぞれ図－７，８に示した。投網による水深別のア

ユの漁獲尾数の平均値には，１％水準で有意な差が認め

られた（分散分析，ｐ＜0.001）。水深0.90mでの漁獲尾

数の平均値は水深0.55mと水深0.18mに比べ1％水準で有

意に少なかった（ポストホックテストFisherPSLD

p=0.0070.55m，ｐ＜0.0010.18m）。また，水深0.55ｍ

での漁獲尾数の平均値も水深0618mに比べ1％水準で有

意に少なかった（同ｐ＜0.001）。

テンカラ網による水深別のアユの漁獲尾数の平均値

には，１％水準で有意な差が認められた（分散分析，

p=0.001）。水深0.90mと水深0.55mの漁獲尾数の平均値

は水深0.18mに比べ1％水準で有意に少なかった（ポス

トホックテストFisherPSLDp＜0.0010.90m，

p=0.005,0.55m）。しかし，水深0.90mと0.55mではア

ユの平均漁獲尾数には5％水準でも有意な差は認められ

なかった（同ｐ=0.214）。

投網とテンカラ網の打網による水深0.90mでの漁獲尾

数は水深0.18mに比べ有意に少なかった。また，投網で

は水深0.55mでの漁獲尾数も水深0.18mに比べ有意に少

なかった。これは両者の網とも，打網により水面に網

が達してから川底に到達するまでの時間が水深が深い

程長くなるため，深い水深では網に気づいて逃げるア

ユの数が多くなるためと考えられる。また，テンカラ

網では水深0.90mと0.55mではアユの漁獲尾数には有意

な差が認められなかった。これはテソカラ網が主に水

深の浅い場所にいるアユを漁獲の対象としているため

に網の幅（丈）が0.6mしかなく，ある程度の水深以上

では網の最上部を越えて逃げるアユが多くなるためと

考えられる。

本試験結果から，漁獲圧力の減少はアユの生息環境

（水深）の改善によっても達成が可能であると判断さ

れる。すなわち，庄川のように人為的に河川流量が減

少した河川では，夏季の間だけでも河川流量を増加す

ることができれば，あるいは淵などの深みを各所に造

成できれば，アユの漁獲圧力の減少につながり，アユ

資源を効率的に利用できる可能性が高くなることを示

唆している。

４庄川水系桂湖のコクチバス生息調査

平成13年９月5-6日および10月23-24日のコクチバスの

採集結果を図－３，４，表-3に示した。９月5-6日では30尾

（体長範囲8.7～20.0cm），１０月23-24日では14尾（体

長範囲9.1～27.1cm）が採集され，複数の年級群の個体

が生息しているものと推定された。また，湖面の多く

の地点からコクチバスが採集されたことから，コクチ

バスは桂湖のほぼ全域に生息しているものと考えられ

た。１０月23日の桂湖の水温，濁度および透明度は，そ

れぞれSt､2では17.2℃，2.3mg/1,2.1m，Ｓｔ､3では

16.9°Ｃ，2.7mg/1,2.0111であった。

５有用魚種の生息調査

平成13年度に混獲されたカジカおよびアユカケの時

期，場所および魚体の大きさを付表3に示した。採集さ

れた両種の全長と体重範囲はそれぞれ2.5～12.3cmと

0.2～24.5gおよび2.9～25.5cmと0.3～326.39で，カジ

カでは5～10月に，アユカケでは5～３月に，稚魚から成

魚までの個体が採集された。

【調査結果登載印刷物等】

なし
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3.2魚病対策事業

（１）魚病対策事業

【目的】

本県の増養殖対象種への伝染性疾病による被害を低減

させるため，魚病被害等調査，防疫対策定期パトロール，

魚病検査依頼の対応および保菌種苗搬入防止対策を実施

する。また，食品としての安全な養殖魚を生産するため，

医薬品適正使用対策と医薬品残留総合点検を実施する。

【方法】

（１）魚病被害等調査

県内の全増養殖場を対象に,魚病被害の実態及び水産用

医薬品等の使用実態についてアンケートによる聞き取り

調査を実施した。

実施期間平成13年４月～14年３月

実施地域福岡町，城端町，平村，上平村，利賀村，福

光町，入善町，宇奈月町，大山町，八尾町，

上市町，立山町，氷見市，黒部市，魚津市，

富山市，新湊市，小矢部市

経営体数５９増養殖場

(2)防疫対策定期パトロール

県内のサケ科魚類養殖場を巡回し,飼育技術指導および

発病状況等の調査と聞き取りを行った。

(3)魚病検査依頼対応

増養殖業者等からの魚病の検査依頼に対応した。

(4)保菌種苗搬入防止対策

河川放流用種苗のとして,富山県内水面漁業協同組合連

合会が岐阜県から購入したヤマメ60尾(平均尾叉長9.1ｃｍ

､平均体重7.99)を調査対象に病原体保有状況調査を行っ

た。

①魚体の観察

ヤマメ稚魚60尾の外部（体表、鰭、鯉）および内部形態

を肉眼および顕微鏡にて観察した。

②細菌検査

せつそう病原因菌Aemmcnassa』monicida，ビプリ

オ病原因菌WbKibsnp.および細菌性腎臓病（BKD)原因

菌Renibacterumsah]Toninammの検出を目的として

，各個体別に1％NaC1添加BHI寒天培地およびSKDＭ培地

に腎臓組織を塗抹した。１％NaCl添加BHI寒天培地は20℃

村木誠一

,SKDＭ培地は15℃の恒温装置内に置き，コロニー出現の

有無を確認した。

③ウイルス検査

供試魚から腎臓を摘出し､5尾分をプールして1検体とし

た｡各検体を遠心分離後､上清を採取し､常法によりRf1℃－２

細胞に接種して、２週間後の細胞変性の有無を観察した。

(5)医薬品適正使用対策

サケ科魚類養殖業者を対象として,防疫対策定期パトロ

ール時および魚病検査時に，医薬品の使用状況と魚病に対

する効果の聞き取りを行った。

(6)医薬品残留検査

せつそう病の治療に用いられるオキソリン酸を対象に

残留検査を実施した。平村，上平村および利賀村のイワナ

養殖場1業者から出荷前のイワナ10尾を採集し，パイオア

ッセイ法にて残留検査を行った。

【結果の概要】

（１）魚病被害等調査

５８増養殖場のうち24増養殖場から回答があり(回収率：

41.3％)，魚病による被害額は3582千円で生産額の2.069tｊ

であった。被害額のうち，83.2％は「その他のさけ。ます

類」であった。

調査結果を取りまとめ，水産庁へ報告した‘，

(2)防疫対策定期パトロール

県内サケ科魚類養殖場を巡回し､魚病発生状況の聞き取

り調査を行うとともに、飼育技術、防疫対策および魚病の

予防と治療の指導を行った。発生している魚病に新しいも

のはなく、いずれも条件性疾病が多いため、飼育環境や飼

育技術の指導を行った。

(3)魚病検査依頼対応

平成13年度の魚病検査依頼は14件で，内容は表1のとお

りであり、サケ科魚類およびアユについての依頼が多くあ

った。
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(5)医薬品適正使用対策

巡回指導時および魚病検査時に医薬品の適正な使用を

指導した。

(6)医薬品残留検査

検査の結果，医薬品の残留は認められなかった。

【調査結果登載印刷物等】

なし

表１平成１３年度魚病診断状況

せつそう病

細菌性鯉病

魚種病名》
｜
鯛

症状

肝臓退色、

腎臓腫大、白いシスト

鯉貧血、鯉弁癒合、粘液過剰

分泌、体表のスレ

鯉貧血、肝臓退色、

腎臓壊死、眼球突出

体表のスレ、びらん

鯉弁癒合、肝臓退色、

遊泳不良、蝿死

少数蝿死、消化不良

鯉貧血、鯉弁癒合、粘液過剰

分泌、体表のスレ

頭部に水腫症状

腹部膨満、消化不良

腹部膨満、腹部にシスト

眼球、腹部に気泡、腹部膨満

鰭のびらん、遊泳不良、
粘液分泌

眼球、鰭基部、紅門の出血、
消化管の出血、体表のスレ

腹部膨満、消化不良

細菌性腎臓病

ダクチロギルス症、

チョウ症、キロドネラ症
6月

せつそう病7月

(4)保菌種苗援入防止対策

魚体の観察では，寄生虫症､感染症の兆候はみられなか

った。また，検査対象とした病原性細菌は，全て陰性と判

定された。ウイルス検査において、細胞変性は認められず

、病原性ウイルス（ＩＨＮウイルス、ＩＰＮウイルス）は検出

されなかった，

以上の検査結果を関係者に連絡した。

イクチオボド症

消化不良
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8月

不明

ダクチロギルス症

チョウ症
2月

頚
一
頭
一
頚
一
調
一
銅
一
調

イクチオボド症

キロドネラ症

ビプリオ病

3月アユ



(2)アユ冷水病調査事業

【目的】

近年，アユにおいて冷水病が蔓延し，県内のアユ資源

に重大な被害が発生していることから，冷水病菌の保菌

状況，宿主範囲，感染経路を調査することによって，予

防および対策方法を検討し，冷水病に対する防疫対策の

確立を図る。

【方法】

調査材料として､平成13年４月17日から11月30日にか

けて庄川および神通川を中心とした県内12河川で採捕

したアユ，県内増殖場で飼育しているアユを用いた。ア

ユ以外の魚種として，ウグイ，タモロコ、カジカを調査

材料として用いた。検出部位は主として腎臓および鯉と

したが、仔魚は魚体が小さいため、全体または腎臓を含

む躯幹部を用いた。

冷水病菌の遺伝子の検出方法としては，ＰＣＲ法を用

いた。

【結果の概要】

平成13年度の冷水病調査結果を表1に示した。

庄川で採捕した降下仔魚および庄川河口で採捕した

河口域の仔魚からは冷水病菌が検出されなかった。県内

の12河川で海産遡上稚魚を採捕し検査した結果､庄川を

含む7河川の個体からは冷水病菌は検出されなかったが

、他の5河川からは冷水病菌が検出された。また、庄川

および神通川で採捕した産卵親魚からは腎臓から33.3

～60％、鯉からは66.6～100％と高い割合で冷水病菌が

検出された。産卵親魚からは高い割合で冷水病菌が検出

されたのに対し、降下仔魚、河口域の仔魚、大半の河川

の海産遡上稚魚からは冷水病菌が検出されなかったこ

とから、冷水病は垂直感染の可能性が低いと考えられた

。一方、冷水病菌が検出された5河川の海産遡上稚魚に

関して、感染経路は不明であるが、放流種苗や河川に常

在する魚種または河川水等からの感染が考えられる。

遡上がほぼ終わった６月以降の河川のアユを検査した

結果、６月後半では鯉から30％の割合で検出されたが､７

月以降は検出されず、９月頃から検出される割合が増加

した。これは、夏期は河川水温が20℃以上となったため

冷水病菌の増殖が抑えられ、９月後半からは水温の低下

ともに、産卵によるストレスや体力低下が冷水病への感

染、発病に影響を及ぼしたと考えられた。

人工種苗に関しては、神通川増殖場飼育池の個体につ

いて調べた結果、０～40％と飼育池によってバラツキが

村木誠一・田子泰彦

あった。人工種苗でも冷水病菌を保菌していることは明

らかであるが、飼育池によっては冷水病菌が検出されな

かった池もあり、これらの種苗を用いることで、冷水病

菌を持たない親魚や種苗を生産できる可能性が考えら

れた。

河川で採捕したアユ以外の魚種について調べた結果

、カジカおよびタモロコからは冷水病菌は検出されなか

ったが、ウグイから検出された。アユが河川からいなく

なる冬場やアユの河川遡上前にアユ以外の魚種が冷水

病菌を保菌していて、アユに感染する可能性が考えられ

たが、明らかではない。今後調査する必要があると考え

られる。

現在、県内には冷水病は広く蔓延しているが、今回の

結果から冷水病が垂直感染しない可能性が考えられた

ことや、県内増殖場飼育池では冷水病が検出されない池

が見られたことから、今後、冷水病を保菌していない種

苗の生産ができる可能性が考えられた。引き続き、冷水

病に関する調査を行うとともに、防疫体制を整え、冷水

病の被害を軽減する必要がある。

【調査結果登戦印刷物等】

なし
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表1．平成13年度冷水病検査結果

魚種検査部位検体数検出数保菌率(％）備考採集年月日 採集場所

2001.4.17

2001.4.17

2001.4.25

2001.4.25

2001.4.25

2001.5.11

2001.5.14

2001.5.14

2001.5.14

2001.5.14

2001.5.14

2001.5.14

2001.5,14
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2001.5.14
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2001.10.12
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2001.11.30
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2001.12.14

2001.12.14

2001.12.14

2001.12.14

2002.1.31
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斉
鯛
査

、
新
規
加
入
量
鯛
査
（
幼
イ
カ

流
れ
藻
）

⑨
富
山
湾
漁
場
環
境
・
漁
場
環
境
総
合
遡
宜

水
漁
資
源
管
理
（
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
・
ソ
リ
カ
メ
ラ
・
パ
イ
型
」
）

日
政
寓
山
湾
海
洋
基
礎
研
究

②
第
２
種
中
間
検
査
修
理
エ
事
そ
の
他

計

４
１２＜且><L＞５６７８夕１Ｑ１１１２１３１４１５１６－１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０＜ 当＞、‘．

習熟運転観測スルメイカ調査(漁期前） １０ ２ ２ 1４

５
１２３４５６７ 』＝＆１０１１１２１３１４塁１６坐１８１９２０冬…Ｌ２６２７２８２９３０３１

観測漁場環境総合新規加入量(幼イカ） ２ ５ ２ ９

６
１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０
＜ 一＞一圭＜÷一一－
観測新規加入量(流れ藻）ソリカメラダム排砂スルメイカ漁場一斉鯛査 ２ ６ ２ 1２

７
１２

鼻４－塁当７８９<竺陰12王錨１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１－＞‐＜－＞

パイカ､ご観測パイかご新規加入(流れ藻）打合せソリカメラホタルイカトロール観測 ２ ２ ３ ２ ５ 1４

８ 1--皇..且４５６塁一塁９塁Ｌ１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３２３１－ －－－工事打合せ－－－

新規加入(流れ藻）環境無輝定期検査スルメイカ鯛査(盛漁期） ８ ２ １１

９
ｉ２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０

一－三
三二＝く一＞＜一－－

観測たかっか検登中堅教員研修観測ドック回航 ４ １

２
３く １

６
３く

１０ 一』一旦一Ｌ_§－２－四一ＬＬ里一旦－１４－哩坐ｮ』塁
第３種中間検査修理エ事(窟山市）ＪＧ検壷賦運転回航

1８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１

(16）

１

(１６）

１１
１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０

モーシ一一一・壬一一一一＞一一＜一一

観測アーマードケーブル修理杖運転漁増環境(泥）海洋研究(JAMSTEC） ２ ２ １ １ ６

１２ １２＜些生５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１
観測 ２ ２

１
１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１

１両参 ２ ２

２
１２３４５６７８９;州｡い１１１２１３１４１５１６鴬1７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８
ーう

観 測ホ;耐詮
＜一三

観測 ２ ２ ２ ６

３
１２３ ＜一Z－§－＆

新規加入量(幼イカ）

１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１

６ ６

1２ ４ 1８ ５ ８ ６ 1７ ３ ８ １ ６
(１８）
８９
(18）
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（
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平成１３年度栽培漁業調査船運航実績表 計

(造） (赤） (ﾄﾔﾏ (海） (総） (ﾓﾆ） (調） (他）

|－

ドＩ
６可三Ｊ鈴８９ 131饗識i蔓１６１７１８１９２０垂舞2通２３２４２５２６２７首躯蕊蕊膳３０

モーラ＜一＞＜-＞

造モニトヤマ

１：２ ３４５

＜一＞

環

ｌＯｌｌｌ２

＜~＞
サケ

|言
｜’

１２３か４－５６７ ８９１０１１１琢ｌ３ｍ４１５１６１７１８爵漉聖鴎２１２２２３２４２５轟睡郵蒼２８２９一色．一＝､巳-.や寺古F

＜ -ﾗ＜-＞＜－＞＜－ﾗ＜一ﾗ＜-＞＜－＞＜＝＞
環トヤマ 総サケ総総造･他造

3０３１

｜｜

LＳ
９迦皿ｌｌｌ２１３１４１５漣６,二17雑１８

_,や少与､=.d宮--.''､

＜ 一＞＜-ﾗ＜一＞

トヤマトヤマトヤマ

ｌノ２．竃…駅４５６７８

＜-ﾗ＜-ﾗ＜-うぐ-＞

環トヤマトヤマトヤマ

１９２０２１２２塑醗;鍵塁２５２６２７２８
＜-＞＜=＞＜~＞＜~うぐ-うぐ一＞

トヤマ造トヤマ 総総総

２９掲雌

１７
１受２３４５６〃Ｚ１－８ｘ９１０１１１２

＜一＞＜~＞＜-＞＜一＞＜~＞

環造トヤマトヤマトヤマ

２７狸陽謹；職３０３１１３－３１鶴箪罷１６１７ １８１９を2α尋2嘩淫藤２３２４２５２６
＜~＞＜-＞モー＞

海海海

8１
123挫鎌で５６78
＜＝＞＜-＞

造環

９１０通惑鯉皿３１４１５１６１７識§調罵２０２１２２２３２４：醗蕊綴１２７２８２９
＜-＞

海

３０３１

＜＝

海

］
つ
『

ド
１２．３４５６７８;：?･９１０１１１２

＜~＞＜一＞＜~＞

造海飛総
１２３４５６心７ｍ８％９１０１１１２

１３１４逮壁厚遁;１７１８１９２０２１錘ｇ２疎泌幾２５２６２７２８麹i:罰α
＜~ﾗ＜~＞＜~＞＜=＞＜=＞

総総環造トヤマ

１３:i;畷ｉｌ５１６１７１８１９:12“錐廻２２３２４２５２６'2恋28:理９３０３１
＜~うぐ一＞＜-＞

モニ海トヤマ

１０

環 ドック

ｌｌｌｌ
ｌｌ
’’

､１征姻鼻１９２０２１２２､２３管さ24去皇溺汚２６２７２８２９３０
＜一うぐ~＞

他他

１２‘-３．４５６７８９１０ｆ農１１:１２

←＞＜一＞

環造

１３１４１５１６

＜-＞

トャマ

ｌ２ｉ

－－ｌ

班２３４５６７８９ヘｌＯｌｌｌ２１３１４迦詠慰躯爵１７１８１９２０２１廻転２３“泡５２６２７２８２鎚姻０１世錐
＜一うぐ~うぐ~うぐ-＞＜-＞

環造海造海海総総総総

１１２３４５６７８９

＜~＞

環

12坪３4567８９

＜~ﾗ＜~＞

海環

１２３４５６７８９

←＞＜一＞＜~ﾗ＜-＞＜-＞

他総総総環

９１０１１１２１３m４m５１６１７１８１９．，２０．．２１２２

＜~＞

造

９１１皿．ｌ２１３１４１５ｍ６ｍ罪１８１９２０２１２２

＜-＞＜一ﾗ＜ー

海造･海トヤ

９１０１１１２１３１４１５m６処7廷１８１９２０２正,２２

２３２４２５，２６:<唇２７；２８２９３０３１

２０２１２２'２３『･鍵i崎２５２６
ｴ,↑･P-,'もﾛ

＜一ﾗ＜一＞

造･海トヤマ

２０２正,２２２３，２４２５２６

＜-＞＜=＞

造総

2７２８

上段:日数、下段:乗船者数(乗組員除く)、ドック１２日除く

２７２８２９３０３１勇

＜~＞

造ドック



＜その２＞

1.3沖合開発調査
(1)日本海スルメイカ漁場調査

付表l日本海スルメイカ漁期前調査試験操業結果（平成13年４月１７～26日）＜その１＞
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餌査定点番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 】０

月日 4．１８ 4．１８ ４．１８ 4．１８ 4．１８ 4/18～1９ ４．１９ 4.19 4.19 4.19

位
置

開始 輝
噸

鍵了 輝
唖

3７．００，

1３５．００

37.00・

１３４．３０’

3７．００，

１３４．００・

3７．００

133｡３００

３６．４０

１３３．３０

36.43.9

1３３．００．０

3６．４６．５，

１３２．５８．７ｏ

37.00,

1３３．００

3７．００

３２．３０１

36‘４０

1３２．３０

3７．０００

132.00,

時
間

開始

終了

操翼時間散

19:0０

4:0０

９

釣獲個体数 2,011

機械台数 1０

個体/台・時間 22.34

外套背長範囲 14.0～20.4

外套背長モト 18.5

水
深
別
水
温

０ｍ

lom

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

loom

150ｍ

200ｍ

300ｍ

13.3

12.55

12.33

12.22

11.00

10.86

10.63

6.93

3.35

1.21

１４．０

13.63

13.24

13.14

12.48

12.03

11.47

1１．０１

9.43

2.36

1３．１

12.28

1２２５

12.00

11.91

11.02

10.85

10.47

８．２６

1.7

1３．４

12.84

1２２２

1２．０１

１１．６９

１０．６５

10.22

5.14

1.42

0.63

13.4

12.03

1１ 9１

１１ 7８

１１ 3６

1０ 5１

９8５

５3７

２1１

０8２

15.8

14.72

1４ ４１

1４ 3２

1４ 2１

1３ 9３

1３ 5３

1１ 9７

1５．０

14.60

14.40

1４．０９

1３ ３７

1２ 4９

1１ 5６

９8５

３8４

1２．６

11.94

1１．５１

11.24

１０．５８

8．６１

5.68

2.42

1.40

0.79

15.4

15.03

14.30

14.20

14.00

13.17

１１．７６

6.31

2.14

1.06

1３．２

12.40

11.12

９2９

６4７

３5３

２5６

１．４６

1.04

0.77

偏考

･他船なし’
･赤潮が発生していた

(夜光虫）

･魚影なし

函査定点番号 １１ 1２ 1３ 1４ 1５ １６ 1７ 1８ 1９ 2０

月日 ４．１９ 4/１９～2０ ４．２０ 4.20 4.20 ４．２０ ４．２０ 4/20～2１ 4.21 4/21～2２

位
歴

開始北緯

東経

終了北緯

東経

３７．００．

1３１．３０．

36.42.5

132.02.1

36.45.4

32.03.9１

3６．４０

1３１．３０．

3６．２０

131°３０

36.20’

1３２．００，

36･００

1３２．００

36°００，

1３１．３０．

３５。３９．９

１３１．２９．２

35.40.2

1３１．３１．０

3５．４０，

1３２．００．

36.00.4’

132°３０．３０

36．“､9．

132.29.8.

時
間

開始

終了

操案時間徴

20:0０

4:0０

８

22200

4:0０

６

１９:0０

4:0０

９

釣痩個体致 2１ １７２ 2.200

機撞台散 9.1 １０ 】０

個体/台・時間 0.29 2.87 24.44

外套背長鞄囲 9.4～１５．７ 12.8～21.4 12.7～20.4

外套脅畏ﾓー ﾄ゙ 1２．５ 1４．０．１９．０ 1５．５

水
深
別
水
温

０ｍ

１０ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

１００ｍ

150ｍ

200ｍ

300ｍ

13.5

12.85

11.50

11.15

9.13

6.56

4．１２

2.08

1.22

0.81

1３．５

12.01

1１ 5３

1１ 0２

1０ 6１

８０３

５4２

２3０

１3８

０8３

1２．４

12.43

12.42

１１．９２

11.12

10.72

10.48

6.19

2.58

1.04

1４．０

14.04

13.91

1３ 1０

1１ 8９

1０ 4３

９7３

５4６

１9０

０7８

1５．３

15.27

1５ 2８

1５ ２７

1５ ２７

1４ 5０

1１ ７５

15.1

15.17

15.18

15.17

14.40

14.14

13.46

2.73

1.99

15.1

15.19

15.19

1５ 1９

1５ 1１

１４ 6５

１４ 0７

９2２

１4６

働考

･他船なし

･魚影なし

欠測 欠測 欠測 ･他船なし

･魚影なし

･他船南方向

に１隻

･魚影なし
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副査定点番号 ２１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０

月日 4.22 4.22 4/22～2３ 4.23 4.23 4.23 4.23 4.23 4/23～2４ ４．２４

位
匠

開始北緯

東経

終了 輝
蝉

36.20

32°３０１

３６．４０．

l３４ｏＯＯ

３６･’8．４．

134.03.7,

36.16.0’

134.10.6.

36‘００，

１３４．００，

3６．００，

134.30,

3６．２０

1３４．３０

3６．４０，

134.30,

3６．４０

1３５．００

36.18.8,

135.00,3.

36.56.5

135°０３．１

36.00,

135.00,

時
間

開始

終了

操梁時間数

19:0０

4800

９

１９:0０

4:0０

９

釣獲個体散 1,732 1.065

機披台数 9.8 １０

個体/台・時間 19.ｅ４ 11.83

外套背長範囲 13.8～1８．４ 11.4～1５．６

外套背長ﾓー ﾄ゙ 16.5 14.5

水
深
別
水
温

０ｍ

１０ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

loom

150ｍ

200ｍ

300ｍ

14.6

14.77

1４ 7５

1４ 7６

1４ 2５

1４ ０１

12.54

3.45

1.38

０．７０

12.4

1２２２

12.80

12.12

1１ 6３

1１ 2０

1０ 9３

９8６

3.53

0.92

12.9

12.67

１２ 5２

1１ 9８

1１ 3２

1０ 3８

９2９

５0０

２．２５

0.86

14.3

14.45

14.46

14.43

14.11

13.90

13.31

11.04

4.6心

14.0

13.97

13.66

13.62

12.82

12.32

11.34

9.60

3.72

0.76

14.0

13.93

13.74

12.94

12.29

11.58

1０ 8８

６9１

２6１

１0１

12.4

12.11

1２ 0５

１１ 5３

1０ 6５

1０ 4０

９2８

４5９

２5８

０9９

1３．６

13.36

13.22

13.22

12.68

11.89

11.19

８．５０

2.84

1.12

13.8

13.42

1３ 2９

1３ １０

１１ 2６

1１ 0６

1０ 5５

５０１

２0５

０7９

1３．８

14.42

14.27

1３ 9３

1２ 9２

1２ １５

1０ 7９

９6３

３4６

偏考

･他舶なし

･魚影なし :駕誌｜
･クラケ類の群

’

蘭査定点番号 3１ 3２ 3３ 3４ 3５ 3６ 3７ 3８ 3９ 4０

月日 4.24 ４‘2４ 4.24 ４．２４ 4/24～2５ ４．２５ ４．２５ ４．２５ 4.25 4/25～2６

位
困

開始 坤
悪

鋳了 北緯

東経

3６．０００

135.30,

36.20Ｄ

135.30’

36°４０，

1３５．３０

3７．００

１３５．３００

36.58.6

135.59.8,

36ｏ53.90

136.00.8,

3７．０００

136.30,

3７．２０

136.30,

37°２０

136.00,

3７．４０，

136.00,

37.41.2

136.31.5

37.43.6

136.37.3

時
・
間

閲始

笈了

換業時間数

19:0０

４:００

９

19:００

3:0０

８

釣獲個体数 526 485

機檎台敗 1０ 1０

個体/台・時間 5.84 6.06

外套背長範囲 12.4～16.2 12.6～20.6

外套背長ﾓー ﾄ゙ 13.5 16.5

水
深
別
水
温

０ｍ

１０ｍ

20ｍ

30ｍ

50ｍ

75ｍ

１００ｍ

150ｍ

200ｍ

300ｍ

1４．４

14.Z３

14.23

14.21

13.84

12.96

12.30

11.37

４．０７

13.2

12.92

12.81

12.48

11.51

l0-Rg

11.04

８．２６

3.42

０．８７

13.6

13.45

13.36

12,71

12.16

11.97

11.46

10.65

6.36

１．１２

12.6

12.34

12.27

12.23

11.22

11.06

10.73

10.28

10.68

1.81

12.1

11.82

11.77

11.78

11.43

10.71

10.68

10.32

８．５４

1.64

11.6

11.ｅ＃

11.ｅ４

11.ｅ４

10害8６

10.72

10.41

1２．６

12.59

12.55

12.49

11.23

11.11

10.46

１０‘6３

1３．４

13.36

13.32

13.31

13.27

11.49

11.30

10.86

9.29

1.78

13.2

13.16

1３ OHl

1３ ０２

1３ 0１

１１ 7５

1１ 3６

1０ e８

８０８

2.49

12.3

12.25

１１ 9６

1１ 8３

１１ 6２

1１ 2６

1０ 9０

９4６

倒考

･他船なし

･魚影なし

･クラゲ頚多良

･他船

･魚影

なし

なし

･蛎脚頚多散



＜その2＞

付表２日本海スルメイカ盛漁期調査試験操業結果（平成13年８月23日～30日

-110-

詞査定点番号 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０

月 日 8／2５ 8／2５ 8／25～2６ 8／2６ 8／2６ 8／2６ 8／2６ 8／26～2７ 8／2７ 8／2７

位
匿

開始 癖
窪

笈了北緯

東経

4０．００．

137.00・

4０．３０．

137.30.

40°30947

137．Ｏ１Ｚ９

4０．３１９２

137.08.12

4０．３０．

136Ｐ３０・

4０．３０．

136.00.

4０．００．

l36f30。

39.30。

136Ｆ３０，

39.58‘6３

１３６．００Ｕ２

3９．５８７９

136.07.53

40。００。

135.30・

3９．３０．

135.30。

野
間

開始

終了

操巣時間数

19:００

４:００

９

１９:0０

4:００

８．５

釣獲固体数 7,999 4,185

機披台敗 １０ 1０

個体／台・時間 g哩哩 49.24

外套背長範囲 20.5～30.1 20.8～29.9

外：勇背長モード 22.5 22.5

水
深
別
水
温

０ｍ

１０ｍ

２０ｍ

３０ｍ

５０ｍ

７５ｍ

ｌｏｏｍ

１５０ｍ

２００ｍ

３００ｍ

26.0

25.76

25.09

18.38

14.59

1１ 5５

1０ 6０

８8４

４4８

１3７

25.8

25.05

2４ 6９

1３ １０

３9９

２1１

１4５

１1７

１０１

０8１

26.2

26.21

20.77

15.62

10.86

７．７６

5.44

2.78

1.66

１．０１

25.6

25.64

13.31

6.96

3．０２

2.22

1.66

1.29

1.01

0.77

25.1

24.66

15.16

7.81

2.72

１．８２

１4０

１1１

０9７

０7６

26.4

26.20

24.14

17.98

15.10

12.50

9.63

４．３２

2.15

1.01

26.4

26.30

25.84

17.48

10.69

6.62

5.02

2.33

1.49

０．８５

26.3

26.38

19.74

14.99

11.56

8.70

6.06

2．８４

1.65

0.95

25.7

25.83

17.63

10.51

5.84

3.50

2.59

1.69

1.26

0.80

26.2

25.94

18.42

13.47

7.96

５．３２

３．７７

２．０７

1.25

0.8】

倒考

他船１隻

ソウダガッオの群(”貝、）

シイラの群

イルカ15頭の群

他１９６隻

ソウダガツオ０

シイラの群

ﾄ群

鋼壷定点番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０

月 日 ８月23日 8／23～2４ 8/2４ 8/2４ ８/2４ 8/2４ 8/2４ 8／24～2５ 8／2５ 8／2５

位
画

開始 蝉
蝿

終了北緯

東経

3８．００．

138.00・

3８．３０３４

137.59.47

38.33Ｚ６

137.55.29

38‐３０

137.30.

3９．００．

137.30.

３９．００・

1３８９００．

39.30’

138.00・

39.30・

1３７．３０．

39.59℃０

1３８．００２６

3９．５８６３

138.01042

4０．００．

13γ３０‘

3９．３０．

137.00.

時
間

開始

終了

操粟時間散

20:0０

4:0０

８

19⑩０

4:0０

8.5

旬畏固体数 208 5,485

日械台散 1０ 1０

個１ k／台・時間 2.60 64.53

外：藍背長笛囲 12.4～26.8 18.5～28.9

ﾛ背長モード 15.5.23.5 22.5

水
深
別
水
温

０ｍ

ｌｏｍ

２０ｍ

３０ｍ

５０ｍ

７５ｍ

１００ｍ

１５０ｍ

２００ｍ

３００ｍ

27.3

26.73

25.76

21.78

18.13

13.82

11.35

8.41

4.76

1.27

26.7

26.50

2２ 9５

1９ 6９

１２ 9９

９6９

8.13

4.60

2.59

１．１０

26.4

26.55

２２RＯ

18.06

12.18

９6１

７9９

４6２

２5８

１1２

26.8

26.80

222匁

18.12

15.45

1２ 4９

１０ 9１

９4１

５6２

１6２

26.5

26.49

26二2２

20.81

17.65

14.38

11.④４

9.78

6.62

1.71

26.4

2５９９

2２ 0０

1７ 9７

1５ 5０

1２ 4７

10.80

8.39

4.46

1.48

26.4

25.49

15.54

13.47

１１．０１

１０．３４

1０ 2３

1０ 1３

９7４

５4７

26.2

25.41

24.91

16.25

11.13

７7７

５１１

２7８

１5４

１0５

25.6

25.74

２１ 4９

1７ １０

１５ 3３

1１ 9４

１０ 5６

７2６

２“

１3０

26.7

26.49

21.92

17ふ０

13.93

11.52

10.83

10.21

８．９１

2.11

傷考

他船２隻

ソウダガツオ＄

プリ幼魚の群（

シイラの群

サルパ類の群

虎lの群(114～Ｉ

93ｍ）

49皿）

他鉛なしＩ
ソウダガツオの群(310～鍵ｏｎ

ｼｲﾗの群’
擦麓イカ再披(237皿）

UP-875）

）



＜その3＞

＜その4＞

－１１１－

■査定点番号 ２１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０

月 日 8／2７ 8／2７ 8／2７ 8／27～2８ 8／2８ 8／2８ 8／2８ 8／2８ 8／28～2９ 8／2９

位
■

開始 輝
軽

綻了 輝
麺

3９．３０．

１３６．００・

39.00。

136.00,

3９．００．

135.30,

39.29Ｂ５

135.00.16

39．空025

134.59.32

3９．００．

135.00.

3８．３０．

135°０００

3８．３０．

135.30・

38Ｐ３０．

136.00,

３９．００Ｂ２

136･30.63

39.03℃２

136.33Ｂ２

39｡００’

137°００．

時
間

開始

賞了

操粟時間数

1９

３

７

1５

3０

2５

19:0０

４:0０

９

明日固体散 1，０００ 526

日械台数 １０ 1０

個１ k／台・時間 13.79 5.84

外＃勇背長輯囲 19.2～28.8 17.4～24.6

外：隠背量モード 25.0 21.5

水
深
別
水
温

０ｍ

１０ｍ

２０ｍ

３０ｍ

５０ｍ

７５ｍ

ｌｏｏｍ

１５０ｍ

２００ｍ

３００ｍ

26.6

2ａ3８

25.33

16.07

10.54

６．８４

４．６３

1.93

1.22

０．７５

26.4

26,27

25.15

17.47

13.10

８3５

５1７

２3３

１4６

０8５

26.4

25.86

15.41

11.86

7.86

5．４１

3.63

2.00

1.27

0.84

25.5

25.31

1９ 8３

1１ 0７

４1８

２6１

１7３

１2２

０9９

０7６

25.0

25.17

18.04

1３２５

7.96

4.68

3.59

２．０４

1.37

０．８０

26.7

26.80

2６ 2６

２１ 2１

1７ 5４

１５ １０

1１ 4６

３7３

２2７

１0７

26.6

26.83

26.24

２１ 3０

1７ ４９

1５ 4３

1１ 2４

４7０

２2８

１１２

26.6

26.70

26冒唱町

20.60

17.90

15.27

13.86

6.49

2.83

1.08

26.6

26.91

23.12

19.58

17.06

14.88

11.97

7.82

2.99

１．２２

26.3

26.56

22.50

18.85

15.64

128②

10.84

9.44

6.98

１．６４

備考

他船1隻

ソウダガツオ〈

シイラの群

Ｉ群

他船なし

ソウダガッオオ

(105～164皿）

シイラの群

I魚の群

園査定点番号 3１ 3２ 3３ 3４ 3５ 3６

月 日 8／2９ 8／2９ 8／2９ 8／2９ 8／29～3０ 8／3０

位
囲

開始 樺
軽

終了 輝
蝿

3８．３０，

137ＣＯＯ。

3８．３００

l36o30.

38.00ウ

136.00・

3８．００，

1３６．３０．

38.00'2３

136.59‘8６

3８．０１，３３

136.58085

38.00｡

137.30,

時
間

開始

緯了

換案時間数

19:0０

3:0０

８

釣獲固体数 346

機披台敗 1０

個体／台・時間 4.33

外套背長輯囲 13.7～2６．０

外弓曽背長モード 21.0

水
深
別
水
温

０ｍ

１０ｍ

２０ｍ

３０ｍ

５０ｍ

７５ｍ

１００ｍ

１５０ｍ

２００ｍ

３００ｍ

26.6

26.63

2３ 4８

2０ 7０

１７ 2６

1４ 7８

1１ 3８

８ 1５

３8３

１1４

26.0

26.09

2５ 3５

1９ 6８

1５ 4９

1３ 2６

1１ 7３

1０ 3２

７2５

､１ 8８

26.6

26.61

26.58

22.15

18.86

16.32

14.25

10.44

4.23

1.22

26.6

26.67

22.51

19.72

1７ 1６

1６ 0２

1４ 3７

９6０

３4２

０９７

26.2

26.15

2４ 5７

2１ 8５

1７ 2１

1５ 3６

１４．６１

10.59

4.19

２６．３

26.42

2２ 7７

1９ 9４

1７ 4４

1５ 4３

1２ １４

９9８

6.32

1.64

傭考

他船なし’
ソウダガツオの群(120～160且

ブリ幼魚の群(200～210E､）

シイラの群

）．



のＢ：品 中の勢 罫'階級債

必成１３年度に測同 該階級値ｃⅡ 欠の満の凸寿只－１平歳１２f王麿lァ洞I声ｌか力々ケ千イＦフシｍＲＩ細雨．

Ⅱ、１．３資源評価調査委託事業
（１）資源評価調査委託事業

－

ｰ

[,．

型r宝L十当診K陸郷ｲ宿ｒｎｍ１ｌ２ｌＩ－．渉の8膳息乃ｲ志キラ輪、睦あけ剖一

表３－２平成13年摩に洞l志したウルメイワシのＢＬ組成：表中の数字は当該階級値（c､）以卜次の階級値未満の麿数

年 月 日 漁場／階級 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 1１ 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４ 2５ 合計

2001 ８ ９氷見角ﾉＩ 3１ 5０ 1９ 100

2002 ３ ８氷見前綴１本岸 １ 2２ ８ １ 3２

年 月 日 漁場／階級 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ 11 1２ 1３ 1４ 1５ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４ 2５
一
二
口合

2001 ８ ９ゴ〈見茂淵二番 1４ 7５ 1１ 100

2002 ３ ８
、

フ〈見茂淵三番 ２ ５ ４ 5０ 3９ 100

2002 ３ ８ゴ〈見中浜七番 １ ２ ４ 1８ 1１ 3３ 3１ １００

へロ可



､銑室吐当診躍鰯情（、〕以卜淡の階翻ｼ値秀号潜の磨釣

卜次の階級傭夫鑑の磨勃

－

ｰ

〔ﾑコ

ゴ二Ｑー宛立屑ｅｌｑ４準磨L宇洞i儲ョ１－

ョ玉Ｑ－ｑ亜匡ｅ１回射宅藍&マ罰1壷Ｉ‐先マアジのＦ１趨歳？ 割

肌“ナ ‘〈の、趨赤９夷中の鋤室吐当診階8,ﾙ循
、■

事 月 日 浦1ｶ日／階級 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 1０ １１ 1２ １３ １４ 1局 1８ 1７ 1８ １９ 2０ ２１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ ’７ 2８ 2９ ３０ 乳１ 3２ 3３ 3４ 3５ 3６ 3７ 3８ 3９ 4０ 答･計

２)０１ ７ 1月 魚Ｉ墾墾塗一審 ２ 4５ 4９ ４ 0０

２】０１ ８ ９氷 川 ７ 3６ 5６ １ 0０

２)０１ ８ 2４ 氷 IdlT8掴 2９ 5７ 1２ ２ 0０

２)0２ ３ ８うと 3翻踊縄＝琴 ３ １０ ９ 1６ ２ ４ 4４

２)0２ ３ 1５ 缶娃tｼtbｲ牛圭 ８ 2９ 1９ 1８ 1Ｒ ６ 1 １ 100

を広ＰＣ

一・ノ』

年 梶 日 漁t易／階翻サ Ｉ ２ ３ ４ ５ ６ ８ ９ 1０ 1１ 1２ 1３１Ｍ 1５ 1６ 1７ 1Ｒ １９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ ３０ 魚１ 3２ 3３ Ｒ４ 3５ 3６ ３「 3８ 3９ 4０ １今計

2００１
印
亀
凹 1鱈市振 １ ２ ８ １ ７ ９ ４ ６ ８ 1５ ９ 1２ ６ 1９

2００１ ３ ９ぅｉｆ目誌遜'一五陰 １ ３ 1２ 1７ 1０ ４３

2００１ 1２ １氷貝前網 ５ 1１ 1２ ９ ２ １ ４０

Ⅱノ



一

匡

寿盆一月エ区歳1Ｒ生睡Lァ池l壷１かラヶ弓学ｒ－プリ】当岱労苗、ｍｍ麺能・琴｡｡〃､齢に莞吟埋華睦産鴎信ｒ－、１，１１．弧&ｧ、嘩鯉佑圭窪,7､健F錨

年 月 日 漁場／階級 １０ 11 1１
ヨ
ロ
ｑ
Ｑ １４ 1月 1８ 1７ 1Ｒ 1９ 2０ ２１ 2２ 2３ 1４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０ Ｒ１ 3２ ３３ 副４ 3５ ３６ 3７ nＲ Ｒ９ 4０ ４１ 4２ 4３ 4４ 4局 4６ 4７ ４Ｒ 4９ 5０ 合言

2001 ７ 1ヨ 塘市糠 1 ３ ３ 1０ 1１ ４ ３ １ 3７
2００１ ８ ９氷貝護淵二番 １ ３ ３ ３ ３ 1０ 10 11 1１ ２ ３ ６
2001 ８ ９氷見前閏 ２ 1 ８ 1５ １２ ８ ３ 1 ３ ４ １ ２ ６
2００１ ３ '４氷目溢細＝毒 1 ２

、
Ｌ
Ｊ 1１ 1月 1８ ６ ５ ２ 6１

2００１ ９ ’１ 氷目詫デ淵＝剥奪 ２ ２ ７ １ ９ ７ １０ ９ ２ 1 6１
2001 １０ ３魚津藤 Ｉ峯 ２ ２ ５ ２ ３ ８ ２ ｡、

2001 1０ ３魚津枕 '住吉 １ Ｉ ４ 1乳 1月 ４ 4５
2001 １ ７魚津髄]倖古 1２ 乳４ 2０ ７ １ １ １ 7９

2001 ２ ６魚津嵩峯 ２ ３ 1１ ７ ２ 、⑳

2００１ ２ 2６ 氷目誇潤＝番 ２ ７ ４ ６ ３ Ｉ 2６



ｰ

ｰ

こ〕１

一一一．一一国己．一＝＝．”ロ全→Oｈ‐産、．ｎ．'一Ｐ、型危口盗量ﾛ､ロＬ４語、”T,面会回観貯・琶睦余旬､垂齢喧ずり今郵丘畢rE？佳合瓦』達r'一、Ｉ,『Ｌ路"”､嗣全毎且尼＊二三と塗"、…薮ｒ一一一

年 月 旧 漁拐／晒騒 ｡’ 5２ 5３ ひ bｂ 5６１５ 「 bＵ ⑨８ 6１ ０１ 6２ ６３ 6４ 6５ 6６ ＵＶ 6８ 6９ JＵ ＹI ｲiＺ 『｡ Ｉ４ 『⑨ 』｡ 7７ 7８ 7９ 8０ ８１ 8２ 8３ 8４ 8５ 8６ 8７ 8８ 8９ 9０ 9１ 9２ 9３ 9４ 9５ 9６ 9７ 9８ 9９ 合 汁

2001 ４ ２ 氷見削嗣岸 １ ４ ） 1０ ４ FＵ

2001 ５ １
ロ
リ 氷見脇沖 ２ 2２ 2Ｚ１１ 〕 ５ １ １ ２ ②

2001 ５ １
ｒ
巳
〃 石川岸蝿 】１１１ ４１１ １ １ I｡

2001 ６ 境市握 ３ ９ 1１ ７ ６ ２ 】１２ １ '４

2001 1０ １ 石川野崎 ２ 1１ １３ ６ １ １ １ １ 1 『■

2001 1１ ；石川輪島 １ ４ ４ ２ ３ ４ ２１３ １ １ ２ Ⅳ

2001 1１ ）石川佐々波 １ ３ ５,１１ ０

2001 １１ ；岩瀬深曳 I 10１１２ 1３ 10 ７ １ １ i５

2001 1１ ）石川佐々波 ２ ６ ５ ９ ３ ６ １ ﾛ⑨

2001 11 〕石川宝立 １ １ ３１６１１０ １１ 1６ ６ ０ ４ １ 1 謡

2001 1１ １Ｉ入善吉原 ２ ４１２１４ ２ ９ ５ １ ４ I １ １ １ jｂ

2001 1１ １ 経田藤吉 ４１４ ２ ３ ２ 2１

2001 1１ １Ⅱ境市擬 １ １３ ２ １ ９

2001 １１ l51石川佐々波 １ １ ４ ４ ９１８ １７１１７ Ⅱ｡ ２１２ 1 １ 8４

2001 １１ 1５ 氷見脇沖 １ ２ １１２ １ ２ Ⅱ色

2001 1１ 1７ うｋ㈲,ﾉＭ塗単 I １ ２１１ ６

2001 1１ 1７ 石川佐々 皮 １ ２１２ ２１８１３ ８１８ ４１３ １ 4２

2001 １１ 1７ 石川日の tｌ 】 1 I１２ ９１１７ １２ ７ １ 5２

2001 11 2０ 氷見小杉 単 １ １１４ ９１７ ７ ４ １ 3６

2001 11 2０ 氷見脇沖 Ｉ １１１ ３１３ ３ ６ ３ ２ 4９

2001 1１ 2０ 石川岸蝋 ４ ０ ７ ４ ３ 1５

2001 １１ 2０ 石川佐々波 ２ ６１１ ９１１1４ １ １８ ２ １ ）１

2001 1１ 2０ 石川佐々波 １ ２ １ ９１７ ５,１２ １ １ １ ３ ６ １ １ ２ ｊ３

2001 1１ 2０ 氷見島岸 １ １ ４ ２Ｉ！ １８ ８ ２ 3７

2001 1１ 2１ 入蕃吉原 １ ６ ８１１４ Ｉ ２ １０

2001 １１ 2１ 石川佐々波 １４ ８１１０ ５１２ ４ ３ ８１６ １ 5８

2001 1１ 2１ 石川岸嫡 ２１２ １５ ３ 2０1２３ 1０１３ ３ 7８

2001 1１ 2２ 石川佐々波 ２１５'’４１２５I’ ｂＵ１５８ ２ １１４ １１ １ １１４ ６ ３ １ 247

2001 1１ 2７ 石川佐々波 ３１２１３１２（ 4３１３７ 2１１７ l（ １３ ２ ３ １ １ 1Yｂ

2001 1１ 2７ 氷見島 １ １１２Ｉ ８１９ １ １ 2９

2001 11 2８ 石川佐々波 1 ２ １１１ １３ １ １ 2５

2001 １１ 2８ 石川岸端 １ ４１４ ３１１ ２ １ 2５

2001 1１ 2９ 境市顕 ４ ６１３ ２ ３ ７ 1１１１ ３ 1６１４ １ 7９

2001 11 2９ 氷見脇沖 ２ 1 １２ １ ２ ７１１１ １ 3４

2001 1１ 3０ 石川佐々波 １ １ ２ １２ 1１１１ １ １１ ２ ３ １ １ １ ４１

2０ Ⅱ 1２ １石川佐々波 １ ４ ３ ８１７ １１１ ３ １ １ ２ ２ ２ ２ Ｉ 4３

2０ Ⅱ 1２ 81石川佐々波 ２ ３１１ 『 2４ 2８ ２１２１２１１ 9４

2０ )１ 1２ 81石川佐々波 ２ １２1２ 3１ 3６ ３ ７ ８１５iｌ３１３ １ １ 5６

2０ )１ 1２ ８１氷見島 １ １ ２ ８ 2《 １３ ｝ 4９ 3２ １ １２ １２ 5４

2０ )Ｉ １２ 81石川蛸島 Ｉ ２ １ ４ 1４ ２
己
３ 4０ 3３ １１２ 4１

2０ Ⅲ １２ lOl氷見脇沖 １ ２ l（ １１ Ｉ 4８ 0４ ４ １１ １ １ １ 5０

2０ )１ 1２ 101石川岸燭 １ １ ２ ２ 1０ １０ ７ ６ ６ ３ １ １ ２
始
〃
‐
■ ２１３ ２ ３１４１１ 7０

2０)１ 1２ lO1石川白鳥 １ １ ２ ） ４ １ ２ １ ｂｂ

2０〕１ 1２ 10I氷見剛網 １１３１１ 〕 １１ ０ ２ １ ２１１１１ 4３

2０Ⅲ 1２ 111石川佐々波 １１１１５Ｉ ］ ４ ０ ２ 1１１ １ ４１

2０Ｊ１ 1２ 11ｌ氷見茂淵二番 １１２１３
面
ク
■ ６１４ 1１１ Ｚｂ

2００１ 1２ 111石川岸喝 １ ３ ３ 〕 ８１９ １ １ ｂＺ

2０0１ 1２ lll氷見馬濁 ４
弔
一
、
夕 1２’１１ ２１４ 4２

2００１ 1２ lll氷見削網岸 ３ 2３ ２Ｉ 4４１５７ ２ ６１３１５,Ｉ １２ ２ １ １ IiW

2０ )1 1２ 131石川岸蝋 ２１４ 1６ ３ ４ ’１ ７ ３１３１６１３１１ １ 4９

2０ Ⅲ 1２ 131氷見脇沖 １ ２ l（ 1．１２１４ ’４】 2２ ７ 4７

2０ )１ 1２ 13I石川佐々波 ２１６１１６１１０ ９ ６１３１４１１０１３ ４ ４ 0０

2０ Ⅲ １２ 141氷見削網岸 1 ２ １ １ 1 】Ｉ’ ９ １． ２１３８１５８ 4９’２ ６１２Ｌ １５１２ ２ ２ 163

2０ )１ 1２ 141石川岸鯛 １１２ ４ ＩＩ ２ＩＵＤ１４４ 4９’３ ３１４１２ １３１３ ３ 130

2０ )1 1２ l4I石川佐々波 １１ 1 １ ３ ,Ｉ ５１２１ ３１ １２ ４ ４ 1Ｌ２１２１１ ０３

2０］ 1２ 151氷見削網岸 ２ ３ ２ 1１３ ２ l（ １８1６２1103 7９ 4８ 2０ Ｉ ８１５ ２１３１６ ３ Ｉ IＵＵ

2０〕 1２ lbl栖川匠々政 １９１１０１２４ 2２１１４ ９ ４ ２ ２ １ １ 0０

2０〕 1２ l51氷見削網 １３110１１３ ９１５ ４ ３ ５１４１４１１ １ １ 6５

2０、 １２ 151石川岸鴫 Ｉ ２ ３ ２ ６ 1０１１ １１７ 1７ ６ ３ ２ １１ １２ ２ 9５



2001 121 18氷見茂淵三番 11 3 2 4 21 3 21 7 2 2 33 

宮2窃0011 官121 181氷
量押 2 21 2 

iT8 
11 1 21 2 

11曜;b 4 31 12 141 16 101 2 21 4 I1 3 31 2 
001 2端 3 81 17 26 191 10 3 21 3 
:01)1 121 181.fi. 々震 3 111 2: 28 21 7 

J漏而00 1 1 1 
121 181来 ra 4 s 151 2 29 141 1 31 2 
T1 百18石石 えのめ 3 81 2~ 31 29 21 6 3 

々波 101 2~ 26 91 1 81 3 
2001 121 19石 l噌 21 1 21 1 11 1 41 12 131 12 101 10 21 3 71 1 61 1 2 9 

22而001l 1琵21 191米
'冨司 L奮 21 3 71 1 121 3 36 131 3 IU 10 20 22 40 161 12 11 1 

::1'111..1-1 々夜 11 5 71 10 151 28 141 6 51 3 21 2 
2001 121 20石 々渡 21 1 

:1 4 
11 12 25 37 161 21 7 

2001 121 21石 々波 21 1 4 
11 ~ 31 19 20 28 231 10 71 1 11 3 

2001 121 211米 ra 31 4 7 16 111 10 
:1 4 言 z2罰0百01 官121 211.f噌 :箇首 11 1 41 12 30 4蕊8 231 11 6 11 1 154 

22石 :端 31 2 71 9 28 161 9 21 2 21 2 I1 2 120 
2001 121 22石 々波 11 1 31 7 10 26 491 43 35 17 31 3 21 4 11 3 3 2 
2001 121 22 ;淵三番 11 1 31 6 71 5 21 4 宮~I 1 21 3 2001 121 24 11 5 101 10 251 34 391 25 131 10 4 1 寸3 3 2 
2001 121 2 量!lfi主 41 22 34 3 20 111 5 31 2 
2001 121 2 々夜 I 3 81 13 z II 21 1 z 
2001 121 2 置首 z 

I~II~ 101 1 41 4 b 詑51 8 z 4 

E2而00Tl 121 2石j 々疲 irT H 181 I1 41 3 
2E 7 28 百7 言

。
121 261~ 2 4 31 4 11 7 12 3 2 

2001 1琵22276K 館 11 7 171 3 441 52 2~ 2: 21 6 41 6 
1:1 ~~ ~ 2001 3 z 

2001 121 2' 161 1 41 3 ~Il~ 4 2001 1I吉Z宮2' 
回 z z 131 1~ 31 4 21 3 211 1 3 

2001 11 3 4 T 5 
2001 lZ Z21 1 々波 14 24 24312 1 171 8 91 2 51 3 21 1 
2001 4 

T 3 2 I1 13 31 10 71 10 141 4 

22E 001 TT12宮22 28 iJBt陪 251 2 6 
01 z 12 113023E 3 32551可7 11 

14 
2001 121 31 iJB!II認 2 61 2 211 1 z 10 6 41 2 207 

0'> 

宮2E001 11 4石 z 
1 I 7 

41 1 61 4 3 153 
01 11 4函 11 2 6 51 1 21 2 111 
2001 11 41米 .苔 01 2: 10 寸171 14 178T z 200 
2001 11 5石 21 2 101 1 8 12 198 
2001 11 5J氷 ハ予岸

1 
51 5 ~吉8 H 91 

2001 11 5J右 々夜 41 17 12' 
2001 11 10石 々疲 21 2 21 20 3 z 10 
2001 11 10氷 11 1 4 
2001 11 10石 181 1 71 3 6 71 13 11 91 3 21 2 14 
2001 11 11氷 :'m' z 121 1 191 1 z 41 3 61 6 3 113 
2001 11 11 21 6 101 10 4 74 
2001 11 11石 41 5 181 2 311 1 71 6 il 7 41 II ~I 8 51 3 3 217 
2001 11 16石JI z 31 1 41 4 21 4 57 
2001 T1 官16右h: 

々波
El 14 z 4 4 51 1 41 6 91 13 151 12 121 5 133 

濁2200 01 
21 4 z 30 3~ 41 4 211 

01 11 18氷 二膏 4 z 21 2 宵5宮3 
01 11 26石 11 5 12 151 14 2: 3< 41 1 11 1 21 3 41 3 
2001 11 30五 11 2 31 1 8 31 1 11 2 3 2 58 
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一局一ｍ牽恒＝＝I一報一ｌｆ－レー一等、亡ﾛ銅璽ｅ･雲由命鎚室I÷聖日古睦趨ｲ宿作、，低ｌトコや、陸』⑧植圭詩gfn磨勘

年 月 日 漁場／階級 4５ 4６ 4７ 4８ 4９ 5０ ５１ 5２ 5３ 5４ 5５ 5６ 5７ 5８ 5９ 6０ 6１ 6２ 6３ 6４ 6５ 6６ 6７ 6８ 6９ 7０ ７１ 7２ 7３ 7４ 7５
7６ 7７ 7８ 7９ 8０ 8１ 8２ 8３ 8４ 8５ 8６ 8７ 8８ 8９ 合計

2001 ５ 1５ 氷見脇沖 ２ １ １ １ ５

2001 １０ 1２ 石川Ｚ爵来 １ １ ３ ２ １ １ ２ 1１

2001 1１ ６氷亘７Z淵一番 １ ２ ３ １ ３ ２ １ １ １ １ 1６

2001 1１ ９うｋ E淵二番 １ ２ ５ ６ ６ ３ ５ １ １ 3０

2001 1１ ９うｋ &岩 ３ ８ ９ ７ １ ４ １ １ １ 3５

2001 １１ ９＝ＩIＩＥ］鳥 １ １ １ ４ ４ ８ ６ ６ ３ １ 3５

2001 １１ 1４ 入善語苛原 １ ３ ６ ２ 1２

2001 1１ 1４ 境市＃
ゴ
ロ
《 １ １ １ ２ ５ １０

2001 1１ 1５ 石川１E々波 １ ４ ３ ５ ３ １ １ 1８

2001 1１ 1７ 氷見４､杉岸 １ １ １ ４ 1０ ４ ３ ２ 2６

2001 1１ 2０
＝ｌＩｌＥｮ鳥 ４ ４ ６ ２ ２ 1８

2001 1１ 2０ 永日？患淵二番 １ ２ ６ 1０ ８ ６ ２ 3５

2001 1１ 2０ 氷亘【3堀 ３ ３ ６ ４ ３ ３ １ 2３

2001 1１ 2１ 氷園７Z潟二番 １ ４ 1０ ７ ２ １ 2５

2001 1１ 2２ 氷見ノ､杉岸 ２ ２ ６ ９ １０ ２ ３ １ 3５

2001 1１ 2７ 氷貝６l岩 １ １ １ ３ ４ ３ ２ １ １ １ 1８

2001 1１ 2７
ミレ白は3沖 ３ ３ ６ ８ 1３ 1１ ５ ２ ５１

2001 1１ 2９ 氷 E潟二番 １ ６ ８ 1６ 1１ 1０ ６ ４ １ 6３

2001 11 3０ 氷見太前小 ２ ３ ５ 1３ ５ ４ ６ ４ ２ 4４

2001 1２ １
畠&夕日宜窪 ２ ３ ７ ８ ９ ６ １ １ 3７

2001 1２ ５氷見小杉岸 １ １ ２ ２ ２ ６ 1０ 2６ 1５ 1３ 1２ ９ ６ １ 1０６

2001 1２ ５
＆し日宮睡昂到一弓軽 １ １ ５ ３ ３ ４ ２ １ 2０

2001 1２ ７ 氷見青塚三番 １ １ ３ ３ ６ ２ １ １ １ １ 2０

2001 1２ 1４ 石川白鳥 １ １ １ ２ ３ ９ １１ ４ ３ 3５

2001 1２ 1４
品レロ牽引劃＝事理 １ １ ５ 1５ 3４ 2８ 3０ 1３ 1４ ５ 1４６

2001 1２ 2４ 氷見小杉岸 １ ３ １ ３ ８ ５ 1０ ８ １ 4０

2002 １ 1８ 氷見小杉岸 ４ ３ 1１ 1２ 1１ ８ ３ １ １ １ 5５



河川内有用魚介額生態調査研究付表・1平成13年度神通川下流蟻魚額調査結果

調査日場所漁法 魚種 採補 全長 (cm) 体重 (g)

5月31日St.1 1JJ' クサ7r

St.1 1JJ' モク'X1J"ニ♂

St.1 1JJ' モク'X1J'ニ♀

St.1西事l鋼?カニ♀

St.1酉刺網 71JIイ

St.1酉刺舗がすミ♂

St.1酉刺鋼シ日ギス

St.1西刺鍋シマイサキ

St.1酉刺網 tイラキ.

St.1 西刺網 ~J' チ

St.1 西耳目j網モ~'K1J"ニ♂

St.1 酉刺網モ~}.:h'ニ♀

St.1東刺網げイ

尾数尾郵 (範 囲) 平均:t S.D 尾数(範囲) 平均 :t S.D 

9.9 -- 9.9 9.9:t 0.0 16.0 -- 16.0 16.0:t 0.0 

84 84 4.2 -- 7.8 5.9:t 0.8 62 33.3 - 267.1 106.6:t 52.2 

15 15 4.6 -- 6.8 5.8:t 0.7 12 50.3 - 172.8 106.0:t 41.8 

1.0 -- 1.0 1.0:t 0.0 0.5 - 0.5 0.5:t 0.0 

35.8 -- 35.8 35.8:t 0.0 1 700.0 -- 700.0 700.0 :t 0.0 

1 10.3 -- 10.3 10.3:t 0.0 1 247.1 - 247.1 247.1:t 0.0 

o ・ー±

1 1 8.1 -- 1 8.1 1 8.1 :t 0.0 

8 8 6.3 -- 14.5 10.1 :t 3.0 

o ・ ・土

1 173.4 -- 173.4 173.4:t 0.0 

8 2.8 -- 56.4 23.6:t 19.3 

o ・~・・:t 0 ・~ ・-:t 

31 31 4.0 -- 8.0 5.9:t 0.8 17 86.0 -- 320.3 142.6:t 54.4 

14 14 4.8 -- 6.5 5.7:t 0.5 8 87.4 -- 158.4 114.7:t 28.4 

4 4 33.7 -- 46.0 38.5:t 4.8 4 367.1 - 1020.0 601.5 :t 258.8 

St.1 束事j網 ~fj7r 1 1 6.1 - 16.1 16.1 :t 0.0 95.0 - 95.0 95.0:t 0.0 

St.1東刺網ダツ 1 86.0 - 86.0 86.0:t 0.0 1 598.9 - 598.9 598.9:t 0.0 

St.1東耳目j網ヒイラキ 6 4 11.8 -- 14.8 13.7:t 1.1 4 23.2 - 44.2 35.7:t 7.8 

St.1東刺綱tI¥i( 0 ・ ・土 ・ o ・ ・土

St.1東刺鋼モクr1J"ニ♂ 37 37 4.3"" 7.4 5.8:t 0.8 18 39.4 -- 219.5 111.1:t 49.5 

St.1東刺綱初rh'ニ♀ 10 10 4.5 -- 6.3 5.5:t 0.6 85.4 - 85.4 85.4:t 0.0 

St.2 hJ' ~r イ 3 3 23.7 - 36.0 31.8:t 5.8 3 141.6 - 432.9 323.9土 129.7

St.2 hJ' tイラキ 9.4-- 9.4 9.4:t 0.0 11.6 - 11.6 11.6:t 0.0 

St.2 hJ' H:r 1J"ニ♂ 61 61 4.0"" 7.5 5.7:t 0.7 42 59.4 - 174.2 96.7:t 33.3 

St.2 耳目j網 ~r イ 4 4 29.3"" 41.0 34.0:t 4.3 4 211.9 -- 800.0 413.0 :t 228.8 

St.2 耳目j舗がずミ♀ 1 11.3 - 11.3 11.3:t 0.0 0 ・ ・土

St.2 刺鋼シロギス 2 1 28.0"" 28.0 28.0:t 0.0 1 161.5 - 161.5 161.5:t 0.0 

St.2 耳目l網 tイラキ 38 34 6.0 - 15.3 10.0 士 3.6 33 2.7 - 55.6 19.5:t 18.1 

St.2 耳目j網ずう 1 28.8 - 28.8 28.8:t 0.0 1 211.7 - 211.7 211.7土 0.0 

St.2 .1鋼 ~/\1( 1 3.1 - 1 3.1 1 3.1 :t 0.0 10.1 -- 10.1 10.1:t 0.0 

St.2 刺銅モク'K1J'ニ♂ 5 5 4.2"" 5.3 4.8:t 0.4 3 35.7 - 72.7 60.0土 17.2 

St.3 hJ' ~r ィ 1 33.0 -- 33.0 33.0:t 0.0 1 297.9 -- 297.9 297.9:t 0.0 

St.3 hJ' モU'1J"ニ♂ 5.6- 5.6 5.6土 0.0 80.7 -- 80.7 80.7:t 0.0 

St.4 カゴ モ~}:がこ♂ 5.3"" 5.3 5.3:t 0.0 73.7 -- 73.7 73.7土 0.0 

7月31日St.1 hJ' 抑'イ 2 2 25.8 - 31.9 28.9:t 3.0 2 136.6 - 252.4 194.5:t 57.9 

St.1 hコ. ~イワンh'fj"ミ♂

St.1西耳目j鋼マ7γ 2 

1 120.5 -120.5 120.5:t 0.0 

1 18.6 -- 18.6 18.6:t 0.0 

30.6 - 30.6 30.6:t 0.0 

16.9 - 16.9 16.9土 0.0

St.1西刺網げイ

St.1西事l網河ギス

St.1西耳目j網コノシロ

St.1西刺網シ日キ.}. 

St.1西刺鋼 9イりがすミ♂

St.1酉刺鋼 9イワンがずミ♀

St.1酉刺網 f'
St.1酉刺鋼 tイラキ・

St.1酉耳目l網ヨシ工ピ

St.1束事j鋼マ7γ

St.1 東刺鋼 ~r ~ 

St.1束事j綱 71JIイ

St.1束事l網シ日キ.}. 

2 

6 6 19.4 -- 27.5 25.5:t 2.8 

1 19.4，..， 1 9.4 19.4:t 0.0 

9 9 122.1 -137.3 127.9:t 4.3 

1 125.7 ，..， 125.7 125.7:t 0.0 

1 82.2 - 82.2 82.2:t 0.0 

5 3 5.8 - 8.6 7.2:t 1.1 

15.2 -- 15.2 15.2:t 0.0 

3 3 15.3 -- 16.5 15.9:t 0.5 

1 33.3 - 33.3 33.3:t 0.0 

1 47.0 - 47.0 47.0:t 0.0 

4 2 14.3 -- 20.2 17.3:t 2.9 

St.1東刺網コノシロ 2 2 26.8"" 27.3 27.1 :t 0.3 

St.1東耳目j銅剣ワンj(fj"ミ♂ 9 9 1 06.1 -1 40.2 1 24.1 士 9.5 

St.1束事j網タイワンヵ'fj"ミ♀ 3 3 111.8 ，..， 138.2 1 22.0:t 11.6 

-118-

1 52.8 - 1 52.8 152.8:t 0.0 

63.7 - 63.7 63.7土 0.0

1 263.3 - 263.3 263.3:t 0.0 

39.7 - 39.7 39.7:t 0.0 

5 136.1 - 183.1 167.8土 16.7

61.4 - 61.4 61.4:t 0.0 

5 162.8 - 221.9 187.8:t 20.8 

135.7 - 135.7 135.7:f: 0.0 

450.3 - 450.3 450.3:t 0.0 

2 2.6 - 8.1 5.3:f: 2.7 

1 9.7 - 1 9.7 1 9.7:t 0.0 

3 34.3 -- 43.9 38.6:t 4.0 

345.8"" 345.8 345.8:t 0.0 

500.0 - 500.0 500.0 :t 0.0 

2 25.4 - 69.7 47.5:f: 22.2 

2 162.1 -- 165.8 164.0:t 1.8 

7 112.0"" 240.1 167.2:t 37.2 

2 106.5 - 117.8 112.2土 S.7
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Ｓｔ､1東刺網ﾋｲﾗｷﾞ１１１２．６～１２．６１２．６土０．００‐～‐士

Ｓｔ,２カｺﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐぴ１１１１５．３～１１５．３１１５．３±０．０１１３２．７～１３２．７１３２．７±０．０

st､２刺網ﾏｱｼﾞ６４９．２～１６．２１３．８土２．７３３３．９～４５．９３８．３士５．４

st､２刺網ウグイ６６２７．９～４１．４３２．６±５．０６２３０．０～780.0405.0土１９９．２

st､２刺網アカエイ２２５１．０～９２．０７１．５±２０．５２６５０～３２００１９２５士１２７５

st､２刺網ｼﾏｲｻｷ１１２４．１～２４．１２４．１士０．０１１８６．５～１８６．５１８６．５±０．０

st,２刺網タイﾜﾝｶﾞｻﾞﾐゲﾞ１１１４８．２～１４８．２１４８．２±０．０１２６７．０～267.0267.0±０．０

st､２刺網ﾀｲﾜﾝｶﾞｻﾞﾐ早１１１１４．８～１１４．８１１４．８±０．０１１１５．５～１１５．５１１５．５±０．０

st､２刺網ﾋｲﾗｷﾞ１２１１６．２～１４．０９．９±３．１８３．０～４４．７１９．７±１５．７

Ｓｔ､２刺網ポラ１１３９．０～３９．０３９．０士０．０１６１０．０～６１０．０６１０．０±０．０

st､２刺網ﾏﾊｾﾞ８８８．５～１７．９１４．０±３．２８４．８～４８．８２４．４±１３．７

Ｓｔ､３カｺウグイ２２１５．４～２６．７２１．１±５．６２２６．４～１４２．０８４．２±５７．８

st､３カゴシロギス１１１８．３～１８．３１８．３±０．０１５２．８～５２．８５２．８±０.Ｏ

Ｓｔ､３カコマﾊｾﾞ４４１６．５～１８．４１７．４士０．７４３６．０～４３．５４０．５±３．２
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡■●ｅ①●p●●｡●●●●｡●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●白●■●●●●●■●●■●●■■●●■●●●●●●●●●巳●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■●●●あ●●白●●■ゆ●■●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●G●■●●■●■■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●■■●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●
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４
９
８
３
８
５
１
３
１
６
１
０
５
３
１
１
７
１
１
２
１
０
７
１
１
２
１
１
１
８
１
２
９
１
３
０
２
９
１
３
１
１
９

２
１
１
２
１
２
３
４
３

１

９月２７日Ｓｔ､１Ist､１ｶｺ゙ ｸｻﾌｸ゙

Ｓｔ､１ｶｺ゙ ｸﾛﾀ･イ

Ｓｔ､１ｶｺ゙ ﾀｲﾜﾝｶ･ザミダ

Ｓｔ･１カｺﾀｲﾜﾝｶ゙ ｻ゙ ﾐ早

Ｓｔ､１ｶｺ゙ ﾅｼﾌｸ・

Ｓｔ､1西刺網ﾏｱｼ・

Ｓｔ､1西刺網ｱｶｶﾏｽ

Ｓｔ､1西刺網ｸｻﾌｸ・

Ｓｔ､1西刺網ｸﾛｳｼﾉｼﾀ

Ｓｔ､1西刺網コノシロ

Ｓｔ､1西刺網タイワンガザミゲ

Ｓｔ､1西刺網タイワンガザミ早

Ｓｔ､1西刺網ﾋｲﾗｷ・

Ｓｔ､1西刺網ﾏﾊｾ・

Ｓｔ､1西刺網メゴチ

Ｓｔ,1西刺網ボラ

Ｓｔ､1東刺網ﾏｱｼ・

Ｓｔ､1東刺網ｱｶｶﾏｽ

Ｓｔ,1東刺網ｸﾛﾀ･イ

Ｓｔ､1東刺網コノシロ

ｓｔ､1東刺網ｼﾏｲｻｷ

Ｓｔ､1東刺網ﾀｲﾜﾝｶ･ｻ･ミゲ

Ｓｔ､1東刺網ﾋｲﾗｷ．

Ｓt,1東刺網ヒラメ

Ｓｔ､1東刺網ブリ(ﾌｸﾗｷ゙ ）

Ｓｔ､1東刺網ﾏﾊｾ・

Ｓｔ,1東刺網メゴチ

Ｓｔ､２カコ・ｸｻﾌｸ・

Ｓｔ､２ｶｺ゙ ｼｮｳｻｲﾌｸ・

Ｓｔ､２カｺタイワンガザミ３

st､２カｺﾀｲﾜﾝｶ゙ ザﾐ早

Ｓｔ､２ｶｺ゙ ﾅｼﾌｸ・

Ｓｔ,２刺網ｱｶｶﾏｽ

St,２刺網ｸﾛｳｼﾉｼﾀ

Ｓｔ,２刺網コノシロ

Ｓｔ､Ｚ刺網タイワンガサ･ミタ

Ｓｔ､２刺網ダツ

St､２刺網ﾋｲﾗｷ・

St､２刺網ヒラメ

St､２刺網プリ(ﾌｸﾗｷ゙ ）

St､２刺網ボラ

St､２刺網ﾏｱｼﾞ

St､Ｚ刺網ﾏﾊｾ．
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１
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７
１
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８
１
１
７
１
１
１
８
４
２
９
１
０
１
２
０
１
３
１
１
７

２
１
２
２
１
３
４
５
５

１

１

４
９
３
５
８
５
１
３
１
６
１
２
５
３
１
１
７
１
１
２
１
３
７
１
１
２
１
１
１
８
４
２
９
１
８
１
２
９
１
３
１
１
１

２
１
１
２
１
２
３
４
４

１

１

１０．８～１４．１１２．５±

７．２～１４．１１０．２±

６．４～１０．７８．６±

６．８～９．１７．９士

８．９～１４．５１２．３士

７．８～１２．５１０．１±

２６．３～２６．３２６．３±

１２．２～１８．３１４．９±

２６．７～２６．７２６．７±

８．７～２７．４１８．２±

９．６～９．６９．６±

５．８～７．９６．８±

５．８～１２．５８．８±

１０．６～１９．０１２．９±

１７．２～１７．２１７．２±

２７．６～２７．６２７．６±

９．７～１４．１１０．７±

１９．４～１９．４１９．４±

８．１～８．１８．１±

２６．０～２８．４２７．２±

２６．３～２６．３２６．３±

７．２～８．１７．７±

５．５～１３．４１０．２±

１５．０～１５．０１５．０±

３０．２～３０．２３０．２±

１０．７～１４．２１２．５±

１８．９～１８．９１８．９士

１３．５～１３．５１３．５±

１２．７～１２．７１２．７±

５．８～９．３８．０士

５．２～１０．２６．５±

１０．７～１１．０１０．９±

１７．６～２７．６２２．７±

２７．１～２７．１２７．１士

８．３～１１．２９．３±

４．８～４．８４．８士

７６．０～８２．０７９．０±

５．８～１３．７１０．６±

２５．０～２５．０２５．０土

２８．０～３０．０２９．０士

25.8～２５．８２５．８士

８．０～１３．８９．９±

９．８～１５．０１２．４±
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Ｓｔ､２刺網コノシロ６８３３７．６～２７．０９．９士３．１３２４．７～１５６．１１１．５±２６．０

st,２刺網スズキ１１２０．４～２０．４２０．４±０．０１８３．９～８３．９８３．９±０．０

st､２刺網ダツ３３８４．０～９４．０８９．３±４．１３４１０．０～490.0460.0±３５．６

Ｓｔ､２刺網ﾋｲﾗｷﾞ１６１３７．３～１４．５１１．３±２．０１３４．４～４６．６２３．７±１０．７

Ｓｔ､２刺網ﾏｱｼﾞ２１１３７．５～１１．３９．９士１．０１３３．６～１３．２８．７±２．８

st､２刺網ﾏﾊｾﾞ７３５２６．７～１８．６１２．１±１．７５２２．９～４８．１１５．２±７．６

Ｓｔ､３ｶｺﾞｻｯﾊﾞ２２１４．４～１４．７１４．６±０．１２２４．４～２６．０２５．２±０．８

st､３カコマﾊｾﾞ５５１６．２～２２．４１７．７±２．３５１０．４～４０．７１７．３±１１．７

Ｓｔ､４カゴウグイ２２１７．７～２７．２２２．５士４．７２４１．４～１６３．１１０２．３±６０．８

Ｓｔ､４カゴスッボン１１２０．０～２０．０２０．０±０．０１２１８０～２１８０２１８０±０.Ｏ

Ｓｔ､４ｶｺﾞﾏﾊｾﾞ１１１１．３～１１．３１１．３±０．０１１０．３～１０．３１０．３±０．０
●●●●●●●●●●●●■●■●■■●●■●■●■■●■●■■■■●■●●の●G●■凸●●●■●■●●●ｃ●■凸■●●ゆ●■●●■●■｡■■●■凸■●●■●■●●■●●■●■●●G●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●0●●●●●●●●●Ｏ●、●●●●●0●●●●●●●ＣＤ●●●●●●●｡●●●●●｡●●●●●●●●●●●●■●●■●●■●●■●■●●●●●●●■。●■●■｡●■●■■●■●■■●■●●■●●G●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●●●●●●●｡●●●●●●■●●、●●●■●q

２２．８～

５．５～

１８．５～

２１．２～

１４．６～

３．９～

１００．５～

３２．９～

１８０．３～

５．５～

６３．１～

－～

２．５～

８．９～

２６．４～

１５９．７～

８．３～

４１．１～

７．２～

１４３．５～

220.7～

＝～

２．５～

２９．７～

２８４．７～

９．７～

３８．２～

３８．４～

３７．３～

１３．５～

９．７～

２７．０～

２５．８～

１９４．３～

４．２～

一～

３４４．２～

２．４～

１５２．４～

２２４．１～

169.8～

４．４～

５．９～

３６．２２８．２士

４０．５１７．７±

８４．０５４．２±

５１．３３１．４±

６１．６３９．９±

１８．９１０．２±

１００．５１００．５±

９０．６５８．５±

１８０．３１８０．３±

１６２．９７９．２±

６３．１６３．１±

－±

２６．３．１１．４±

７１．１２０．３±

２６．４２６．４±

１５９．７１５９．７±

２８．８１２．０±

４１．１４１．１±

７．２７．２±

２０９．０１７６．３±

220.7220.7±

－±

３７．４１７．９士

２９．７２９．７±

２８４．７２８４．７±

２１．７１６．５±

３８．２３８．２±

３８．４３８．４士

３７．３３７．３±

５７．８３７．９±

９．７９．７±

３１．５２９．２±

１２７．９６７．６±

１９４．３１９４．３±

１４．３７．２士

一士

４２０．６３８２．４±

３３．８１８．５±

１５２．４１５２．４±

２８６．７２５０．９±

１６９．８１６９．８士

２２．８８．７±

２８．６１５．５±
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２
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１
２
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１
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１

２

29.7～

１２．０～

１３．２～

９．９～

１０．０～

９．７～

１４．０～

８．７～

20.4～

３３．６～

９．８～

９．６～

－～

１１．５～

４．０～

90.0～

６．１～

１２．２～

１５．７～

３４．０～

２１．０～

１３．７～

９．７～

１１．３～

22.3～

７．７～

６．２～

６．０～

２１．９～

９．３～

１１．９～

１１．７～

１８．０～

８．２～

６．３～

６．４～

１３．４～

１２．３～

８．１～

３６．３～

９．６～

２２．９～

５．８～

３１．０～

１０．０～

１４．９～
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１
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１

２

１９２．５～

２２．５～

３１．１～

６７．７～

６４．６～

２２．６～

Ｚ０．７～

５．３～

６６．３～

２１８．３～

１３．４～

６．０～

一～

，一～

４．１～

495.4～

２．３～

１３．０～

２４．７～

３９２．６～

５２．６～

１８．４～

５．４～

９．３～

１２７．１～

３６．４～

３１．７～

５．０～

200.2～

６．３～

１２．１～

２９．２～

３４．５～

８．７～

２４．０～

一～

４５．９～

１４．３～

１０．０～

384.5～

６．６～

１５１．３～

２．１～

３７６．６～
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ｸｻﾌｸ゙

ﾒｺ゙ﾁ
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Ｓｔ,３カゴウグイ１１１８．０～１８．０１８．０±０．０１４１．１～４１．１４１．１±０.Ｏ

Ｓｔ,３カゴナシフク．１１１１．９～１１．９１１．９±０．０１３１．６～３１．６３１．６±０．０

st､３カｺ・ﾏﾊｾﾞ１８１８１１．３～１９．８１５．１±２．９１８９．４～５７２２７．９±１５．９

st､４カゴウグイ２２１６．９～３１．３２４．１±７．２２２３２．９～２７５．０２５４．０±２１．１

st､４ｶｺﾞﾏﾊｾﾞ５５１０．５～１６．７１３．９±２．５５８．４～３４．１２２．０士１０．３

Ｓｔ,４ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ研７７４．４～７．０５．３±０．８．７４４．９～２１９．６９４．９±５３．３

ｓt,４ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ平１０１０５．２～６．２５．５±０．３８５９．５～１１６．６８３．８±１５．５

st､４ｶｺﾞﾖｼﾉﾎﾞﾘ６６８．４～１３．３１０．４土１．６６６．４～２６．８１３．７土６．６
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５．１～５．１
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Ｓｔ３ｶｺﾞﾏﾊｾﾞ２２２２１２．０～１９．９１５．４±２．４２２１１．９～５９．３２８．２±１３．０

Ｓｔ､３ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆず９９４．２～８．０５．６±１．０９３７．６～２７４．４１０２．６±７１．８

Ｓｔ､３ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早９９４．６～６．７５．７±０．７９４５．４～１４１．２８６．８±２９．４

ｓt､４ｶｺﾞﾇﾏﾁﾁﾌﾞ１０－～－±０－～－±

Ｓｔ､４ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ研２３２３４．５～７．８５．９士０．８２０４５．１～２７２．８１２７．６±６２．５

Ｓｔ､４ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早２０２０４．４～７．５６．０±０．７１３３９．７～１９２．９１０５．５士３６．７
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Ｓｔ,２カｺクロダイ１１１３．７～１３．７１３．７士０．０１３２．５～３２．５３２．５±０．０

st､２カコマﾊｾﾞ７７１１．２～１９．９１４．３±２．８７８．９～５２．４２１．４±１３．８

st､２カｺモクズガニタ１１５．２～５．２５．２土０．００－～－±

Ｓｔ､２刺網アユカケ２２２２．５～２５．５２４．０±１．５２２１３．５～326.3269.9±５６．４

st､２刺網ﾏﾊｾﾞ４１３４１２．３～１８．２１４．３±１．４３４１０．９～４０．１２０．４±７．２

st,２刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆｹﾞ３３５．８～７．７６．８土０．７０‐～－±

Ｓｔ､２刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ９３３５．５～７．６６．３士０．９３７９．３～２３２．４１３４．１±６９．７

st､３カコマﾊｾﾞ１１２０．２～２０．２２０．２±０．０１５３．２～５３．２５３．２±０．０

st､３カｺモクズガニゲ３３４．５～６．３５．１±０．８２３６．０～４６．２４１．１士５．１

st､３ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早５５４．８～７．９５．９±１．１４４４．０～１５９．０１０１．１±４３．６

st､４カゴウグイ２２２５．８～３９．５３２．６±６．９２１５６．０～５９４．７３７５．４±２１９．４

st､４カｺ・ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ３２２５．２～６．３５．７±０．６２７３．１～１３４．３１０３．７±３０．６

st､４ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早２２４．９～５．０５．０±０．０２５２．６～６０．５５６．６±３．９
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●Ｇ●●■●■●●G●■●●●●●●●号●■｡●ＧＣ●□●｡Ｂ●｡｡●｡●●e●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●□●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●■e●●●■●●●●●■●●■●●■■●■■｡■■●●G●●●●■●○ｓ●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●■●■●■■●■■ｐＧ｡●●●●●g●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●■●■■●■｡●■ｅ●■●■■●●

１月２９日Ｓｔ､１ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆず５２５２４．７～８．４６．６士０．８５１６２．１～３５８．１１８２．０±６５．５

st､1西刺網ウグイ２２３４．５～４２．３３８．４±３．９２４００．０～860.0630.0±230.0

st､1西刺網コノシロ１１１０．２～１０．２１０．２±ＱＯ１７．６～７．６７．６±０．０

st､1西刺網ﾏﾊｾﾞ８８７７１０．０～１７．４１３．３士１．１７６７．４～３６．７１６．３±４．５

st､1西刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆﾀﾞ２８２８４．６～９．０６．７±１．０２０４５．９～４１５．２１８１．４士７９．２

st,1西刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早１１７．３～７．３７．３±０．０１１８７．６～１８７．６１８７．６±０．０

st､1東刺網ポラ８８３４．２～４５．４３８．９±３．４８３００．０～７５０．０５１５．０士１３７．２

st､1東刺網ﾏｱｼﾞ１１１５．８～１５．８１５．８±０．０１３２．１～３２６１３２．１±０．０

st､1東刺網ﾏﾊｾﾞ２０３１７７１１．８～１７．０１３．９士０．９１７５８．８～３４．４１６．１±３．６

st､1東刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ研２４２４４．５～８．４６．８±１．０２０３８．３～３３６．０１９６．２士８６．２

st､1東刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早５５５．２～６．７６．０土０．５４９１．８～１５０．２１２０．５±２３．０

st､２ｶｺﾞﾇﾏｶﾞﾚｲ１１３０．０～３０．０３０．０±０．０１３５０．６～350.6350.6±０.Ｏ

Ｓｔ､２ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆず１６１６４．１～８．４６．５±１．１１６３６．８～３１６．２１６０．８±７３．４

st､２刺網ｽﾐｳｷｺﾞﾘ早１１１０．１～１０．１１０．１士０．０１１２．９～１２．９１２．９士０．０

st､２刺網ﾏﾊｾﾞ５５１２．４～１４．９１３．７±０．８５１１．９～２３．０１７．４±３．６

st､２刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆｹﾞ１１６．０～６．０６．０士０．０１１１７．２～１１７．２１１７．２±０．０

st､２刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早２２５．３～５．９５．６±０．３２７１．２～１０８．５８９．８±１８．７

st､３ｶｺﾞﾓｸｽ・ｶﾞニゲ２２５．２～５．４５．３±０．１２７７．０～８５．８８１．４士４．４

Ｓｔ､３ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早３３５．０～６．８６．０±０．７３６０．８～１５７．９１０７．５土３９．７

st､４カゴウグイ１１４１．０～４１．０４１．０±０．０１６３５．０～６３５．０６３５．０±０．０
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２月２６日Ｓｔ,１ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆず３６３６４．４～８．３６．３±０．９２３４９．９～３０２．２１４５．３±６７．７

Ｓｔ､１ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早１０１０５．５～７．２６．３±０．５６１０６．４～１９８．３１４４．１±３０．５

st､1西刺網ウグイ１１３９．０～３９．０３９．０±０．０１５５９．１～559.1559.1±０．０

st､1西刺網ﾏﾊｾﾞ３５２３１２．１～１７．８１４．３±１．４２３１０．８～２８．８１７．８士４．７

st､1西刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ研１６１６１．５～８．５６．２±１．６１１２．０～３５２．２１８１．８士１０５．４

st､1西刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早４４５．６～６．４６．１±０．３０‐～‐±

Ｓｔ､1東刺網ﾋｲﾗｷﾞ１１６．２～６．２６．２士０．０１３．０～３．０３．０±０．０

st､1東刺網ポラ２２３５．１～３８．４３６．８±１．６２３６６．４～500.9433.7±６７．３

Ｓｔ､1東刺網ﾏﾊｾﾞ３７１８１２．６～１９．６１３．９±１．９１８１２．３～３９．８１７．６士７．６

st､1東刺網モクズガニゲ２０２０４．８～９．０６．８±１．１１０５６．２～４７７．９１９９．５±１２４．２

st､２カｺ・ﾏﾊｾﾞ４４１２．９～１６．９１４．５±１．５２１７．６～２１．１１９．３±１．７

st､２カコ・モクズガニゲ３１３１５．０～８．４６．５±０．９２４６６．６～３４０．３１５３．３±６４．２

st､２ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早８８５．２～７．３６．２±０．６８７５．８～２００．４１２５．０±３６．４

Ｓｔ､２刺網ﾇﾏｶﾞﾚｲ１１３０．８～３０．８３０．８±０．０１５０１．３～５０１．３５０１．３±０.Ｏ

Ｓｔ,２刺網ﾏﾊｾﾞ２０１３１２．４～１９．８１４．１±１．９１３１３．４～４４．８１８．８±７．９

Ｓｔ､２刺網モクズガニゲ２１２１５．０～６．８５．８±０．５１０５９．０～１６０．４１０５．２±２８．７

st､２刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早３３５．０～５．８５．４±０．３２７５．８～９２．０８３．９士８．１

Ｓｔ､３ｶｺﾞﾀﾌﾂｶﾞﾆ１１４．３～４．３４．３±０．００－～－±

Ｓｔ､３カｺモクズガニゲ１０１０４．８～８．５６．１±１．１７６０．４～３７０．７１２９．５土９９．９

st､３ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早３３５．２～６．４５．９±０．５３６７．４～１２８．１９８．２士２４．８

st､４カゴタフツガニ２２４．６～５．３５．０±０．３１４１．７～４１．７４１．７±０．０

－１２３－



Ｓｔ､４ｶｺﾞｸｻﾌｸﾞ１１１６．８～１６．８１６．８士０．０１６６．０～６６．０６６．０士０．０

st､４ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆd，３３５．３～５．７５．５±０．１３７６．２～１０３．３９２．０±１１．５

Ｓｔ､４ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早３３５．２～８．２６．７士１．２３６７．６～２６３．７１５７．８±８０．８
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ｏＤＯ●●●●●●●●●■●●●●●｡●●●●ｏ●●■■●■■●■●■■●■●■●■●●●●●●●●●■●●●●｡●●●●●●●●●●●●ｑ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●｡■●■■●●■■●●■■●●■●●●■●●■●●●白●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●｡●●●●■●●●●●●●毎●●の●①●■■●■●■■●■。●●●■■●●●●●●■●●■●●■●■●■●●■Ｇ●■●●●●●■●■●●●●●●。●●●●●●●●●●●●●●●b

３月２６日Ｓｔ､１カｺモクズガニヴ１４１４４．７～９．０６．３±１．１１０４８．５～４２５．７１７０．７±１０３．５

Ｓｔ､１ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早３３５．７～６．３６．１±０．３３９２．３～１２０．９１０９．３士１２．３

st､1西刺網ﾏﾊｾﾞ１２７１２．６～１４．７１３．３±０．６７１２．０～１８．３１５．０±１．９

Ｓｔ､1西刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆず１２１２２．５～７．７５．６±１．２８５９．７～１４４．１９５．９±２６．２

st､1西刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ¥５５５．３～６．５６．０±０．４３７２．４～１００．０８９．１士１２.Ｏ

Ｓｔ､1東刺網ｱﾕｶｹ１１１９．０～１９．０１９．０±０．０１８５．５～８５．５８５．５±０.Ｏ

Ｓｔ､1東刺網ウグイ２２３３．５～３４．０３３．８±０．２２３８９．６～５１５．９４５２．７±６３.２

Ｓt､1東刺網ﾏﾊｾﾞ４４３６１２．０～１８．３１４．０±１．５３６１１．１～２８．０１５．７±３．９

Ｓｔ､1東刺網モクズガニタ５６５６２．２～７．９６．３士０．９３７５．１～２８９．９１６６．６±７１．９

Ｓｔ,1東刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早１２１２４．６～６．９５．６±０．７８５１．１～１６１．０１０１．９±３５．７

Ｓｔ,２ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ研１０１０５．８～８．９６．８±０．９８１２６．０～３８４．９２０１．８士８３．９

Ｓｔ､２ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早２２５．８～６．１５．９±０．２２８６．１～１０５．３９５．７±９．６

Ｓｔ､２刺網ﾏﾊｾﾞ１１１５．１～１５．１１５．１土０．００－～‐±．

Ｓt､２刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ｡,９９４．２～７．６６．０±１．０６７８．１～１９０．３１１３．３±３９．８

st､２刺網ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早３３５．４～５．７５．６±０．１３７８．６～８９．０８５．０±４．５

Ｓｔ,３カゴモクズガニ研８８５．２～６．４５．６±０．４６６７．８～１４７．４９５．３±２８．８

Ｓｔ３ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早７７５．１～６．２５．６±０．３３７２．１～９８．９８２．６±１１．７

Ｓｔ､４ｶｺﾞﾓｸｽﾞｶﾞﾆず１１５．７～５．７５．７±０．０１１０２．０～１０２．０１０２．０±０．０

Ｓｔ､４カｺﾓｸｽﾞｶﾞﾆ早１１６．７～６．７６．７±０．０１１４１．６～１４１．６１４１．６土０．０
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河川内有用魚介類生態園査研究付表－２平成１３年度神通川下流域水質圏査結果

調査日項目Stn､１ Stn､２ Stn.３ Stn､４ Stn､５ Stn､６ Stn､７

表層底層表層底層表層底層表層底層表層底層表層底層表層底層

５月３０日水深(、）０．０４．５０．０４．１０．０４．００．０２．５０．０２．６０．０２．２０．０１．７

ｐＨ７．１７．５７．２７．９７．３７．８７．４６．６７．４７．３７．５７．３７．７７．３

濁度(ｍg/l）２．６１３．０１．０５．０１．０３．７１．４１９．０１．２１．７１．１２．０１．１１．４

塩分(psu）0.5733.730.1633.720.0832.0３０．０５１．４２０．０５０．０５０．０５０.０５０．０５０．０５

水温(℃）１６．２１６．１１５．９１６．４１６．０１６．２１６．６
●●●｡●g●､●●●●｡●●■e●●｡｡■●●■●$｡●●｡●｡｡●■●｡ｓ●｡｡●｡｡●●●●●●●●●●●■●●■●●■凸●⑤●①■●p■●●●●■｡●■e●りゆ●●｡●■■●●｡●①｡●●■｡●｡■●●■■■●■■｡●●■。●■■巳●■●｡●●■●●●●●●●■●●●■●●●由●●■■●●●G●●●●●●●●●●●■●●●●●白●●●●●●●●●●■●●■●●●●■●●■●●■●､｡●■。●■●■●■■●■。●■●■●■■●●■｡■●p■｡ｓ●①●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

７月30日水深(、）０．０４．７０．０４．２０．０４．２０．０３．００．０２．９０．０２．５０．０２．８

ｐＨ６．８７．９６．９８．０７．０７．８７．０７．５７．１７．６７．１７．５７．３８．０

濁度(ｍg/l）２．５２９４．０２．７１２８．０３．０１３．９３．０１４．０２．５８１．０３．９３２．６２．３３．３

塩分(psu）0.1632.720.2832.820.1432.450.1030.790.1027.430.1322.770.０５０．２９

水温(℃）２３．８２３．５２３．５２４．０２２．６２３．２２３．２
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●｡●｡●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●G●･ゆ●●●●●｡●■●●■●●●の●●阜●●□●●①ゆ●●p■●●■■●●巴■●■■●●●■●●●■●●●●●●●●G●●●■●●●●●■●●●ｐｅ●●■●●●■●●■●●●●｡●●●c●●●●■●●■●●●●■●●■●｡■●■●●■●●■●■G●D③■ゆ●■●■●●■●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

８月28日水深(、）０．０４．７０．０４．１０．０４．３０．０３．００．０２．７０．０２．６０．０２．７

ｐＨ７．３７．８７．３７．９７．３７．７７．３７．５７．２７．４７．２７．１７．３７．６

濁度(ｍg/I）２．０６．０２．６３．６２．２６．０２．６５．０３．７２２．０１．８２００．０１．５２．２

塩分(psu）0.6129.960.2031.760.1531.２２０．０８２９．０２０．１０２６．５３０．０８１４.８５０．０７０．２３

水温(℃）２２．２２１．９２１．８２１．７２１．４２１．３２２．１
●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●甲●■｡●■●●●●ｇｐ●●●●■●●●●■●●●●●●●●●●●●●■●●●①｡●●■●●い●●●●■●●■●●｡｡●●●●●●●●の●■｡e●G●●●e●■毎●■■■●■■■●●■c●■■■●｡■●●●□●●●■●●●●■●●●●●●●●●●●●●●■●●●■●●｡●●■●●■●●●●●■●●●●●●●●●●●●●■●●●●■●●■●■■●■■●■｡■■●■●■■●■●■c●■●■⑤●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

９月26日水深(、）０．０５．００．０３．７０．０４．３０．０２．８０．０２．５０．０２．５０．０２．８

ｐＨ７．４．８．１７．４８．１７．４７．９７．５６．６７．５６．７７．５６．８８．３６．６

濁度(ｍg/I）Ｚ､２３．９２．２４．８２．３４．４２．９４．９２．９４．３２．３２７３．０１．７３．１

塩分(psu）0.1832.400.1532.１２０．０９３１．１７０．０６９．０８０．１２０.５６０．０６０．１００．０６０．０７

水温(℃）１７．６１７．７１７．６１７．８１７．０１７．２１７．４
●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●■●●●｡●■■■●●●■●■■■●■●■●●■■■●■■｡｡■■各■■■●■■●■■■●■e●■■●■■●■●●■●●■①■■●■■●●●●■●｡■●●●●■●●●●●●●■●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●■●●■●■●●●●■●●｡●■●■■●■●■■●■■

１ ０月30日水深(、）０．０－０．０－０．０－０．０－０．０－０．０－０．０－

ｐＨ７．２７．５７．４８．０７．５８．０７．５７．９７．５７．８７．５７．７７．６７．７

濁度(ｍg/I）３．０５０．０２．３３．０２．４３．２２．６３．７３．７３．７２．４４．７３．５３．４

塩分(psu）０．０７３１．９８０．０６０．６００．０５０．０６０．０５０．０５０．０５０．０５０．０５０．０５０．０５０．０５

水温(℃）
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●■●●●●●｡●●●●●●●●●●■●●●●●●●●G●●●●●■●●●G●●■●●●●●●●●●●■●●●■■●●■■●●■■●●白■●●■■巳●●■■●●■■●｡■●●■■●●■●●■■●●■●■■●■■●●●●●■●■ゆ●●●●■●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●■●●■●■●■e●●G●■●■●●■●■●●●

１ １月１９日水深(、）０．０－０．０－０．０－０．０－０．０－０．０－０．０一

ｐＨ７．６７．４７．６７．５７．５７．６７．５８．２７．３７．９７．４７．８７．４７．７

濁度(ｍg/I）１．５１２．０１．３６．０１．８４．５１．３５．０３．５２．９１．８１．８１．４１．８

塩分(psu）０．１０３３．２５０．０８３３．３４０．０６２６．５３０．０６０．２９０．０６０．０６０.０６０．０６０．０６０．０６

水温(℃）
■●■■●●■■●●■｡●■●●毎●●｡●ｅ●●②●●●●由●｡●●●●●●●●●●あ●●●●■白●■●■●●■。●■●●G●●ｅ●｡●●■●●■●●■●●■●●■●●●●●■●●■●●●●●●p●●■●●●■●●●p●●･自｡●●あ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●白■●●■●●p■●●■■●■●●■●●■｡●■●■■●■■●■■●■●●■●■■●■●●●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●由●●■●■●■■●■●｡■●｡■●■■●■●

１ ２月１９日水深(、）０．０－０．０－０．０－０．０－０．０－０．０－０．０－

ｐＨ７．２８．１６．８７．８６．９７．６７．０７．５７．２７．３７．２７．３７．２７．４

濁度(ｍg/l）１．８３９．０１．５６．０１．６２．３１．６７．０２．１２．２２．２１．７２．５２．４

塩分(psu）0.2432.940.080.830.06０．０７０．０５０．０６０．０６０．０６０．０５０．０６０．０５０．０５

水温(℃）
■●●■●■p■■■●｡■●●●●■●●由●白●●●●■●●●■●a●●■●●□●●●●■●●■●■白●■ｃ●■●●■■■■●■■■■●●■●●■●■●●■■●●■●■■●■■●■■●●■●●印■●■■●■■ｓＧ●■■●｡■■●■■■●■■■●●■■●●●■●●ＤｑＧ●●■■●■■●●■■■●■■●●■■●■■■■■●■■●■■●■●●■ゆ■■■p■●●■●●g①■●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●□●ＤｅＤ●､●●●●●●●●●●●●●●●●●■●■白●■●■●■■●■■●■■●

１ 月28日水深(、）０．０－０．０－０．０－０．０－０．０－０．０－０．０－

ｐＨ６．８７．８７．０７．９７．０７．３７．１６．９７．６７．１７．３７．０７．２６．８

濁度(ｍg/I）２．２６．０２．２２１．５２．０２．４２．０２．９４．４３．６３．１１．６１．６１．６

塩分(psu）０．０７１５．７３０．０６０.２２０．０５０．０７０．０５０．０５０．０５０．０６０．０６０．０５０．０５０．０５

水温(℃）
●毎●｡■■●■■●■■●■■●■Ｃ●､●●｡●｡g●弓Ｃ■巴●｡Ｂ●■●｡■●●G●●e●●●●●●●●●●●●●●●●●●e●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●0●●･●●･●●●●●●●●●●●●●●●●G●●●●●●●●●■●●■｡■●●■｡■■●■●■■●■●■■●●●●●●●●●①●●●●●●■●●●●●●●●●e●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡

２月25日水深(、）０．０４．５０．０３．９０．０４．００．０２．５０．０２．２０．０１．９

ｐＨ７．３８．３７．１８．２７．１７．６７．１７．５７．２７．４７．３７．４

濁度(ｍg/l）１．８８．０１．７１．７１．６２．１１．７９．０２．８１．８１．７３．０

塩分(psu）０．２９３０．２５０．０７０．４００.０６０．０７０．０６０．０６０.０６０．０６０．０５０．０５－－

水湿(℃）６．３６．３６．３６．５６．３６．３
●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●■。●●●●●●●｡■■●■､●●●●●■●■●●■｡●■●●■●●■Ｇ●■●●●●●■■●●■●●Ｇｏ●●●●■●ｅ●●■■●■ｅ■●■■■●■ｅ■●■■■●●■■●●●G●●■■●●●●●●■●●■■●●■●●●■●●■■●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●●①●毎｡●●●U●●●●■。●c●■●■■●■●●●●■●●●●■●●●●●◆●●●●●●●●●●｡

３月25日水深(、）０．０４．７０．０４．００．０４．２０．０２．１０．０２．４０．０２．００．０２．１

ｐＨ７．６７．９７．６８．３７．６８．１７．６７．８７．５７．７７．５７．７７．５７．７

濁度(ｍg/l）１．７１．８１．８２．０１．９２．１２．１４．５１．９１．８２．２２．０２．５２．１

塩分(psu）０．０５７．１７０．０４０．１１０．０４０．０４０．０４０.０４０．０４０．０４０．０４０.０４０．０４０．０４

水温(℃）６．８６．９７．０７．２７．２７．３７．３
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網
網
網
網
坊
網
網
網
網
網
網

投
投
投
投
勃
投
刺
刺
刺
刺
刺

(アユカケ）(カジカ）

２．９

０．３

０．３

１．６

１６．７

７．１

１５８．２

２１２．７

３２６．３

２１３．５

８５．５

６．４

２．９

２．９

５．２

１０．５

８．３

２１．０

２３．４

２５．５

２２．５

１９．０

河川内有用魚介類生態調査研究付表－３平成１３年度の調査で混獲されたカジカ・アユカケ

５月２８日

５月２８日

５月２８日

５月２８日

５月２８日

５月２８日

５月２８日

５月２８日

５月２８日

５月２８日

５月２８日

５月２８日

５月２８日

５月２８日

５月２８日

６月７日

６月７日

７月１１日

７月１７日

７月１７日

７月１７日

８月１０日

１０月１２日

調査日場所漁具全長(c、）体重(9)調査日場所漁具全長(c、)体重(9)
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庄川大門

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

庄川南郷

庄川水道管

神通川Stl西

神通川Ｓｔ２

神通川Ｓｔ２

神通川Ｓｔ２

神通川Stl東

０．２

０．２

０．２

０．２

０．３

０．２

０．２

０．２

０．２

０．２

０．２

０．２

０．２

０．２

０．２

６．２

０．２

２１．８

２４．５

１７．２

９．２

９．７

３１．７

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
坊
坊
坊
坊
網

投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
分
勃
勃
勃
投

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

神通川日赤

稲川

庄川三谷

庄川飛行場

庄川飛行場

庄川大田

庄川大門

５月１１日

５月２１日

５月２１日

６月７日

９月１０日

９月１５日

１１月２０日

１１月２０日

１２月２０日

１２月２０日

３月２６日

５
５
６
７
０
６
８
９
８
８
５
６
６
８
６
８
０
３
Ｄ
Ｂ
７
９
２

ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
３
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
３
吃
恒
ね
ａ
＆
喝



Ⅲ技術指導

Ⅳ研究成果の発表・投稿論文等

Ｖ広報等啓発

Ⅵ技術研修、会議出席



（３）海洋高校生「栽培漁業実習」
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2．研修生等の受入

（１）科学技術特別研究員

Ⅲ↑駕櫛

（２）一般研修生

（６）インターンシップ就業体験

（４）中堅

（５）「社会に学ぶ14歳の挑戦｣事業

該当なし。

受入機関 氏名 研究課題 受入期間

科自脅支術振興事業団 松村航
深層水を利用した有用海藻の細胞培養

による育成研究

平成13年１月から

平成15年３月まで

受入時ﾘＩＩ 研修内容 指導日;究員 受講教員数

平成１３年７月２５日

９月２０日

１１月３日

キジハタの標箭付け作業

漁業調査船立山丸の体験乗船

及び定置網漁場の見学

サクラマスの人工受精作業

堀田副主幹研究員

岡本副主幹研究員

小谷ロ副主幹研究員

5名

１２名

8名

内 容 漁業資源課 栽培･深層水課 内。<面課

漁業資源の生態割胃報の提供依頼 多数（マスコミ含む） 多数（マスコミ含む） 多数（マスコミ含む）

尻悪"向誼ナロシＥＪＩＰ為勾ｿ起 ０ ０ １４

調査協力依頼 ３ １ ０

深層水情報の提Ｉ＃依頼 ０ ８ ０

受入幾関 氏名 研修内容 受入期間

東京水産大学 坪島宏樹 水産増養殖全般にわたる研修
平成１３年７月１１日

～７月１９日（７日間）

北海道羅臼町 渡辺徹 海洋深層水利用による飼育技術の研修
平成１３年

～２８日

日

堂人時期 実習内容 ■戸■●F与■ーー～ 実習生と人員

平成１３年４月２５日

５月２日

５月３０日

６月６日

６月２７日

水産試験場業務の概要説明

トヤマエビの種苗生産

パイ貝の測定

トヤマエビ種苗放流

メバル・ハタハタの魚体測定

林栽培・深層水課長

渡辺（孝）主任研究員

野
堀

〃

沢主任研究員

田副主幹研究員

海洋高校

海洋技術スポーツ科

生産バイオコース

２年生１４名

受入時期 就業体験内容 担当課 受入先

平成１３年７月３０日

～８月３日（５日間）
･海水中の栄養塩分析 栽培・深層水課

富山工業高等専門学校

１名

平成１３年８月２０日

～８月２９日（８日間）

･アユ仔魚の耳石解析

･サケ・サクラマス稚魚の魚体測定

及び胃内容物の同定

内水面課 富山大学工学部２名



N 研究成果の発表・揖縞輸文等

1 .研究発表会

年月日

平成14年
2月22日

2.学会・講演会発表

(学会等)

学会名

日本珪藻学会第21 

回大会保京調。

日:和k産工学会

日本植物学創t海道
憩 R大会

場所| 発表課題 |発表者

1 .対馬で脇荒したブリの移動総兄 |研究員 労寄慎吾

富山市 12.キジハタの種苗鑓について |融糊頬

堀田和夫

富山県民会館 13富山県におけるアユ冷繍の現状 |研頬 村械ー

年月日

13年5月20日

13年6月2日

13年7月28日

4. 7JQ勤虹残浮の有獅IJ用 |食品研究所

一崇づくりの残りを利用して製造した新しい |主任研究員

魚雷油の風味についてー | 松津偽浩

5.アワビ養殖用餌料コンブの海洋深層水培養 陣伴技術特別研究員
松村航

6 髄のホタJレイ力側期(~~1f早く終わるのか|主任研頬
内山勇

会場 発表課題 発表者

日本工学院 富山湾湾l層水で自然繁茂する付着珪藻 鈴木秀和・南雲
保・麓回大介

銚子市商工 磯焼けの現状 藤田大介
会議所

北海道大学 海洋深層水の利用ー水産、ビジネスそ 藤田大介

水産特R した磯焼けー
日本ベントス学会 13年10月13日 北海道大学 富山湾におけるヤツデヒトデの分布と 藤田大介・

7]Q童特B高密度集団の出現 瀬戸陽一

富山湾におけるヤツデヒトデの分裂繁 瀬戸陽一・

殖と個体群構造 藤田大介
海洋深層水利用研究 13年10月 小田原市 海洋深層水中の硝酸塩の連続自動分析 小善圭一
会小田原シンポジウ 23-24日 中央公民館 海洋深層水をかけ流した磯焼け地帯転 藤田大介

ム 石の植生観察 11 

海洋深層水を用いたアワビ養殖用餌料 松村航

コンブの培養に関する研究 -藤田大介

積演会)

依頼先 年月日 場所 演 題 講演者

建設省08会 13年 4月10日 電気ビル 深層水の話 藤田大介

第27回海中海底工学 13年 4月23日 東京次学 富山湾は身近なフロンティア 内山勇

フォーラム

富山大学 13年4-6月週1回 富山大学 資原生物学 G毎藻) 藤田大介

理学部

国際・日本海政策課 13年 5月12日 県民会館 日本海学講座「深層水の話』 藤田大介

魚津社到来険委員会 13年 5月24日 ホテルサン 富山骨深層水の水産利用の現状 林清志

ルート魚津

朝日町 13年 5月28日 あけぼの 朝日町沿岸の浅毎底の様子 藤田大介

旅館 ー海藻、海中トンネル、栽培漁業資康一
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3．海外科学技術会議研究発表

該当なし
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依頼先 年月日 場所 演題 講演者

舘下コンサルタンツ㈱

魚津工業高校

全国薬業教育研究協議

舘
削
山大会

県定置魚業協会

中部保健所管内

看護士会

日本野鳥の会

》一
壱

全国内水面漁連

富山市民大学講座

富山市民大学講座

富山県試験研究機関研

究員交流集会

高知大学

富山市民大学講座

由I|上流漁協

奈良県漁連

富山県漁港協会

羅臼町

高浜漁協青年部

氷見漁協

魚津市

新川保健所

氷見地区小型定置網協

議会

富山県内水面漁連

13年６月２１日

13年７月２４日

13年７月３１日

１３年８月３日

13年９月１日

13年９月２日

13年９月19日

13年１０月７日

１３年１０月１１日

13年１０月２５日

13年１０月２５日

13年11～2日

１３年１１月８日

13年１１月２２日

13年１２月７日

１４年２月５日

14年２月９日

14年２月１３日

14年２月１５日

１４年２月２０日

14年２月２７日

14年３月１日

14年３月５日

側
館

》
桁
》
鰐

滑川市民

健康ｾﾝﾀー

榔
聯

長崎県壱岐

脚
撫
棚
富山市民

プラザ

富山市民

淵
訓
撤

僻
糊
撫
か
峨

高
海
研
セ
富

制
腕
柵
肺
入善海洋深

層水活用施

設

羅臼公民館

長崎県対馬

美津島町

氷見市水産

センター

魚津市役所

魚津市大町

公民館

氷見市水産

センター

県民会館

深層水について

富山湾海洋深層水

深層水の話

アジ、サバ、イワシ類の資源状況

ブリ調査の現況と今年の漁模様

日本海の海況

富山湾の深層水について

内水面漁業から見た河川環境と魚とカワウ

ブリ回遊生態調査の取組み状況

河川漁業はカワウとの共存は可能か？

富山湾の深層水

富山湾のさかな

ホタルイカの分布と回遊

貝類学

神通川に生息する魚たち

庄川のアユを取り巻く現状

カワウの出現で内水面漁業は崩壊する！？

海洋深層水の特性とその活用の現状

多段階的水産利用の可能性

対馬沖で放流したブリ標識魚の移動状況

ブリの回遊と標識放流調査について

魚津市沿岸の藻場について

深層水の利用について

キジハタの種苗牛産について

富山県におけるアユ冷水病の現状

林清志

小善圭一

藤田大介

》
〃
帳
僅
》
翻
縮
順
順
剛

》
田
林
内
内
藤
徽
撫
撫
瀧
剛
》
》
函
樗
砕

需

田
田
田
林

藤



5.特許
発明の名称、

養殖魚の生体防御促進物質

深層水を用いた活魚輸送方法

6.受賞等
(受賞)

該当なし

伊位授与)

氏 名| 授与年月日
前田経雄 |平成14月3月25日

4.按稿論文
著者名

F可iぬ，D.，Y.Seω，
Y.Moriyama & 
M.Komatsu 
藤田大介

小山法希・岸村栄毅

林賢治・藤田大介

藤田大介

藤田大介

有用海藻研究会

(藤田大介)

藤田大介

藤田大介

藤田大介

藤田大介

因子泰彦

田子泰彦

因子泰彦

因子泰彦

因子泰彦

因子泰彦

井野慎吾

森岡泰三・堀田和夫

論文名・報告書名等

αm加盟加おacu白河pina:Dis位ibution and e∞logy in 'Ibyama B~罫In:Bぽk釘(ed)
Ecl】inoderms 20∞.P.169・174.Swe随&Zeitlinger，Li鎚e

海洋深層水をか付流した謝I(;i色帯転石の植生回復海洋深層水研究2(1)，57-64.(2001.η 
ヤツデヒトデ幽門盲のうホスホリバーゼA2の部分精製と性質日水紘67，728・734(2001)

磯焼け一海洋深層水への斯寺ー海洋深層水利用研究ニュース，5(2)5・7(2001)

海洋深層水を活用した増養殖施設月刊獲殖臨時増刊号 rm酪笛幻1イドJ，59・63(2001)
日本海沿岸似毎藻に関する情報 (1)海藻の地方名，50，37・40(2001)

氷見市虫亡が島のガラモ場調査藻親50，45・46(2001)

海洋深層水ー今最も注目されている海洋資源一 日本水産資源保護協会月報，必5，7・
13(2001) 
氷見市・高岡市沿岸の海藻と藻場.氷見漁業協同組合.(2∞2め
黒部川河口周辺沿岸の地形と生き物長井真隆監修黒部川物語.42-45.(2001)

庄川で友釣りとテンカラ網で漁獲されたアユの CPUEと大きさ.水産増殖，49(3)，285・
292(2∞1) 
神通川と庄川の中流岐における高互の淵の消長水産増殖49(3)，397・404(2001)

富山湾の河口域およびその隣協毎域表層におけるアユ仔魚の出現・分布.日y闘志68(1)
61-71(2002) 

富山湾砂浜域砕波帯周辺におけるアユ仔魚の出現、体長分布と生息場所の変化.日水

誌邸(2)144-150(2002) 
研究者と桜メール(サクラマスに関する疑問26点).トラウテイスト工島青β2・94(2002)

河川資源は疲労困ぱいーカワウに食べさせる余裕はありません.ないすいめん，26，全内漁

連34-43(200勾
大型ブリの瓶兄変動と回遊生態調査について.ていち，101，日本定置漁業8-15(2001)

海洋深層水で飼育されたハタハタの成熟と産卵海洋深層水研究2(1)，65-71(2001.η

発明者信山県)

宮崎統五

中村弘二・小善圭一・渡辺健

出願番号

特事pp:7 -209178 

C特開平9-28229) 

特顕2001-31142

楓
一
時
一
叫

学位(大学)

農学博士

(京都大学)

学位論文名

若仇膏西部海域におけるヒラメ仔稚魚の加入機構に関す

る研究
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Ｖ広報等啓発
１．出版物

刊行物・事業報告書等の名称

富水試だより第７９号

平成１２年度富山県水産試験場年報

富水試だより第８０号

発行時期

平成１３年７月

平成１３年１２月

平成１４年３月

２．新聞掲載・報道
(富山県水産試験場の試験研究業務が掲載された新聞記事の見出し）
見出し

アユ越冬地は河口近海

庄川・神通川・富山湾で10年間
調査

箔;川…;r未ダル才.労あ発葛満…③…

不漁富山湾

富山湾全域で環境調査

冨山湾の４月漁獲量

どうしてこんなに獲れないの

潜水調査ノートから

とやま海中散策⑱
藤田大介

神通川サクラマスが減少

深海に２５万匹放流

県水産試験場

松村特別研究員

深層水でコンブの新品種
｢深層水の富山」売り込め

潜水調査ノートから

とやま海中散策⑲
藤田大介

ホタルイカの成長一目

潜水調査ノートから

とやま海中散策⑳
藤田大介

…富山湾ほ暖流ど寒流あ苦荒薫
ではありません

説明

周辺保全が増殖に効果

県水産試

波が｢ゆりかご｣役
研究

生態探り育成の道開く
水槽でふ化成功
回遊経路を調査
３月の水揚げ

総量１０年平均の半分
ホタルイカ平年の１／３

原因不明、値段は数倍に
県が今月から

沖合の数十カ所も観測
微生物の数や藻の分布把握
稚魚放流の参考に
ホタルイカ３分の１

全体も半分以下の860ﾄン
禾夢ルォ芳答拳漁獲溌減….…
87年以来の700ﾄﾝ台か
水産試験場「湾内特に異常ない」

地元の漁師「生活が成り立たぬ」

魚、海藻を変色させる厄介者

サツキマスとの交配
遺伝子変化？
11年豪雨での流木被害？
県水産試験場

トヤマエビの稚エビ

クローン化を応用

富山湾で養殖目指す

まちおこしへ熱視線

滑川市

新施設で取水実験
商業利用の道開く
生物の宝庫をモデル調査

虻が島の海中林

滑川

卵から４段階、標本で
侵食海岸の護岸工事の賜物
イワガキがうまい季節

魚介の宝庫

理由は「深層水」
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年月日 新聞名
H､１３．４．１０ 富山

H､１３．４．１９ 富山

H,１３．５．３ 読売

H、１３．５．８ 富山

H､１３．５．２２ 北日本

H､１３．５．２８ 朝日

H,１３．５．２９ 富山

H、１３．６．１ 北日本

H､１３．６．７ 読売

H,１３．６．１４ 北日本

H,１３．６．２４ 富山

H､１３．６．２６ 富山

H､１３．７．２０ 北日本

H､１３．７．３１ 富山

Ｈ1３．８．８ 朝日



見出し | 説明 |年月日|新聞名

トヤマエビと放流後初"再会"Iしんかい2000潜水調査 H13.8.23 北陸中日

・・・ H事.山湾深海芳生態.欝l~.... ・…
治米詞釜.)二・下あち 引県西部で雑!i:がまん延 1 H13.8.28 ・H・I・H・....・H・..醤首……・・
とやま海中散策 21 十今夏テングサ漁場に異変
藤田大介
県獲.お砺涜機B閲自職貰.泊筑r成巣巣発議....…………..山……..山……..山….“山."1醤凶:モLでぞ.受愛溌.黛.2広広ぶs."…………..山……..山……..山…..山...………..…….山……"叩…...…………..山……..山…..山..
2ヲラ.百マグ.白.生態解明文…・・・…H・M ・.'"1詑録型穣畿通あ送:3;:，放流.......r.........Hl"3":.l百広.o.:"了'"2"'幻釘:Y.…………..………..山……..山…..山...….....1山..

圃回遊予測で漁獲増期待
潜米調査").二・.ド.が.ちH・H・..........…………….“山…….“山….“山.....・H・....1布施TjiEヱ市JiTむ苅.口.をH・H・".r・H・...削.5;-.1rjr-------IH---H・H・醤.......町......・H・
とやま海中散策 22 訪ねて

藤田 大介 .l~と川が崩会う辺久 ， ヲリ広域箇遊初確認................................1県水試井野研究員ら i H13.11..5H・H・..γH・H・-・1E"百本......・M・..

従来仮説裏付け

…・… ・・・・......・........資源恕援護寒俣 市脊で了深腫jj<アワビj.............................J入善で1700個試験醤議 1...........Hr:L.rr: ・rö'"・H・....1・H・H・'.~f縫市首……

衛生面パッチリ
県米雀説験場.が予測…H・H・....・H・...・・M・M・1ー.'3議.厳γ..Ö..$.尚.で厳1)・・・・・・H・I・H・...・.'Hl"3":'TLTs'" ・H・....r....山…………..山……..山…………..山……..山……..山…..山...…....~山..正i花E百

今年のブリは小型が中心?れ10キ口クラス日に数本
氷見漁港

ザヲヲマ.ス増殖花.酋.信・・・・H・H・....・H・....・H・!漠米建議着芋'.5津.首・・H・H・...“H・H・'1・....・H・'.HT3・:・11三r・H・.....1・M・....醤…H・H・...副........
4倍増の92万粒を採卵
深層水飼育、病気を抑制

;ザ:?jヲマヌを-蘇.ち..ぞ?・I・H・....・H・....・H・"1海洋深層永で親策.裳.議成成成..…………..山……..山……..山…..山...………….'山…….叫山……..山…..山..“1↑γr叫山...…………..………..………..……..….目.百r花玄玄2.:.目.1"2":.了.:.'，“'1子H………….山……..山'"1'''γγH…………….. ……….“山………….. 山……..山……..山….. 山....………..山一..公明.....・H・..
...…・・叫会…!さ .~...?..o.，義憲採卵...........

嘗副湾iほま.弓不不.ヲ.汚芳平の宝庫 !同日日:拳拳一の護岸率 r....... .. H削13.1ロ2':."2"釘釘汀9"'子.. ………… .. 山…….. 山….. 山..
育て『深層水アワビJ 生息に最適 -
悠亥:め..と芝ヲモH・H・..…醤iIi:湾鞠.諾1態渇:鱒.を溜Aそ・・・・H・H・...，…H・H・H・H・"r・・・H・H・..前.正.LT・H・.......・I・H・-・・・・・1E'自.*...・H・....
第1部神秘の海① |深層水、豊かな栄養分

高い利用価値
県.米議発克アララヲ下ジH・H・-…H・H・1潜ïïlぞう.芝示:~・JC麗朱閣総..r.........・H・両1":f1":..r. … H・I ・..…1E'自本H・H・

海中の星空鮮やか
慾去亥:め芝.とヲ.でぞぞで..…………..山……..山……..山…..山...………..山…..山…..山..富ii副lj五G":湾湾紡語諾'J米.夢夕デ:"j亦じ平元克.“………….“山……..山……..山….....…………..山…..山..
第1部 神秘の海 ② |産産:卵に適した急深な地形

・・...勿:浅と照携濃湾周1.;，持ヨ…....
l慾~め..ごと・ラモ・H ・...醤 ili湾物語!ベニズワイ l H14.1.17 ・・….r....・H・..~f百本H・H・....

第1部神秘の海③ |起伏多く生息に好条件

…-…・展望台・深尉タ飼賓寒勝山.醤な芯}川H:添が悲恋.じ~.\芋デ江江:...................，県水産試験場 r.........H附14.1. 2笥釘9"'……………..………..……..…..
淡水に近い海減に分布 |田子研究員が論文

…l.. . .f.未匁の集息第J….認 。 ‘ 
1湯縦1芝迷釜苔苔 :海溺海.洋深層永 !高級貝育てる「魔逗の水J! . 
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(テレビ・ラジオ)
タイトル 取材・放送草月日 報道機関

富山が元気。見たモ、ン勝ホちタ2 
(プリ、サクラマス ルイ 1 3年4月22日 チューリップテレビ

カに関する研究内容や生態の説

週間とやま県研聞録究の
(深層水利用 取組み状況

1 3年9月29日 富山エフエム放送

」んにち(とはや富ま山の県水で産す業) 1 3年 10月7日 北日本放送

NHKスペシャル
海のけもの道を追う 1 4年3月 10日 NHK 

~定置網の狩人が見た魚影の謎~

(雑誌)
タイトjレ 発刊年月日 雑誌名

特集人と海にやさしく Yusual Bi-weekly Magazineフォト
新世紀『魚』テクノロジー 平成13年2月1日 2 • 1 
テクノロジー『深海の神秘J (社)時事函報社

富山湾からの贈り物
平成13年12月22日

週刊東洋経済
~神層水(神の水)-- 東洋経済新聞社

特集
平成14年1月21日 済日新i陸聞地社域日情経報産No.383 所I

全国各地に花開く海洋深層水事業 日本経 業消費研究

みなと日本海Yol.3
海洋深層水は新たな『海洋資源J 200 1. Au tumn 国土交通省

北陸地方整備局港湾空港部
」ー 一一一」
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３

134

主な来場見学者

年月日
見学団体等

者I道Ｈ蒜 名 団体名
人数（名）

平月ｔ13年４月１２日 愛槌鵬 Ｆ.部産皇ﾐ経済局 ３

４月１８日 大リ脈 ９a村組二二不一Ｌ身ﾐ欄,式会擢●■ ３

４月24日 青；賑 ノ＄田野ガ１漁業協后|組合rＨ
日
Ｕ
ｐ 3３

４月24日 富Ｌ｣際 ｕ
＝

ヨ
ー

、 漁港漁場整備音Ｉ
昌
一
ロ

７
３ 値i課他 ３

５月１７日 富Ｌ｣際 北陸電力株Ｉ式会鞭ｐ■ 立吋l環境音Ｉ ３

５月１７日 Ｌ
一
宮
国 ｣県 富１１県生産’生本音Ｉ 1６

５月１８日
一二

－に
一二薪 尾鷲市議会 ６

５月２３日 愛知際 中部経済企業后 ３

５月３１日 青森県 尻労漁業協同紅
今
回０ 2２

5日 沖縄県 沖縄県議会 1５

６月６日 Ｌ
｛
邑 』県 農業技祢ｾﾝﾀー ＯＢ職債L「みのり会」 1４

６月６日 東男ﾐ都 (財)漁渚;漁村建設技郁i研究所 １

６月８日 中国 湖南省龍･技ヨ漂合ｆ言側 ３

６月１３日 富山県 県経営企画 部一 縫合Ⅲ鰐i課他 ３

６月１５日 富1１ 県 中部ﾌ゚ ロﾂﾀ注
●
■
ワ
ロ

■
■
■
ワ ５市場食，吊衛生関‘系協議会 1３

６月２０日 石Ⅱ 県 石川県肖冒都町農林水眉:課他 ７

７月５日 富 Ｌ県 大原簿記専
韮
学校 ４

７月５日 兵 津1県 浜坂町議会 2７

７月９日 沖ｉ闇,県 沖縄県議会 ４

７月１０日 冒;山県 富山県消費生活者ｾﾝﾀ １ー
四
Ｊ
り 2７

７月１１日
差
日;山県 福光町吉江中学校 １０

７月１１日 :Ｉ :海道
四
五
毛 計内 町企画’径斉部 ２

７月１１日 ゴ:海道 ＃胃石町企画ｉ課毎洋深動 く推准＝ ２

７月１３日 三重県 ヨ：須 胃漁業易司組合 2０

７月１６日 韓国 草:国Ｉ毎洋研Ｉ究
と
元 １

７月１７日 静岡県 伊東 布水産辰国会 1３

７月24日 富山県
三
（
ロ

今
云

ｎｑ

演査院
一

早 主３課 ２

７月２６日 青森県 猿ヶ 簾漁業 協同縦
今
ロ 1６

７月３１日 富山県 富山 市中学佼教育I研究会社会素部会 1１

８月１日 富山県 立山 BT教育委員会社会教育課 4９

８月１日 岡 山県 更蔦音漁業振興 協会 1３

８月２日 兵 軍県 竹野 町議会 ４

８月６日 宮Ｉ唖県 宮城県議会 ５

８月８日 新潟県 奴奈川熟 ９

８月９日 富山県 清川市立束首Iノ ､学校 ５

８月９日 沖縄県 沖縄県企業信蹄呈営計画課 ３

８月９日 富山県 東亜・若築藍
曇
一
買
園

ろ
迅
言 皆共同企業体 ３

８月２３日 富山県 県広報課 4０

８月28日 沖縄県 糸満市議≦；他 ３

８月２８日 新潟県 示四7坪7千､， 層ン<利用研究会 2８

８月２９日 中国 江Ｉ頁道環貝I海&ｊ張所 ２

８月３０日 新潟県 新；罵県佐渡郡エ誕野町議
』
宝 2７

８月３１日 三重県
産
Ｉ
昌

一
一
一 亘県科学技術振興ｾﾝ１ ４

９月３日 新潟県 両；華地区魚業協同組合イ也 1５

９月４日 東京者Ｉ 三井業際研究所 2０

９月７日 中国 中日まE好
一ー

協会 ５

９月１０日 福井県 越前日｢商工会 1５

９月１１日 富山県 農林水産常任委員会 1２

９月１８日 韓国 (財)大邸テクノパーク ５

９月２１日 石川県 松‘壬商工 筈議所食品部会他 1４

９月２１日 富山県 (術:)滑川青年会議所 1２

９月２２日 新潟県 名立漁業。協同組合研究会 1５

９月２７日 富山県 中沖豊事ｉ 努所 １

１０月２日 三重県 鳥羽志塵 上部漁協専務会 1２
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１０月３日 富山県 平成13年度新任職員(Ⅲ期)研‘
膿
．霞施設訪問研 3２

１０月4日 富山県 日本カーバイドエ業株式会鞭 ■｡

ｌ
Ｑ
凸
面
■
■
ｑ

。
』
ザ ３

１０月１０日 富山県 滑川了丁教育ｾﾝ（
一

ｉ
■
■
■
”
， 1７

10月１１日 富山県 富山リ畠退職女’生校長会 3７

１０月１２日 Lｌ|形県 ＮＨＫ 』形放Ｉ差局 ２

10月１８日
＝
＝

医 山県 ラックプロ株式会社‘也 ５

１０月１９日 匡
匡 山県 立山町立矛Ｉ 田ﾉ， ､学校 ７

10月２２日
』
』
圧 |山県 黒部・魚涛 ノｑ 、

佳
一

ｑ自校教育研究会 2７

10月２４日 虐
匡 I山県 ｢県政バス＊矩昌」 3５

１０月２４日 沖縄県 内閣府シ．縄ボ暁苛事務局林務水産課 ４

１０月２９日 富山県
犀
唾
Ｆ
Ｐ 冒山フォーリンプレスツアー 3０

１１月５日 富山県
缶
司
り
″ 牙川市立オ s加積’､学校 3３

11月５日 石川県 ノ
１

､フ尽港マＬ|ンタウン推進協議会 1６

11月７日 東京都
副
“
猟 8－二保安庁スく路音Ｉ １０

11月８日 鹿児島県 寺僧帥 ･議会‘
ｈ
一 ８

11月８日 韓国 草誰獅 i洋研Ｉリ
ｐ
Ｌ 屍他 ４

１１月９日 :１上海道 熊石、 議会 ７

１１月９日
Ｃ

》Ｅ ．縄県 株式会社日本港湾コンサルタント也 ３

１１月９日
匡

自
司
り
勺
司 」県 富 ｣国際大学 １

１１月１２日
二
壱
日 罫山県 職

・
画
陽ﾖ研修所 １

１１月１３日 韓国 韓国水産研究暁化 ３

１１月１４日 新潟県 直江津漁業 筋同紅
今
ロＩ 2３

11月１４日 愛知県 愛知リﾐ農林水産委 員会 １

１１月１９日 山形県 山形リ匙漁業樋 司紅
今
目Ｉ 2３

１１月２０日 富山県 7胃Ⅱ
『
ｒﾃ立滑Ⅱ 中学曲

一
Ｆ，

》（ 2７

１１月３０日 韓国 江原
■、■

’1１ﾖ高城君’I海;：
『
〃
銘

Ｌ
呂 <産課 ５

１２月５日 Ｆ.国 大違引面洋漁業集Ｅ脳』司 ４

12月１９日 富山県 日緒産業消費研９ 斤 ３

12月20日 千葉県 千藻；県農林］<産音リ ４

12月２５日 富山県 値人 ４

平成14年１月５日 北海道 北海道礼文高等学校 １

１月１６日 沖縄県 (財ﾉ南四地域産栗;古性化ｾﾝﾀｰ ７

１月２２日 韓国 仁川海洋高校他 ９

１月２８日 東京都 東京都水産試験場 １

１月２８日 富山県 水産庁企画課 ２

１月３１日 千葉県 (財)電力中央研究所我孫子研究所 ３

２月１３日 東京都 (社)海洋産業研究会 1６

２月１５日 北海道 (社)北海道栽培漁業振興公社 ４

２月１８日 岩手県 大船渡市議会 ３

２月１９日 福ヂ：県 福井県農林水産音Ｉ ３

２月２０日 束牙〔都 株式会社資生堂《
■
Ｊ
ジ ７

２月２５日 富山県 富山県工業学会 2７

３月８日 北海道 北海道開発局ノ,樽開発建設部 ８

３月１８日 神奈川県 神奈川県横須賀三浦地区農政事務局 ３

３月２７日 富山県 滑川市立早月中学校 ３

３月２９日 石川県 日本ＯＲ学会 3８

３月２９日 富山県 日本オペレーションズ・リサーチ学会 4０

合計 １０１件 1，１６２
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5．きらめきエンジニア事業の実施

4．夏休み子供科学研究室の開催

年月日 場所 対象者･人数 内容

１３年７月１３日

１３年９月２０日

大島町立

大島小学校

砺波東部小学校

８３人

教諭･児童１２０人

栽培漁業

(担当：栽培。

庄川に

(担当

錦
杓
する

瀧
献
水課主任研究員渡辺孝之）

ち

水面課主任研究員田子泰彦）

年月日 場所 対象者･人数 内容

１３年７月２７日 水産試験場研修室 小学5年生5人
さかなの透明標本を作ってみよう

(担当：栽培･深層水課）



Ⅵ

１

技術研修、会麓出席

技術研修

（１）職員の技術派遣研修

平成１３年度は該当なし。

(2)客員研究員の招鴎

客員研究員の所属・職名・氏名

独立行政法人水産総合研究ｾﾝﾀｰ

養殖研究所企画連絡室長
反町稔

独立行政法人国際農林水産研究セ
ﾝﾀｰ水産部主任研究官
マーシー・ニコル・ワイルダー

日本歯科大学
生物学教室助教授
南雲保

指導を受けた内容

深層水に含まれる細菌培養技術
について

甲殻類の脱皮・生殖・旺発生に
関する生理化学的研究とその養
殖技術開発への応用

深層水利用に係る付着珪藻の分
類・同定と培養技術について

招璃期間

平成13年９月１２日～
１４日

平成13年10月１１日～
１３日

平成14年３月24日～
26日

２．職員研修

職・指名 派遣先 派遣期間 研修の目的

主任西島直樹 職員研修所 平成13年５月14,16,17日 新任主任研修

栽培・深層水課長 農協会館ほか 平成13年５月22日 監督者(新任課長補佐
林清志 職員研修所 平成13年10月16,17日 クラス)研修

研究員小善圭一 農協会館ほか 平成13年９月3,5日 吏員継続課程研修

主事吉森尚美 農協会館ほか 平成13年９月3,5日 吏員継続課程研修

場長中村弘二 北日本新聞ホール 平成13年10月１０日 管理者(合同)研修

3.主な出席会議

月日 氏名 用務地 用 務

4/3～４ 中村弘二 東京都 平成１３年度日本水産学会春季大会

4/4～５ 井野慎吾 藤沢市 日本水試学会春季大会

4/12～1３ 高松賢二郎 東京都
貢源凹渥計画に1糸わｏ基礎貢科の窒土里に1糸わつヒヤリンク

水産庁関係各課団体挨拶まわり

4/1３ 井野慎吾 東京都 資源回復計画に係わる基礎資料の整理に係わるヒヤリング

4/20～2１ 中村弘二 東京都 海洋深層水利用研究会２００１年度定期総会

4/23～2４ 内山勇 東京都 第２７回海中海底工学フォーラム講演

5/1１ 中村弘二 東京都 第１回全国湖沼河川養殖研究会理事会

5/24～2５ 中村弘二 岐阜市
ニドノコＸＩｄ午反王国j胡７画７５Ｗ11章ﾂ但町ﾌｴ云率j埠斗Ｌ陸ノＨシシ云言自我

及び全国内水面水産試験場長会西部ブロック東海北陸支部会議

5/28～2９ 井野慎吾 輪島市 ブリ回遊生態調査

6/1～３ 藤田大介 銚子市 日本水産工学シンポジウム

6/５ 田子泰彦 東京都 平成13年度アユ種苗総合対策事業に係わる第１回検討委員会

6/18～1９ 林清志 東京都 栽培漁業担当者会議

6/25～2６ 中村弘二 新潟市 北部日本海ブロック水産試験場長等懇話会

6/27～2８ 井野慎吾 新潟市 平成13年度資源評価調査日本海ブロック資源評価会議
〃 前田経雄 〃 〃

7/3～５ 小谷口正樹 松江市 第26回全国養鱒技術協議会

7/９ 林清志 東京都 深層水多段利用型水産増養殖技術開発打合せ
〃 藤田大介 〃 〃

7/11～1２ 前田経雄 新潟市 日本海北部ブロックＴＡＣ及び資源回復計画担当者会議

7/1２ 高松賢二郎 〃 〃

7/13～1４ 中村弘二 東京都 海洋深層水利用研究会幹事会

7/1６ 田子泰彦 彦根市 アユ増殖施設視察（旅費別途支給）
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7/24～2６ 岡本勇次 八戸市 平成13年度イカ類資源研究会議及びｽﾙﾒｲｶ資源評価会議

7/26～2９ 藤田大介 函館市 深層水研究打合せ及び日本植物学会特別講演

7/26～2７ 角裕二 東京都 さけ．ますふイ二放流

8/7～９ 高松賢二郎 〃 平成13年度資源評価調査全国資源評価会議

8/23～2４ 中村弘二 福井７
－
１ 平成13年度全国内水面水産試験場長会西部ブロック会議

8/29～3１ 村木誠一 札幌テ
－
１ さけ．ます資源管理連絡会議及びさけ．ます調査研究会

9/3～６ 渡辺孝之 松江7
－
１ 平成13年度栽培漁業ブロック会議

9/12～1４ 中村弘二 横浜7
』
１ 全国湖沼河川養殖研究会理事会及び大会

9/12～1４ 井野慎吾
者
闇
京
舞

』
ｒ
－
ｒ

つ
～
９
３

－
１
－
１
第４１回ブリ予報技術連絡会議

9/18～2０ 井野慎吾 勝本ＥＴ 壱岐地区漁業士会講演（旅費別途支給）

9/27～2８ 小善圭一 横浜市 ｢富山湾深層水の性状特性に関する研究」の協同会議

10/11～1６ 藤田大介 函館市 日本ベントス学会第15回大会、深層水培養用コンブ受け取り

10/17～1８ 田子泰彦
千葉県

小湊町
平成13年度内水面域振興活動推進事業の全国情報交換会議におけ

る講演（旅費別途）
10/2２ 渡辺健 東京者Ｉ MF21深層水多段¥Ｉ 用増養殖技術開発平成13年度第２回検鳶

《
云

■

10/22～2４ 藤田大介
貝ﾐ宗罰》

小田原市
MF21打ち合わせ及び第５回海洋深層水利用研究会全国大会

〃 小善圭一 〃 〃

10/23～2５ 中村弘二 小田原市 第５回海洋深層水利用研究会全国大会
〃 松村航 〃 〃 （発表）（旅費別途）

10/30～

11/２
藤田大介 高知市 海外協力事業団資源管理コース講義（旅費別途）

10/31～

11/２
堀田和夫 青森市 平成13年度資源増大技術開発（マダラ）検討会

11/1～２ 村木誠一
静岡県
舞阪町

平成13年度魚類防疫体制整備事業における東海・北陸内水面地域

合同検討会

11/1～２ 林清志 東京都 平成13年度第１回水産養殖研究会

11/5～８ 藤田大介
青森県

深浦町
平成13年度有用海藻増殖研究会

〃 松村航 〃 〃 (旅費別途）

11/7～９ 小善圭一 松江市 平成13年度漁場保全推進事業日本海ﾌﾞﾛｯｸ会議

11/9～1０ 中村弘二 東京都
頁源流云１口卒弓濁回伺水からのロ率》母床j曽水貢源重に閏すつ刑ら

合わせ会」（旅費別途）

11／12～1４ 藤田大介
山形県

鶴岡市
司堂ﾉﾘ』Ｃｌ⑨千l糞可・ノノ』ーｒ』百証弐ﾂ四阿TフＬ云云

及びアワビ受け取り
〃 渡辺健 伊勢市 平成13年度水産養殖関係試験研究促進会議

11/15～1６ 村木誠一 東京都 第34回全国魚類防疫推進会議

11/18～2０ 藤田大介
宮城県

志津川町
重要湿地藻場有識者グルーブワークショップ

(旅費別途）

11/20～2２ 村木誠一 伊勢市
尺只７円ZLEWU1mうし工丙か色Ｕ,可一鹿足ＩＪＬ卜ⅢヱノJ，唾塞孟７哩1劃1ホ

試験研究推進会議「魚病部会」

11/2６ 田子泰彦 東京都 平成13年度アユ種苗総合対策事業第２回検討委員会

11/27～2８ 高松賢二郎 東京都 平成13年度都道府県資源管理担当者会議

11/27～3０ 前田経雄
栗』沢劃Ｉ

新潟市
半成１３年度部垣l付県貢源官埋担当者会議皮ひ半成１３年度スワイカ

二研究協議会

11/2９ 藤田大介 東京都
二ｆﾉﾘＣＩＪ午崖-Ｌイル十一1里用戸『唾１回輝》千エミj塚J画用ンハフーム周ｦE争う程

環境影響評価技術等研究分科会（旅費別途）

12/10～1１ 林清志
千葉県
波崎町
平成13年度水産工学関係試験研究推進会議（水産基盤部会）

12/11～1３ 内山勇 舞鶴市 第56回日本海海洋調査技術連絡会

12/1２ 高松賢二郎 金沢市 平成13年度日本海北部地域水産統計協議会

12/17～1８ 村木誠一 上田市 アユ冷水病対策協議会部会

12/2７ 中村弘二 東京都 海洋深層水の資源量に関する研究委員会（職専免）

1／17～1８ 高松賢二郎

渡辺健

前田経雄

札幌市 日本海北ﾌﾞﾛｯｸ資源管理型漁業推進会議
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1/22～2４
林清志

堀田和夫
新潟市

Ｔ‐〃』し１Ｊ壬Ｆ１又口午Ｖ再／Ｈソンノ】、産司竜腸EjlホロエL亀天1"Iうし丁匡ﾕ匡工茸同鍾ﾉJ、産司竜ＷＩ

零部会・同増蕃殖研零椎准連絡会議

1/23～2４ 高松賢二郎 〃 平月t13年日本海ブロック漁業資源研究音I会・海洋環境研究音
〈
云
ア
ー

1/23～2５
内山勇

井野慎吾
〃
千厩1Ｊヰロ卒己濁ノＬｌツク凋乗頁源濁》手j蒙項付↑天司》云．源濁玩予報

検討会議

1/28～2９ 村木誠一 横浜市 アユ冷水病対策協議会全体会議

1/29～3１ 渡辺孝之 神戸市 第２回栽培漁業国際シンポジウム

1/30～2/１ 中村弘二
横浜市
東京都

可=〃』６１４千底上王国Iﾊjﾉ､迅凹ﾉ］、同ｴい砺土喧云宗芯云･王国ﾉ]，同ｴい弱士匡工云･珂弓ｏ国

全国湖沼河川養殖研究会理事会

2/１
高松賢二郎
前田経雄

東京都
苛=凡凡１４ｴ獄箕房江jA扉･巨唾1争而ﾘ狸1Ｌラミ"巴丁圧ﾕ匡司ﾖｮﾐ心辺Ｕ,エュjA尿凶1異同’四ＴＦﾉｺ凡

推進事業の実施計画のヒアリング

2/5～６ 藤田大介 横浜市
〒ﾉﾘ尾１Ｊ壬卜ｂ重厚１J均卿百ノ、pK1nリI調う七弓奇占伝1天同Ⅵ工云ｋｴﾉ再喝尾T異女入7塁ソノレー

プ）

2/６ 田子泰彦 東京都 平成13年度第３回アユ種苗総合対策検討委員会

2/6～７
角祐二
小谷口正樹

〃 平成14年度さけ．ます補助金関係ヒアリング

2/7～８ 中村弘二 新潟市
日本;母フロック場所長会議・目卒》母フロック水産栗関1糸試験酬究

推進会議

2/8～1０ 藤田大介 羅臼町 ｢知床らうす深層水」車座座談会2002講師（旅費別途）

2/12～1４ 井野慎吾
対馬

美津島町
漁業グループ活動支援事業学習会の講師（旅費別途）

2/1５ 小善圭一
大阪市

鶴橋
｢富山湾深層水の特性解明に関する研究」に関する打合せ

2/2０ 小善圭一 東京都 平成14年度漁場保全推進事業ヒアリング

2/25～2７ 前田経雄 新潟市 日本・韓国・中国海洋水産資源シンポジウム

2/27～3/１ 田子泰彦 東京都 平成13年度アユ資源研究部会

2/28～3/１ 岡本勇次 清水市 平成13年度日本周辺高度回遊性魚類資源調査年度末報告会

2/28～3/１ 村木誠一 東京都 冷フく病対策加応我工云珂弓１１ﾘTフＬンノレー／司一ﾉﾘ』し１斗虫十1ｺ之1〃1うし両 巴丁』ロ哩云

3/5～６
堀田和夫
渡辺孝之

金沢市 平成13年度（第34回）北部日本海ブロック種苗生産研究会

3/６
高松賢二郎
井野慎吾

東京都
可ﾆﾉｺＸＩＪ午暦之Ｔ寸ＡＬｗＴフＬ開ブセ1ﾑﾋﾕ塵ョ奇ヨミノリ凡ﾗ辰牛ｐＩＥ『.重｛ゾソＵノ凶理工エ殿呈Ｕノ

解明に関する研究）

3/1１ 田子泰彦 東京都 平成13年度第４回アユ種苗総合対策検討委員会

3/11～1２
林清志

野沢理哉
渡辺孝之

小浜市 平成13年度資源増大技術開発事業（トヤマエビ）調査担当者会議

戸
3/1２

戸
村木誠一

ｒ＝言二可
長岡市

犀同両津匿寅頚砺稜啄罰室１i胃軍票班園苔同積詩套一日E蔀百禾憲ヲ可
ロック）

3/14～1５
林清志
渡辺健

小善圭一
東京都 ＭＦ２１平成13年度第２回水産養殖研究会、研究推進評価委員会

3/14～1５ 藤田大介 東京都 平成13年度第２回水産養殖研究会、評価委員会

3/14～1５ 村木誠一 東京都 第35回全国魚類防疫推進会議

3/18～1９ 藤田大介
広島県

大野浦
富山湾海底の湧出水研究に係る研究打ち合わせ、視察

3/19～2０
野沢理哉

渡辺孝之
小浜市 トヤマエビ種苗生産用親エビ輸送
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